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１






　記憶に残っているのは、咽むせ返るような薔薇の香り。

　広い広い薔薇園は迷路のようで、美しい花々も、幼い子どもの目には棘を持った毒々しい存在にしか映らなかった。

　大人たちの会話は退屈で、歳の離れた兄姉たちは社交に夢中。

　ひとり取り残されて、迷い込んだ薔薇園の片隅、膝を抱えて、瞳に涙を溜めて、唇を噛み締めていた。

　遠くに聞こえる、弦楽の調べ。

　澄み渡った空は青いのに、自分はひとりぼっち。誰も、探しに来てくれない。

　埋もれてしまう、と思った。毒々しい、薔薇たちに。

　──『迷ったのか？』

　ふいに差し伸べられた、救いの手。

　紫水晶の瞳が、泣きそうな顔の自分を映し出す。

　その高貴な色が、小さな身体に纏わりついていた毒々しさを、一瞬のうちに消し去った。













　咲き誇る薔薇のなかに、天使を見つけた。




　大きな瞳に涙をたたえた、金髪碧眼の天使を。








　　　　　　　Prologue






　長い長い責め苦の果て、朦もう朧ろうとした意識が、ドアの開閉音によって深淵から引き上げられる。

「いい子にしてらっしゃいましたか？」

「ひで…と……っ」

　薄暗い部屋に差し込む、ドアからの光。つづきの間の灯りが点されているためだろう。

　両腕を括くくられたままベッドの上に放置されて、どれくらいの時間が経ったのか。待ち侘わびた男が、やっと戻ってきた。

「はや…くっ」

　内部に埋め込まれたシリコンの淡い振動が、切なく肉体を苛みつづけている。放出まで至らない淡い刺激が、苦しくてたまらないのだ。

　ベッドが軋む音がして、男が腰を下ろしたのだと知る。身を捩り、カイルの身体に覆いかぶさるように身体の脇に手をついて、逆光のなか、見下ろす男の相貌。

　感情のない紫水晶の瞳が、ギリギリまで高められた肌を焼いて、カイルは散々噛み締めた唇に再び歯を立てた。

「こんなに真っ赤になって……噛んではいけないと、申し上げたではないですか」

「だ…って、お…まえ、が……っ」

「私が？」

「早…く戻…って、こ…な、いから……っ」

　責めると、男はフッと口角を上げて意地悪い笑みを口許に刻み、ベッドについていないほうの手を、カイルの腰に這わせてきた。

「これでも大急ぎで戻ってきたのですが……」

「遅…いっ」

　噛みつくと、男の目が細められる。

「どうやら、反省の色はカケラもないようですね」

　アメジストの瞳が、赤い光を宿しはじめる。そして、悪魔のようなセリフが告げられた。

「お仕置きの、つづきをしましょうか？」








　　　　　　　Ⅰ






　世界は自分を中心に回っている。

　誰がなんと言おうと、カイルにとっては、そういうことになっている。

　だから、周囲の人間が自分のために動くのはあたりまえのことだし、自分の希望が何より最優先されるのも当然のこと。

　末息子を溺愛する両親はもとより、歳の離れた兄たちも姉たちも、カイルにはすこぶる甘い。召使たちは言わずもがな。

　由緒正しきイギリス貴族の家柄と、類稀な美貌。

　そんな自分がちやほやされるのは当然のことであって、万が一自分を欲しがらない人間がいるとしたら、そいつはただの変わり者だ。

　部屋の壁一面に取りつけられた鏡に、チラリと視線を投げる。そこには、見惚れるばかりの美貌の青年貴族の姿があった。

　濃い蜂蜜色の豪奢な金髪はやわらかく額に落ち、眩いばかりに白い肌を彩る。

　サファイア色の瞳は、最上級のコーンフラワーブルー矢車草の花の青で、その高貴な美貌を強烈に印象づける。

　スラリとした長身、生まれの正統さを知らしめる洗練された所作。選ばれた者だけに神が与えたアイテムを、あたりまえのものとして享受する、優雅でいて傲慢な微笑み。

　──カンペキだ。

　自分がカンペキでないことなどありえない。

　イギリス社交界において、ローウェル家の末息子の存在を知らない者など皆無。誰もがカイルに跪き、誘いをかけ、カイルから色よい返答が返されるのを心待ちにしている。

　誰もがカイルを欲しがる。

　誰もがカイルに賛辞を贈る。

　誰もがカイルに傅かしずき、意のままに動いてくれる。

　誰も何も、カイルの思い通りにならないものなど、この世には存在しない。

　なのに……！

「なんで秀ひで統とがいないんだよっ！」

　少々乱暴な扱いでソーサーに戻されたティーカップが、ガチャンッ！　と派手な音を立てる。

　部屋に響いた音の刺々しさに、ソファの向かい側、カイルの正面でおずおずと紅茶を口に運んでいた少年が、ビクリと首を竦ませた。ここは天井が高いから、無駄に音が響くのだ。

　古い城を改装したアトリエ。

　考え抜かれた採光と、使い勝手を熟慮した内装、空調。この部屋の使用目的を考えれば、空調は重要だ。でなければ、カイルはここに一分といられないだろう。溶き油の匂いが充満して、大変なことになる。

　ナチュラルな色合いでまとめられたシンプルなインテリア類。壁に立てかけられた大小さまざまなキャンバスには、透明感のある色使いが印象的な抽象画が描かれ、ともすれば殺風景に見えがちな部屋を、華やかに飾っていた。

　カイルには、絵を描く趣味はない。

　幼いころに嗜たしなむ程度に習ったことはあるけれど、本当に嗜むだけで終わってしまった。芸術全般に対しての審美眼は持っているつもりだが、特別興味をそそられるわけでもない。

　だからここは、当然のことながらカイルのために設えられた場所ではない。カイルをイメージしてデザインされたのだとしたら、この部屋は全然まったく違う雰囲気になったことだろう。

　この部屋の主は、先ほどからカイルの顔色を窺って小さな身体をさらに小さく縮こまらせている、向かいに座る少年だ。

　東洋の小島から、この城の主──カイルの従兄弟だ──に買われてやってきた画家の卵。この少年をつついていびって遊ぶのが、ここ最近のカイルの一番のお気に入りになっている。

　だから今日も、手土産を携えてやってきた。

　わざわざ、自分のほうから、出向いてきたのだ。

　だというのに、主の出迎えどころか、執事の出迎えもない。カイルを迎え入れたのは、黒い髪に黒い瞳の華奢な少年と彼の愛犬、そして彼の世話をするためにいる数人の召使のみ。

　別に、自分はこの少年をオモチャに遊ぼうと思ってやってきただけなのだし、従兄弟が不在だろうが執事の出迎えがなかろうが、全然まったく構わないのだけれど。

──でもムカツクッ。

　こんな扱いなのは、今日に限ったことではない。

　他よ所そではいくらでもちやほやしてもらえるカイルなのに、ここではいつもこんな待遇だ。何かが間違っているとしか思えない。

「あ、あのっ」

　手にしていたティーカップをテーブルに置いた少年が、おずおずと口を開く。

「天羽あもうさんは、耀よう一いち郎ろうさまとお仕事が……」

　零れ落ちそうな大きな目、東洋人離れした白い肌に、桜色の唇。サラリと流れる艶やかな黒髪が印象的な美少年が、上目遣いにカイルを窺った。

　庇護欲と嗜虐心を同時に擽くすぐられる、実に愛らしい表情だ。純真な少年は、カイルが苛めても苛めても懲りず、何度でも同じ失敗を繰り返す。いっそ清々しいほどに鈍くて、面白いやら腹立たしいやら。

「そんなことは言われなくてもわかってる」

　きつさのある眼差しを眇すがめ、見やると、途端少年はしゅんっと肩を落とした。大きなソファの肘掛に腕を置いて足を組み、カイルは撫然とした表情を崩しもしない。どちらがこの部屋の主なのかわからない状況だが、ここではいつもこの調子だ。

「そ、そう…です、よね」

　カイルの一瞥にもめげず、少年はニコッと微笑む。自分が苛められているという自覚が果たしてあるのか、はなはだ疑問だ。

「このケーキ美味しいですね」

「ボクが選んでるんだ。当然だろう？」

　自分の目利きに、間違いなどあろうはずがない。

　そんな、カイルの高飛車な発言にも、少年は鷹揚に微笑んで、「はい」と応える。その素直すぎる反応が、ただでさえ先ほどから苛々を溜めつつあったヵイルのかたちのいい眉を、ピクッと撥ねさせた。

　目の前にいるのは、狩られるのを待つ仔うさぎ。

　溜まりに溜まった鬱うっ憤ぷんを晴らすべく、カイルは青い瞳に不穏な光を宿し、スッとソファから腰を上げた。

　少年の隣に移動して、何事かと見上げる彼の黒髪に手を伸ばす。

「カイル…さん？」

　恨むなら、自分の相手もせず仕事にかまけているおまえの主とその執事を恨むがいい。

　そう内心毒づいて、けれど口許には笑み。ニヤリと、性た質ちの悪い、毒々しくも美しい笑みを口許に刻むと、少年は蛇に睨まれた蛙のごとく、ピキンッと身体を強張らせた。

「遊ぼうか、凪なぎ」

「……へ？」

「ラルフは仕事中なんだろう？　てことは秀統もしばらく戻らない。待ち疲れて退屈している主の客をもてなすのも、ペットの仕事だ」

　この城の主であるカイルの従兄弟とこの少年は、愛人関係にある。表向きパトロンと画家の卵ということになっているが、要するに囲われているのだ。

「ぼ、僕はペットじゃありませんっ」

「仔うさぎのくせに」

「う、うさぎじゃありませんっ」

　借金の形かたに買われたくせに、生意気にも口答えしてくる。きっかけがどうあれ、自分は愛されていると自負しているからこその態度だ。それが、カイルには気に食わない。

　自分にないものを持つ素直そうな少年を、ときおり無性に苛め倒したくなる。今がまさに、そんな気分だ。

「煩いよ」

「わぁっ」

　細い肩を掴んで、ソファに押し倒す。華奢な少年は、スレンダーな体型のカイルにも抗えない様子で、細い四肢をばたつかせた。

「ラルフに可愛がられてるんだろう？　どれくらい開発されたか、ボクがたしかめてやるよ」

「えぇっ!?」

　見開かれた黒い瞳に、嗜虐的な笑みを浮かべた自分が映し出される。ニヤリ、と意図的に口角を上げると、少年はビクリと首を竦めた。

「だ、だめですっ、カイルさんっ、……あ、んっ」

　白い首筋に指先を滑らせると、少年は淡い肌を震わせる。

「ふぅん……。そんな可愛い声で啼ないて、おねだりするんだ？」

「そ、そんなこと……」

「してるんだろ？　このアトリエも、別荘も」

　そうやっておねだりして、与えてもらったのだろう？　と揶や揄ゆする。

　借金の形、なんて理由で縛りつけられながらも、根底には深い愛情がある。それを知りながらも、カイルはわざと嘲る言葉を投げつけた。

「そ、それは全部耀一郎さまが……、僕は何も……」

「ラルフが勝手に贈ってるって言うの？　ずいぶんな態度だな。───愛人のくせに」

　愛されてるんだね？　なんて、誰が言ってやるものか。

　恋人なんて言葉、絶対に使ってやらない。

「ち、違……、そういう意味じゃ……」

　困惑げに見開かれていた大きな瞳に、涙が滲む。

　言い返せばいいのに、素直な少年はカイルの言葉を真っ正面から受け止めて、傷ついてみせる。

　それすらも気に食わなくて、カイルは少年の胸元をぐっと掴み、シャツの前を大きくはだけさせようとした。

　そのときだ。

「いいかげんになさいませ」

　背後からかけられる、冷たささえ感じられる硬質な声。

「本当にあなたという方は、幼児並みの学習能力しかお持ちでないらしい。実に嘆かわしいことです」

「な……っ」

　振り返ると同時に、少年の華奢な身体を押さえつけていた腕をぐっと掴まれて、少年の上からどかされる。

　いつの間に現れたのか。ブルネットの髪にアメジストの瞳をした長身の男が、カイルを少年から引き剥がし、その腕に拘束したのだ。

「秀統!?」

　待ち侘びた男がやっと姿を見せたというのに、カイルの顔に笑みはない。

「遅い！」

　怒鳴っても、まるで聞こえていないかのような態度で聞き流され、ギリギリと奥歯を鳴らした。

「会いに行くって、連絡しただろうが！」

「えぇ、いただきましたよ。ですが私は仕事中でしたので」

「わかってるんなら、さっさと切り上げろよ！」

「私の主人は耀一郎さまであって、あなたではありません」

「ボクは客だぞ！」

「ですからこうして、お茶とお菓子でもてなしているではありませんか」

　召使が淹れた紅茶になど用はない。そもそもテーブルに並べられたケーキは、自分が持ってきたものだ。

「紅茶が冷めてる！　しかもまずい！　淹れなおせ！」

　喚くと、ああ煩いと言わんばかりの仕種で、耳を塞がれた。だが、そんな反応をしながらも、男の表情はほとんど変わらない。飄々と淡々と、カイルの怒りを跳ね除けるのではなく、受け流す。

「小さな子どもではないのですから、ローウェル家の名に泥を塗りかねない言動は慎まれるようにと、いつも申し上げているはずですが？」

　凪を苛めて遊んで鬱憤晴らしをしていたことを咎められて、カッと頭に血が昇る。

「おまえがボクを放っておくから退屈だったんだ！」

「何度も申しますが、私はグランデール家の執事兼耀一郎さまの秘書であって、ローウェル家の家臣でもましてやあなたの世話係でもありません」

「……っ」

「何百回同じことを申し上げればおわかりいただけるのですか？　いいかげん記憶していただきませんと」

　何百回言われたってわからない。

「ボクは秀統の淹れたお茶が飲みたいだけだ」

　ふんっと、顎をしゃくって腕を組む。そこへ今度は、冷気さえ感じさせるほどの、怒りを孕んだ低い声がかけられた。

「煩い。いいかげん黙らせろ」

　天羽の背後、先ほどカイルが少年を押し倒していたソファのほうから声がかけられて、「申し訳ございません」

　天羽が詫びの言葉を口にする。

　声の主は、この城の主。カイルの従兄弟で、少年のパトロンで、そしてグランデール伯爵家の当主でもあるラルフ・耀一郎・グランデール伯爵だ。

　母親が日本人で、諏す訪わ耀一郎という日本名も持っている。本人が日本名を好んで使っていることもあって──正確には英名を嫌っているのだが──天羽も凪も、伯爵のことを「耀一郎さま」と呼ぶのだが、カイルにとって彼は一門の当主。よってカイルだけは、彼のことを英名で「ラルフ」と呼んでいた。

「油断も隙もないな。勝手に凪のアトリエに入るなと、言っておいたはずだ」

「そうだっけ？」

　すっとぼけると、ラルフのアイスブルーの瞳が眇められる。伯爵家の当主であり、今や世界的規模で事業を展開する実業家でもある彼にこんな口を利く者などカイルくらいのものだろう。だが彼は、カイルが自分に敬意を払わないことに腹を立てているわけではない。カイルが凪を弄っていたことが、気に食わないのだ。

「耀一郎さまっ」

　男が剣呑な空気を纏うのを感じ取って、凪が止めに入る。鈍そうな顔をして、実は結構な手練だとカイルは思うのだが、同意してくれる人間は皆無だ。

「大丈夫か？　凪」

　カイルに向けていた険けんのある表情から一変、途端甘さを滲ませた笑みを浮かべて、ラルフが凪に視線を落とす。氷の美貌と謳われる美丈夫も、こうなったらおしまいだ。

「はい。あ、あの、カイルさんは、ケーキを持ってきてくださったんです。これもふざけていただけで……」

　心配しないで、怒らないで、と頬を染めて微笑む。ラルフの胸元にきゅっと縋って上目遣いに見上げるその仕種に計算がないなんてありえないと思うのに、天然ほど恐ろしいものはない。

　──ほんっとムカツクッ。

　純真な少年を羨むことすら素直にできないカイルには、彼のように振る舞うことは、到底無理な相談だ。

「煩いよ」

　自分を庇う必要などないと一蹴すると、凪は困った顔でカイルを見て、でも…と呟いた。

「だって、カイルさんが来てくださらなかったら、僕ほとんど一日中ひとりだし……、それにお話ししてくださるおかげで英語も上達できてて……」

「凪が気を遣う必要はない。創作の邪魔になるだけだ」

　ラルフの切って捨てる言い草にカチンときて、

「何が創作だ！　パトロンだって？　バカバカしい！　愛人に鼻の下伸ばして無駄金注ぎ込んでるだけじゃないか！」

　思わず、言ってしまった。凪の長い睫がふるっと揺れるさまに、たしかに胸は痛むのに、それを認められるカイルではない。

「画家の才能ひとつ見極められないとあっては、グランデール家の名が泣く。伯爵ともあろうお人が、それではあまりにも無様というものでは……」

　結果、さらに余計なことまで言ってしまって、とうとう本気でラルフの不興を買ってしまった。

「天羽」

　冷たい声が、言葉を遮る。

「はい」

「邪魔だ。連れていけ」

「かしこまりました」

　主の言葉に頷いた天羽が、有無を言わさぬ強さでカイルの二の腕を掴んだ。

「な……っ」

「こちらへ。思う存分お相手してさしあげましょう」

　傍目に優雅に見えるのに、強引な所作。

　力任せに引き摺られて、カイルは悲鳴を上げ、罵声を飛ばす。

「い、痛い……っ、もっと丁重に扱えっ、ボクは……」

「ローウェル家の末息子カイルさま。我が主グランデール伯爵の従兄弟でいらっしゃる」

「わかってるんなら……っ」

　だが、どんな言葉も天羽の耳を素通りして右から左へ聞き流され、取り合ってもらえない。

「秀統！　痛いと言ってる……っ」

「今日はこれで失礼させていただきます」

　主に一礼して、天羽はカイルを引き摺り部屋を出ていく。ドアが閉まる寸前、凪の心配そうな眼差しがカイルを捉らえたけれど、それはすぐに分厚い扉の向こうに消えてしまった。








　　　　　　　Ⅱ






　二十一世紀の今なお受け継がれる、イギリス貴族の血脈。

　時代に取り残されて没落し、貴族の称号を失う家がたしかに存在する一方で、莫大な資産と広大な領地、そして脈々と受け継がれた家柄という名の資本を元手に事業を興し、前時代以上の成功と繁栄を手にする者もいる。

　ローウェル家は代々つづいたイギリス貴族の家柄で、グランデール伯爵家とは親戚関係にある。先代の婚姻によって結ばれた姻戚だが、今では事業を通じての繋がりのほうが深い。グランデール家は世界規模で事業を行い、ローウェル家は金融業を中心にその事業を支えている。互いに持ちつ持たれつの関係だ。

　そんなローウェル家の末息子として生まれたカイルは、家の仕事は兄たちに任せ、自分は一切手も口も出していない。カイルにとって、あくせく働くなど下々の人間のすることであって、貴族の仕事ではないのだ。

　パブリックスクールを出て大学を飛び級で卒業し、ＭＢＡ経営学修士（Master of Business Administration）を取得した。ＭＢＡは本来キャリアアップのための資格であって、いわゆる学位とは違う。実務経験のない人間、しかも組織に所属して働く気もない人間が取得するような資格ではないのだが、ローウェル家が手がける事業がなんなのかを考えれば、不思議でもなんでもない。

　ただし、カイルには、兄たちの仕事の手助けをしようなどという考えはかけらもなく、ただ興味があったにすぎない。資産は、運用すれば増えるし、使えば減る。簡単なことだ。特別大博打を打たなければ、一生遊んで暮らせるだけの個人資産を有するカイルには、働く必要などない。

　兄たちはもちろんラルフも、実際にはカイルと同じ状況だ。受け継いだ資産を運用するだけで充分なはず。なのに彼らは、事業を興し、世界中を飛び回り、ビジネスを展開する。その必要性が、そもそもカイルにはわからないのだ。

　よって、ラルフに付き従い仕事に明け暮れる天羽の態度が、どうにもこうにも気に食わない。

　だからいつも突っかかる。仕事にかまけている暇があるなら、自分を構え、と。

　けれど、その希望がすんなりと叶えられることはまずない。

　なぜなら、天羽の主人はラルフであって、自分ではないから。天羽にとって自分は、主君の従兄弟でしかないのだ。

　天羽がグランデール家の執事になると知っていたら、その前に自分が引き抜いたのに。

　何度思い返しても、当時の自分が不甲斐ない。

　ラルフにとって、天羽だけが本当の意味での味方なのだと、カイルも理解している。だが自分にとっても、天羽は特別な存在なのだ。

　薔薇園で出会ったあの日からずっと。世界は自分を中心に回っていると豪語するカイルの世界は、天羽を中心に回っている。それなのに……！










「何をお考えです？　上の空とは感心しませんね」

「違……っ、やぁ……っ！」

　ぐりっと、繋がった場所を深く穿たれて、悲鳴にも似た嬌声が迸る。

　凪のアトリエから引き摺られて、連れ込まれたのは城の一角にある天羽の自室。常にラルフとともにある天羽には、グランデール家の所有する屋敷や別荘のいずれにも、かならず自室が設けられている。

　仕える者のために設えられたものとはとても思えぬ部屋のつくりは、主従の強い繋がりを感じさせ、カイルにとっては決して居心地のいい場所ではない。

　それでも、天蓋つきの広いベッドに放り出され、押さえ込まれれば、身体から力が抜けてしまう。どんなに理不尽な行為も、天羽の熱を感じられることに違いはない。

　──くそっ。

　毒づいても、欲しかったものがやっと与えられた悦びに肌が震えるのを、止めることなどできない。

「苦…し、も…っと、丁重…に、扱え……っ！」

　自分をなんだと思っているのか。

　主の血縁者だ。

　仕える立場にある天羽にとっては、敬意を払わなければならない存在のはずだ。

　──もっとやさしくしろよ……っ。

　毒づく心の声を、素直に口にすればいいのかもしれないが、何を言っているのかと、笑われるのがおちだ。

「これはお仕置きなのですから、やさしくしては意味がないでしょう？」

　案の定、天羽の口からは、カイルを気遣うどころか、突き放す言葉が紡がれる。天羽にとってこの行為は、主の幸せを邪魔する者への、報復でしかない。

　聞き分けのないカイルを窘めるために、天羽は無体を強いる。肌を合わせる理由としてはサイテーだが、ふたりの関係は最初からこんなだった。今となってはもう、〝お仕置き〟という理由抜きに、行為に持ち込むこともできない状況になっているほど。

　いつからこんなふうになってしまったのだろう。

　自分たちの関係は、どこで間違ってしまったのだろう。

　けれどそんな焦燥を感じているのはカイルだけで、天羽の顔には憂いのカケラも窺えない。

「何度同じことを申し上げてもおわかりいただけなくて、私は哀しいですよ」

　口許に不敵な笑みを浮かべながら、言うセリフではない。

「そ…な、こと、思…っても、ない…くせ、にっ、……あぁっ！」

　ぎゅっと胸の突起を抓られて、悲痛な声が迸る。

「本当に学習能力のない」

　嘆かわしい…と呟いて、組み敷いた白い身体に掌を這わせてくる。

　自分の襟元を飾っていたリボンタイで両手首をまとめて縛り上げられ、はだけられたシルクのシャツ一枚がかろうじて肩に引っかかっているだけの恰好で、男の視界に痴態を晒すこの屈辱。

　じっと注がれる冷めた眼差しが、カイルの羞恥を煽り、同時に恥辱に震えているはずの肉体に甘い疼きをもたらす。

「外…せ、よっ」

　腕の拘束を解けと命じる。

「ご冗談を」

　嘲笑とともに受け流されて、かわりに浅ましい蜜を滴らせる欲望の先端に爪を立てられた。

「ひ……っ」

　浅く埋め込まれた剛直が、カイルの内部をジクジクと苛む。お仕置きだという言葉通り、意地悪く突き上げてははぐらかし、決定的な快楽を与えられないまま、すでにどれほどの時間が過ぎたのか。

　白い肌は情欲に染まり、細い腰は抗い難い快楽に揺れている。天羽自身を埋め込まれた場所は熱く蕩けて、切なく男を包み込む。自分はままならない欲情に身悶えているというのに、責める男は涼しい顔で、口許に余裕の笑みを刻んでいる。せめて、欲望に溺れるそぶりでも見せてくれれば、どんな酷い仕打ちも繋がった場所の熱さの前に甘い陶酔へと姿を変えるのに。

「秀…統……っ」

　掠れた声で呼んでも、男は眉ひとつ動かさない。

　かわりに、嬲るように腰を揺らして、すでにギリギリまで昂ったカイルの肉体を、さらに追いつめてきた。

「い……や、ぁ、あっ」

　固い切っ先に浅い場所を擦られて、グチュッと濡れた音が立つ。より深い快感を求めて、腰が揺らめく。白い太腿を男の腰に絡めて、もっと深く繋がりたいのに、許されない。先ほどからずっと、男はカイルを嬲るばかりで、決定的な刺激を与えてくれないのだ。

「も…っと、奥……っ」

　サファイア色の瞳に、ジワリ…と涙が滲む。生理的なものではない。込み上げる切なさをやりきれず、唇を噛んだ。

　男は動かない。カイルの求めに応じないかわりに、片手でカイルの細い身体をシーツに押さえ込みながら、滑らかな身体のラインを辿るように掌を這わせてくる。

　じっと注がれるアメジストの瞳には、感情的な揺らぎはない。ただときおり、深い紫色の奥に、燃える焔の色に似た赤い光が差すような……それは、自分の目の錯覚なのだろうか。

　出入りの宝石商が持ち込んだ、石を思い出す。

　──カシャライ産って言ったっけ……。

　ブラジルのロンドニア州カシャライ地方の山で採掘される高品質なアメジストにのみ見られる変色現象カラーチェンジ。紫色の奥から湧き上がる、赤。

　男の瞳の色を思い起こさせるその石を、カイルはその場で買い取った。でも、いまだに裸石ルースのまま。どうしたいのかもわからず、しまい込んでいる。

　濡れ乱れる自身を映し出す紫色の瞳を見つめ返しているうちに、そんなことを思い出して、ふっと思考を逃がした。それを、鋭く感じ取った男が、秀麗な眉をわずかに眇める。

「ずいぶんと余裕がおありのようですね」

「な…に？　ん……あ、ぁっ」

　先端から蜜を滴らせる欲望を、ツ…ッとなぞられる。

　ズッと深く穿たれて、けれどそれだけ。動こうとしない男の意地悪さに、カイルは噛み締めて真っ赤になった唇に、ギリッと歯を立てた。

「傷になります。噛むなら私の指を噛みなさい」

　カイルをいたぶっているのは自分のくせに。

　やさしいふりなどして、自分を惑わせる。そのやり口が気に食わないのに、自分を気遣う言葉に胸がトクンッと甘い音を立てた。

　世界は自分を中心に回っていると豪語して憚らないカイルが、たったひとり、意のままにならない男の下で、こんなままならない感情を持て余しているなどと、気づく者はいないだろう。

　当然だ。

　自分ですら、認めたくないというのに。

　誰にこんな惨めな本音など、漏らせるものか。

「ふ……ぅ、くっ」

　口腔に差し込まれた長い指に、喉の奥まで犯されて、息苦しさに襲われる。唇を噛む痛み以上の責め苦に、カイルはつい今さっき胸に湧いた甘い感情を、すべてなかったことにして胸の奥底へと押しやった。

　男はカイルを気遣ったのではない。より淫らで屈辱的な行為を、強いようとしただけだ。

　男の指に舌を絡めると、煽るように掻き回される。

「何を思い出しておいでです？」

　揶揄の込められた言葉が落とされて、カイルはカッと頬に血を昇らせた。

「そんなに焦らなくても、あとからいくらでもしゃぶらせてさしあげますよ。こちらを可愛がったあとでね」

　言いながら、後孔に突き立てた肉棒をギリギリまで引き抜く。

「……つ、ふ、う…うっ」

　嫌だ、と頭かぶりを振るものの、口を塞がれていて思うようにならない。

「これが欲しいですか？」

　浅い場所を掻き回されて、細い腰がビクビクと撥ねた。腕は拘束され、口は塞がれて、繋がった場所から与えられるのは、はぐらかすような刺激のみ。

　生理的な涙が溢れ出して、カイルの白い頬を濡らす。そのさまを目を細めて見下ろしていた男が、わずかに口許を緩め、差し込んでいた指を引き抜いた。

「は…ぁっ」

　荒い呼吸に薄い胸を喘がせ、唾液に濡れた唇をしどけなく開いたまま、意地悪い男を見上げる。噛みつく言葉など、もはや紡げる状態ではない。それでも、一方的に泣かされるのは我慢ならなくて、涙の雫をたたえた長い睫を揺らし、情欲に烟った瞳をキッと眇めて見せた。

　カイルの反抗的な態度を見て、天羽が苦笑を零す。

「躾甲斐のある方だ」

　主従の仮面を脱ぎ捨てたかに見える、傲慢な笑み。ならば、めちゃくちゃにしてくれればいいのに、男が理性を失うことはない。

「反省は……」

「誰が……っ」

　男の言葉の先を読んで、それを遮る。掠れた、力のない声だったが、男の眉間に縦皺を刻ませるには充分だった。

「凪さまを苛めて何がそんなに楽しいのか、理解に苦しみます。大人げない」

「うる…さ、いっ！　ボクの勝手……、やぁ……っ！」

　ギリギリまで引き抜かれていた剛直を乱暴に捩じ込まれて、カイルは悲鳴を上げ、細い背を撓らせた。

「あ…ぁっ、あ──……っ！」

　固い切っ先に感じる場所を穿たれて、それまではぐらかすばかりだった動きから一変、激しく追い立てられ、カイルは白い腹に白濁を飛び散らせる。それまで我慢を強いられていただけに突き抜ける快感は激しく、ビクビクと細い腰が撥ねた。

「は…ぁ、……くっ、う…ぁっ」

　果てたばかりの身体を、シーツに沈み込ませる余裕すら与えられない。

「い…や、ぁっ、も……苦、し……っ」

「何が嫌なんです？　これが、欲しくて欲しくてたまらなかったのでしょう？」

「あぁ……っ」

　激しく打ちつけられて、生理的な涙に滲んだ視界が揺れる。

　拘束された腕が痛んで、解いてほしいと眼差しで訴えるのに、聞き入れてもらえない。

　敏い男にはわかっているはずだ。カイルの訴えたいことくらい、重々承知のはず。

「腕……痛…いっ」

　ヒクッと喉を喘がせる。苦しさに喘ぎ、押さえ込まれながらも必死に身悶えて、それでも決して屈しようとはしない。この行為が、ただの仕置きだと言うのなら、なおさら。

「強情な……」

　男の口から零れたのは、いつものセリフ。

　このセリフを最後に、男は言葉で嬲るのをやめ、悦楽の淵に堕ちたカイルの肉体を、ただひたすら激しく翻弄しはじめるのだ。

「秀統……っ」

　激しい熱が与えられる予感に、喉が鳴る。

　視線は絡め合ったまま、カイルの腕をシーツに押さえ込んでいた男の手が離れ、ゆっくりとした動作で拘束が解かれる。シュルリと衣擦れの音がして布が外され、カイルはホッと安堵の息をついて、シーツに身体を沈み込ませた。

　痺れた腕は、すぐには自由にならない。

　欲情に濡れた顔を隠しもせず、艶めく瞳で男を見上げる。繋がったままの場所がジクジクと疼いて肉体を苛み、身体の中心で燃え滾る熱が白い肌を欲情色に染め上げていく。

　涼しい表情を崩しもしない男の欲望は、反して火傷しそうなほどに熱い。カイルの内部でその存在を主張し、蕩けた襞を容赦なく刺激する。

　熱くて、猛々しくて、決してカイルの自由にならないそれが、忌々しくて、なのに欲しくてたまらないのだ。

　けれど、そんなセリフ、絶対に口にしない。

　ラルフに邪険に扱われようとも、凪の創作の邪魔をしようとも構わずグランデール家の城や屋敷を頻繁に訪れるカイルだが、ベッドの上では、内心どれほど天羽を求めていようとも自ら求めることはしない。

　カイルは、天羽が欲しいから求める。

　けれどこの行為は、その希望を叶えるものではない。

　男は、主に命じられるまま、主の邪魔になる存在に対して、仕置きを施しているにすぎないのだから。

　ジャケットを脱ぎ、ネクタイを解いて、シャツの前を開けただけ。

　ろくろく肌も晒さず自分を抱くような男に縋るほど、カイルのプライドは低くないのだ。それが、どれほど求めてやまない相手だったとしても。

　感覚を取り戻しはじめた腕を上げて、はだけられた逞しい胸元に指先を滑らせる。筋肉の隆起をたしかめるように掌を這わせて胸を辿り首筋をなぞって、男の首にそっと腕を絡めた。

　挑発的な眼差しで見上げる。

　視線の先には、いつもの、冷淡なほど落ち着いた表情を崩しもしない男の顔。

　その瞳に浮かぶ光が、わずかに揺らめいて、直後身体が軋むほどの激しい突き上げに見舞われた。

「──……っ!?」

　シーツから腰が浮くほどに膝を折り曲げられ、昂った剛直を根元まで埋め込まれる。白い喉を仰け反らせ、背を限界まで撓しならせて、カイルはその衝撃に耐えた。

「あ……、は…ぁ、く……っ」

　硬度を増した熱塊が、敏感な内壁を容赦なく抉る。

　肌と肌がぶつかる音と、繋がった場所から生まれる濡れた卑猥な音と。

「あ、あぁっ、や…ぁっ、は……っ」

　荒々しい律動が襲って、カイルは男の首に縋りつき、しがみついた背に、シャツ越しに爪を立てた。

「あ…ぁ、ダメ…だ、深……いっ」





















　抱かれるたびに、これ以上ないほど深い場所まで拓かれ、より深く激しい快楽を引き出される。

　過ぎた悦楽が苦痛に姿を変えるほどに、天羽は容赦なく、カイルを揺さぶりつづけるのだ。

「は…ぁ、あ──……っ！」

　ひときわ深い場所を突かれて、カイルは再び白い腹を白濁に汚す。己のなかで暴れる男を締めつけ、さらに深い場所へと誘いながら、奔放な声を迸らせた。

「ひで…と、あ…ぁっ」

　いったん動きを止めて、引き絞られる快感にぐっと唇を噛み締めたものの、しかし男の怒張は硬度を保ったまま。すぐに律動を再開させて、放ったばかりで敏感な襞を容赦なく擦り上げられ、カイルは今度こそ悲鳴を上げた。

「やぁ……っ！　あ、ぁっ、も……やめ……っ」

　懇願しても、許されない。

　白く霞みはじめた意識下、それでも気丈に男を睨み上げる。欲情に濡れ、苦しげに眉根を寄せた表情など、男の欲望を煽るばかりだとわかっていて。

　煽られてくれたなら、いくらか気持ちも軽くなるだろうにと、忌々しく感じながら。

　男が我を忘れるほどこの身体にのめり込むことなどないと、知っていながら。

「さ…っさ、と、イけ…ょ……っ」

　唇を噛み締め、サファイアの瞳を情欲の涙に濡らして、それでも気丈に食ってかかる。そんなカイルを見据えながら、天羽はさらに深く激しく、萎える気配もない剛直を、カイルの奥深くに捩じ込んだ。










　お仕置きで施される行為に、情事後の甘い時間など存在しない。

　カイルが目覚めるのを確認だけしてすぐにベッドを出てしまう男の背中には、情事の名残も離れ難い余韻も感じられない。

「どこ行く？」

「仕事が残っておりますので」

　主に気を遣わせないように「今日はこれで」と言っただけで、本当はまだ仕事が残っていたらしい。秘書業と執事職と、どちらも本来は兼任できるような仕事ではない。だが天羽は、涼しい顔でそれをこなしている。

　それは、天羽が忠誠を誓う対象がグランデール伯爵家ではなく、ラルフ個人だから。

　庶子として一族の片隅に追いやられていたラルフが伯爵家を継いだのは、嫡子であった兄が若くして亡くなったから。跡継ぎを失くした一族は、長老たちの合議の結果、庶子ではあってもたしかに先代の血を引く次男に伯爵家を継がせることを決めた。

　周囲に味方などいないラルフにとって、幼馴染みとして育った天羽だけが本当の意味で信頼できる存在なのだろう。天羽の母親は、愛人として領地の端に囲われていたラルフの母親の身の回りの世話をするために、伯爵家に雇われていた。主従の関係以上の強い絆で結ばれていた母親たち同様、ふたりの間にも強い絆が結ばれている。

　ラルフが、実の父親である先代伯爵や自分の母をないがしろにしていた一族の者たちへの蟠りを抱えたまま伯爵家を継いだときに、ラルフが抱えた瞑くらい決意まで理解した上で、天羽は付き従うことを決めたのだ。

　伯爵家のすべてを掌握し、利用し、貪り尽くすことを。

　事実ラルフは、カイルの目の前で、伯爵家など自分の代で潰してしまっても構わないと言い切っている。彼にとっては、それが一族への復讐でもあるのだろう。先代の愛人であった母親をないがしろにした者たちへ、どうするのが一番の報復となるのか、ラルフもそして天羽もわかっているのだ。

　だが、それでもラルフは一族の長だ。伯爵家の当主として表に立たなければならない。

　凪に向ける温かな微笑み以外、カイルはラルフの人間らしい表情を知らない。だが、冷ややかさを隠そうともしないラルフのほうが、その背後に無言で佇む天羽より、ずっとわかりやすいしかわしやすい。

　だからカイルは、ラルフを畏れない。

　伯爵家の当主としてそれなりの敬意は払うけれど、跪く気もなければ、怯える必要もないと思っている。なぜなら、彼の背負ったものが、はっきりと理解できるからだ。たとえそれが、負の感情であったとしても。

　だが天羽は……。

　なぜここまでラルフに忠誠を尽くすのか、カイルには理解できない。それほど、諏訪耀一郎というひとりの実業家に、入れ込んでいるというのだろうか。

　ラルフは、伯爵家の当主であることを抜きにしても、有能なビジネスマンだ。受け継いだ資産を適度に活用することしかしていなかった先代とは違い、伯爵家を継いでからというもの世界規模の事業を次々と興し、成功させ、瞬く間にイギリス上流階級のみならず、世界中にその名を轟かせた。

　それを陰で支えていたのは、天羽。天羽の存在抜きに、ラルフの成功はありえなかったに違いない。

　己が表に立つことはせず、伯爵家という背景と、ラルフの才覚、果てにはあのクールな美貌までも利用し尽くすように、天羽は冷淡に動く。そのくせラルフの命令には絶対服従を通し、密かに野心を漲らせているわけでもない。

　腹心として、影に徹する。ラルフという隠れ蓑の背後で天羽が何をしているのか、考えると怖ろしくなることがある。

　読めない。

　昔は、こんな男じゃなかったはずなのに……。

「お帰りになられるのでしたら、車を用意させます」

　ベッドから身体を起こしたカイルを見て、自宅に戻ると思ったのか、天羽が事務的な言葉をかけてくる。

　いつものことではあるものの、それにムッとさせられたカイルは、天羽が肩にかけようとしてくれたローブを払い除け、一糸纏わぬ姿のままベッドを出た。

　乱れた金髪をしゃらりと掻き上げ、ムッと唇を引き結んで、天羽の前を通り過ぎる。

　ベッドへ入る前、脱ぎ散らかしたはずのシャツもジャケットも、美しくプレスされて、つづきの間に用意されていた。シャワーも浴びずそれに袖を通しはじめたカイルを見て、帰るつもりがないことを読み取ったのだろう、天羽が淡々と尋ねてくる。

「どちらへ」

「おまえが相手をしないならいい。ラルフと凪の邪魔をしてやる」

　ふたりは今ごろ、ラルフの部屋の大きなベッドのなかで、濃密な時間を過ごしていることだろう。クールな美貌に似合わず、ラルフは嫉妬深くて束縛激しい性質だ。そして凪は、そんなラルフのすべてを受け入れて、従順にひたむきに、注がれる溢れるほどの愛情を、あの華奢な身体いっぱいに受け止めているに違いない。

　──だから、なんだって言うんだ。

　内心ひとりごち、小さく毒づく。

　比べるなんてどうかしている。あんな、借金の形に東洋の小島から買われてきただけの小汚い子どもと、誰もが足元に傅く立場にある自分と、どうしたら比較の対象になるというのか。

「止めたいなら、おまえがここにいればいい。そうしたらボクもふたりの邪魔なんてしないでおとなしくしていることにするよ」

　口許に笑みを浮かべ、吐き捨てる。すると天羽は、やっと溜息ひとつついて、呆れの滲んだ眼差しを向けた。

「いいかげんになさい。聞き分けのない」

　ほんのわずか崩れた口調。ポーカーフェイスを崩すことができて、してやったりのはずなのに、少しも気持ちが晴れない。

「煩いっ。ボクがどうしようと勝手……」

「カイルさま」

「……っ」

　強い口調で遮られて、ぐっと口を噤む。

　それなら…と、たった今袖を通したばかりのシャツを脱ぎ捨て、再び一糸纏わぬ姿になって、男の懐に擦り寄った。

「じゃあ、キスしてよ」

　スルリ…と首に腕をまわして、しなやかな肢体を擦り寄せる。

　先ほどまでの情事の名残に、身体の芯は甘く痺れている。何度も放出を促され、奥まった場所を男の劣情に汚された。だが、ツ…ッと滴り落ちてくる蜜が内腿を濡らす感触はない。カイルが目覚めるまでに、男がカイルの身体を清めてしまったからだ。

　いつだってそう。肌に残る濃い愛撫の痕跡すら消し去ろうとするかのように、男はカイルの身体を清め、ベッドを出ていく。アッサリと。

　カイルの肌にはいまだ、拭いきれない余韻が燻っているというのに。

　弄られた胸が真っ赤になって、いまだ尖っている。嬲られた場所は熱を持って潤み、まだ足りないと訴えてくるほどなのに。

　白い肌のいたるところに、薔薇色の痕跡が刻みつけられているというのに。

「いいだろ？　そしたらおとなしく帰るから」

　サファイアの瞳を眇め、薔薇色の唇を舐める。

　カイルのこの表情に、やられない男はいない。パーティに出向けば、掃いて捨てるほど声がかかる。貴族社会に足を踏み入れることの適う者たちのなかで、カイルに対してよこしまな感情を抱かない者などいないのだ。

「秀統」

　掠れた、情事の名残を色濃く残した声で誘う。

　唇に唇を寄せ、舌先でペロリと、男の下唇を舐めた。男の首にまわした腕に、力を込める。

　ぐっと引き寄せようとしたとき、背中に力強い腕がまわされて、踵が浮いた。

「……っ!?　………んんっ、ふ…ぁ、あっ」

　突如もたらされた荒々しい口づけが、身体の芯に残る熱を焚きつける。表情を崩すことのない男が内に秘めた獰猛さを知らしめるような、口づけ。

　なのにそれすら、男にとっては、主の命をまっとうするためのアイテムでしかないのだ。

「ん……ぁっ、ん──…っ」

　はじめは、貪られる息苦しさにさえウットリと身を任せていたカイルだったが、すぐにそんな悠長に構えていられる状況ではないことを察した。

「……っ!?　…な……っ」

　背後に身体が傾いだと思ったら、そのままベッドに押し倒され、上から押さえ込まれる。

　カイルの誘惑に、男が屈したわけではない。そんな簡単な男ではないことくらい、カイルにもわかっている。それでも仕掛けずにいられないのは、すんなりやり込められるのがくやしいからだ。

「秀統……っ!?」

「本当に学習能力のない。私が仕事を片付けて戻るまで、おとなしくしていていただきますよ」

「な……っ」

　片手で押さえ込まれ、抗えないでいるうちに、両の手首を拘束されて、いつの間に用意したのか、拘束具を嵌められる。拘束具に取り付けられた鎖の端は天蓋のポールに繋げられ、両手の自由を奪われた。

「秀統……!?」

　カイルの非難の声になど聞く耳も持たず、天羽は飄々とした顔で、今度はベッドサイドに置かれたチェストの引き出しを開ける。そこから取り出されたものを見て、カイルはぎょっとして目を剥いた。

「まだお仕置きが足りないようですから、私が戻るまでこれで遊んでいていただきましょう。放っておくと、あなたは何をしでかすかわかりませんからね」

　つい先ほどまで男の欲望を埋め込まれていた場所に、固い感触。

「な、何考えて……っ、やめろっ、や……っ」

　お仕置きと称しての無体はいつものことだが、道具を使われることはめったにない。拘束具を使われることはあっても、肌や指や唇など、かならず男の体温を感じられるから……。

「や…め……っ」

「この程度、なんてことないでしょう？　……まだこんなにやわらかい」

　確認するように、男の指先が入り口をなぞる。浅く埋め込まれた指先に狭い器官を広げられ、シリコン製の道具をぐっと押し込まれた。

　そこから甘い疼きが湧き起こる。

　情事の名残を残した内部はいまだ敏感になったままで、わずかな刺激にも過度の反応を示してしまうのだ。

「あぁ……っ」

　奥まった場所まで異物を押し込められて、カイルは憤りと羞恥に濡れた瞳を上げ、不埒を仕掛ける男をキッと睨み上げた。

「反抗的な態度は、首を絞めるだけ損ですよ」

「き…さま……っ」

　屈辱と羞恥に目元を赤く染め、濡れた唇を噛み締める。

「そういう表か情おをなさらないようにと、いつも申し上げているはずです。誰彼構わず誘うような真似はおやめなさいませ」

　誰彼構ってるから誘ってるんだろうが！

　言ったところで、右から左に聞き流されるだけだ。

　誘っているときには歯牙にもかけず、こっちにそんなつもりのないときには、誘っていると叱責される。それじゃあいったいどうしろというのだ。

「秀統……っ」

　踵を返した男の背を必死に呼び止める。

「取れよ！　これ……」

「あぁ、忘れるところでした」

　カイルの訴えなど聞こえないといった様子で、天羽はポケットから何やら取り出す。コードレスのコントローラだ。

「やめ……、あぁ……っ！」

　埋め込まれた玩具が、振動をはじめる。淡い刺激が、蕩けきった内壁には物足りなくて、カイルは身体をくねらせた。無意識にも手をその場所へ持っていこうとして、ガシャッと金属が音を立てる。

「下にタオルを巻いてありますから傷にはならないでしょうが、でも無茶はしないことです」

　事務的に告げて、一歩を歩み出しかけ、足を止める。

　どうするのかと思っていたら、大股に戻ってきて、ふっと身を屈めた。

「……んっ」

　触れて離れるだけのキスが数度。

　それから、深く合わされて、喉の奥まで貪られる。

　情熱的なものではない。この状態のカイルにとっては、ただ肉欲を煽られるだけの、苦痛をもたらす口づけだ。

　チュッと、淡い音を立てて唇が離れる。

　瞑っていた瞼を開けると、そこには冷めた眼差し。

「……んっ、く…」

　きゅっと噛み締められたカイルの唇を親指の腹で撫でて、天羽はベッドから腰を上げる。

「いい子でいられたら、ご褒美をさしあげますよ」

「……っ、言ってろっ」

　毒づく声も、濡れていては意味がない。そんなカイルを見下ろして、天羽は薄く微笑む。ゾクリとする笑みを残して踵を返し、後ろ髪を引かれる様子もなく部屋を出ていった。

　その広い背を睨み据え、ドアの閉じられる音を聞いてやっと、カイルは浮かせていた背中をシーツにあずける。

　──どうして……。

　昔は、こんなじゃなかったのに。

　天羽はやさしかったし、カイル自身、もっと素直に甘えることができていた。

「く…っそ」

　ギリッと唇を噛み締める。

　ジワジワと内部を犯す異物からもたらされる快感は、緩く、長く、カイルを苛む。

　苦痛でしかないはずなのに、その苦痛の先にあるものに、期待してしまう惨めな自分。

　第三者の目があるところなら、強く出ることもできる。

　なのに、ふたりきりの空間では、カイルはただ、天羽から与えられるものを待つことしかできない。

　天羽は、戻ってくる。

　仕事を終えたら、自分のもとに。

　それを待って、甘苦しい責め苦にも、カイルは唇を噛み締めて耐えるのだ。

「秀統のバカ……っ」
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　カイルが天羽とはじめて出会ったのは、まだほんの幼いころ。

　両親と歳としの離れた兄姉に囲まれて育ったカイルの周りは大人ばかりで、幼いカイルはいつもひとりぼっち。誰にも言えない寂しさを抱えていた。

　使用人も家庭教師もみんな大人。

　広大な敷地のなかに建てられた大きな屋敷では、近所の友だちと遊ぶなんてこともできない。

　友人関係は、たとえそれが子ども同士の間でのみ成り立つ関係であったとしても、親同士、家同士の付き合いのなかという限られた世界のなかから与えられるものであって、自ら育むものではない。

　カイルが育ったのは、そんな環境。就学年齢に達して学校に通いはじめるまで、カイルには子どもらしい遊びを共有できる友だちはいなかった。

　あの日、天羽と出会うまでは。

　そして天羽を通じて、ラルフの存在を認識するまでは。

　最初の想い出は、たぶんカイルがまだ片手ほどの歳のころのものだ。

　その集まりの主旨がなんだったのかなんて、幼かったカイルには知る由もなかった。覚えてもいない。ただ、グランデール家の別荘で行われていた一族の集いに、幼いカイルも連れていかれた、ということだけがたしかな事実だ。

　咲き誇る薔薇の咽せ返るような匂いと、高く澄んだ青空。

　遠くから聞こえる弦楽の調べと、紳士淑女の笑い声。

　内々のものとはいえ、伯爵家主催のパーティだ。華やかな会場には大勢の人々が集い、子どもにはわからない会話を交わしている。たとえビジネス色のないパーティではあっても、幼い子どもにとっては、退屈な時間だった。

　どうして庭へ出たのか、どうして広大な薔薇園に迷い込んでしまったのか、今となっては覚えていない。

　当時のカイルの背丈より高い薔薇の壁に囲まれて、迷路のように入り組んだ庭園内で、カイルは迷ってしまったのだ。

　人の声は聞こえてくる。パーティの華やかな雰囲気も。

　なのに、ひとりぼっち。

　緑色の壁と高く青い空と、そして五感を狂わすほどの強い香りのなかに取り残されて、小さな身体を襲った心細さは、きっとどれほど説明したところで大人にはわからないだろう。

　泣き叫んで、親や兄姉を呼べばよかったのかもしれない。

　けれど、幼いころから貴族の子息としてプライド高く育てられていたカイルには、そんなことはできなかった。自力でなんとかしようと薔薇園を駆けずり回って、でも出られなくて。小さな手をきゅっと握り締めて、真っ赤な薔薇の根元で膝を抱えた。

　大きな目にいっぱい涙を溜めて、でも唇を噛んで溢れそうになるのを我慢した。

　咽せ返る薔薇の芳香のなかに座り込んで、どれくらい経っただろう。もう誰も自分を見つけてくれないのではないかと、言い知れぬ不安が過よぎりはじめていた、そんなときだった。

「何をしているんだ？」

「……え？」

　足元に人影が落ちて、おずおずと顔を上げる。膝を抱えて蹲うずくまるカイルを見下ろしていたのは、カイルの兄姉たちよりは少し下だろうか──それでも当時のカイルには充分年上に見えたが──ひとりの少年だった。

　最初に目に飛び込んできたのは、アメジスト色の瞳。

　ブルネットの髪はサラリとして艶やかで、太陽の光を受けて輝くカイルの豪奢な金髪とは対照的に、月の光のような落ち着きを感じさせた。紡がれるのは流暢なクイーンズイングリッシュだが、顔立ちからは東洋の血が感じられる。

　目にしたもののアンバランスさに、カイルはパチクリと長い睫を瞬かせた。その拍子に、眦まなじりに溜まっていた涙がホロリと零れて白い頬を伝う。

「もしかして、迷ったのか？」

　問われて、その通りなのだけれど、でも素直に頷けなくて、きゅっと唇を噛み締める。すると少年は、スッと身を屈めてカイルの前に片膝をつき、不安に揺れる瞳を覗き込んできた。

「僕はヒデト。君の名前は？」

「……カイル」

　少年の気遣う声に勇気づけられて、おずおずと応えると、

「カイル？　ローウェル家の？」

　少年はすぐにカイルが何者であるのか、気づいた様子。やわらかくウエーブした髪をそっと撫でて、それから頬に残ったひと筋の涙の跡をやさしく拭ってくれた。

「おいで」

　差し伸べられた掌と少年の顔とを交互に窺って、カイルはおずおずと自分の手を重ねる。小さな手をぎゅっと握られて、その温かさに、それまで我慢に我慢を重ねていた涙が、ポロポロと零れ落ちた。

「泣くの、我慢してたのか」

「……っ」

　驚きの籠った呟きが落ちてきて、ふるふると首を横に振る。

　カイルの意地っ張りな反応に小さな笑みを零しつつ、少年はぐっと手を引き、立ち上がらせてくれた。

「もう大丈夫だ。泣かなくていい」

　涙に濡れた顔をふわりと包み込む、温かな手。その温もりに安堵を覚えて、カイルはコクンッと小さく頷く。気恥ずかしげに見上げると、やさしい光を宿したアメジスト色の瞳がじっと見下ろしていた。

「どこ…いくの？」

　歩きだした少年に手を引かれて、迷路のような薔薇園を抜け出す。襲いかかってきそうに思えた薔薇の花々が、今は美しく、その芳香も高貴なものに感じられた。上目遣いに問うカイルに視線を落として、少年が微笑む。

「秘密の場所だよ」

「ひみつのばしょ？」

　少し歩いて着いたのは、薔薇園のさらに奥、ひっそりと佇む離宮の脇に建てられた、立派な温室の前だった。

「遅かったな。何をしていたんだ？」

　扉を開けると、なかから人の声。

　まだ少年の、けれど高貴さを感じさせる、凛とした声だ。

「天使を拾った」

「……は？」

　少年に背を押されて、温室のなかに足を踏み入れる。南国の植物が整然と生い茂る奥、アジアンリゾート風に設えられたテーブルセットのさらに向こう、長椅子に寝転んでいた少年がゆっくりと身体を起こすのが見えた。

　カイルのものとは色合いの違う、でも豪奢な金髪。白金色プラチナの前髪がサラリと流れて、その奥からアイスブルーの瞳がカイルに注がれる。

「あ……」

「ローウェル家の末っ子じゃないか」

　プラチナブロンドにアイスブルーの瞳の美少年の顔には見覚えがあった。今日のパーティを主催したグランデール伯爵家の次男。だが……、

「迷子にでもなってたのか？　屋敷に連れてってやれよ」

　ここにいてはいけないと、突き放される。その言葉に込められた意味に気づけるようになるのにこのあと数年を要するのだが、このときのカイルには、年齢に不似合いな冷めた美貌が、ただ怖ろしく感じられた。

「睨むなよ。怯えてる」

「悪かったな」

　美少年のアイスブルーの瞳の冷たさにビクリと首を竦ませて、手を握ってくれていた少年の腕に縋りつくと、少年は苦笑を零してカイルの肩をそっと抱き寄せてくれた。

「大丈夫だ。こっちおいで」

　手を引かれて温室の奥に導かれ、美少年が腰を下ろす長椅子の手前に置かれたテーブルセットの椅子へと促された。高さのある椅子は大人サイズで、幼いカイルには自力で座ることができない。すると、フワリ…と身体が浮いて、目線が高くなる。少年がカイルの身体を抱き上げ、椅子に座らせてくれたのだ。

「あ…りがとう」

「どういたしまして」

　見れば、テーブルの上には、パーティ会場で見かけたのと同じ、料理やスイーツが並べられている。そのなかから、いくつかを見繕って皿に盛り、少年はカイルの前に出してくれた。フォークを握らされ、食べるよう促される。

　クラッシュアイスの入ったグラスに淹れたてのアールグレーを注いでつくったアイステイーには、シロップとオレンジジュースが加えられて、柑橘の爽やかな香りが広がる。南国にバカンスに行ったときのことを思い出して、カイルはやっと緊張に強張らせていた顔に笑みを浮かべた。

　少年が給仕してくれた料理を黙々と口に運んで、カイルは自分がお腹を空かせていたことにはじめて気づいた。薔薇園から出られなくなって、どれくらい蹲っていたのかわからないけれど、パーティに連れてこられていくばくもしないうちに薔薇園に迷い込んでしまったから、朝食を食べたっきり、何も口にしていなかった。お腹が空くのも当然だ。

「退屈だったのか？」

　カイルの様子を窺って、アイスブルーの瞳の少年が呟く。それに「ヒデト」と名乗った少年が苦笑で返した。

「大人ばかりだからな。この子が一番小さいんじゃないか？」

「僕とそいつだけ、歳が離れてるからしょうがない」

　一族に子どもは多いけれど、カイルの兄姉たちに近い年齢の子どもが一番多いのだ。

「僕のことは知ってるか？」

　訊かれて、コクンと頷いた。顔だけは、見かけたことがある。でも正式に紹介されたことがないから名前はわからない。そう言うと、

「僕はヨウイチロウ」

「ヨ…イチ……？」

　幼いカイルには、長い日本名の発音は難しく、何度か挑戦してそのたび舌が絡まり、しまいには美少年のほうが投げ出した。

「わかった。ラルフでいい」

「ラルフ？」

「僕はこの名前が好きじゃない。早くヨウイチロウと呼べるようになれよ」

「……ん」

　約束したけれど、結局カイルは、ラルフのことを耀一郎と呼ぶことはなかった。発音できるようになってからも、今さら呼び方を変えられなくて、そのままになってしまったのだ。

　のちのちそれは、カイルがラルフを伯爵家の当主として扱うがゆえのものへと変化するのだが、幼いころから呼び慣れたものだということが一番の理由であって、そもそも深い意味などないものだったのだ。

　カイルの世話を焼いてくれた「ヒデト」を「秀統」と認識し、ラルフの乳母の子だと理解するのには、それほど時間を要さなかった。そして、一族が集う場に正式に招かれることもなく、外れた場所で使用人の子とふたり、華やかなパーティの様子を窺っているしかなかったラルフの立場を理解することも。カイルの素性に気づいたラルフが、自分の傍にいてはいけないと、突き放そうとしたことの意味も。

　だが、幼いカイルには、彼らの立場などどうでもいいものだった。ただ歳の近い遊び相手を見つけたとしか思っていなかった。

　カイルが秀統とラルフに再会したのは、パーティの翌日のこと。

「秀統！　あそびにきたよ！」

　薔薇園が見たい。温室の珍しい植物が見たい。……ｅｔｃ．……ｅｔｃ．……。

　ラルフと秀統の住む離宮に足を運ぶ理由なら、いくらでもあった。

　パーティでの出会い以降、カイルは頻繁にこの温室を訪れ、ふたりと過ごすようになった。

　年長の秀統が、何かとカイルの世話を焼いてくれた。

　ラルフも、突き放す態度を取りながらも、勉強や乗馬を教えてくれた。ふたりがカイルの知らない言葉で話すのを耳にして、自分だけわからないのは嫌だと拗ねたら、秀統が日本語を教えてくれた。

「僕の母の国の言葉だ」

　ラルフが、少し寂しそうに言うのを、まだ幼かったカイルは、不思議な気持ちで見つめるよりなかった。

「僕の祖母の国の言葉でもあるんだよ」

　秀統の父は日本人とのハーフで、母は英国人。その母親が、ラルフの母の身の回りの世話をしていた関係で、自分も今、ラルフの傍にいるのだと教えてくれた。

　ふたりと過ごす時間は楽しくて、幼いカイルにとっては、何よりの宝物だった。

　だが、ふたりと少し歳の離れていたカイルには、気づくことができなかった。時は瞬く間に過ぎて、幼子を少年に、少年を青年に成長させることを。それによって、年長の少年の心に、ある種の変化が生じることにも。

「秀統！　おなかがすいたよ！　ケーキたべたい！　オレンジアイスティがのみたいよ！」

「アイスティはいいけど……ここにはパティシエなんていないし……じゃあ、スコーンを焼いてあげるから、それで我慢してくれるかい？」

「うん！　クロテッドクリーム、いっぱいつけてね」

　秀統の背を追いかけつづけた。

　ときには、ラルフが面白くなさそうに眉間に皺を寄せることもあったけれど、それでもカイルにとっては、その当時、秀統が世界の中心だったのだ。

　だのに……。

　いつからだろう、変わってしまったのは。

　身分も家柄も関係ない、子どもでいられなくなったのは。

「秀統！　ケーキ持ってきたよ、紅茶淹れて！」

「ちょうどインドの茶園からシーズナルの茶葉が届いたところです。マーガレットホープでよろしいですか？──カイルさま」

「……うん」

　突き放された気がした。ラルフが、自分に近づくなと言うのとは、違った距離感。

　庶子ではあっても、ラルフは伯爵家の次男だ。そしてカイルは、伯爵家とは姻戚関係にあるローウェル家の子息。

　秀統の母は伯爵家に仕える立場で、そして秀統自身は、いずれラルフに仕えることを幼少の時分には決めていた。秀統とラルフの主従関係が、自分と秀統の関係にも影響を与えるのだと、はじめて気づいたのはいくつのときだったろうか。

　幼いころはよかった。家も身分も、子どもには関係のないものだったから。

　そんなものに左右される価値観など、子どもの世界には存在しないから。

　だが、そう思っていたのは、貴族の子息として何不自由なく育った自分だけだったようで、ラルフは伯爵家に対して仄暗い感情を抱き、秀統はそんなラルフを理解し、彼のためだけに仕えることを選んだ。

　自分だけ、何も知らなかった。

　自分だけ、子どものままだったのだ。










　それから数年後、社交界デビューを果たしたカイルは、瞬く間にイギリス上流階級の間で知られる存在となった。

　咲き誇る美貌が、その要因だった。

　初対面の日、秀統が「天使」と称した美しい相貌は、大輪の薔薇のごとく豪奢に咲き誇り、大人になりきれない少年の危うさとあいまって、妖艶な魅力を振り撒く。

　カイル自身、己の容貌には自負があった。

　幼いころから、愛らしい容姿を褒められることは多かったから……。

　でも秀統だけは、「可愛い」とか「美しい」とか、軽い言葉でカイルを褒めることはしなかった。ただ一度、最初のときに当時まだ純真だったカイルを「天使」と言ってくれただけ。

　それでも、甘い言葉で数々の贈り物で、カイルの気を引こうとする輩になど目もくれず、数年経ってもまだ、カイルは秀統の背を追いかけつづけていた。

　このときはまだ純粋に、兄を慕うような気持ちで。

　歳の離れた兄姉たちは、カイルを可愛がってはくれるけれど、大人たちと変わらない彼らの接し方は、カイルにとっては距離感のあるものだった。同じ目線で語ってくれる秀統と、ときにカイルを邪険にあしらいながらもあくまで対等に本音で接してくるラルフのほうが、カイルにとっては近しい存在だったのだ。

「ここには来るな。長老のジジイどもに煩く言われているはずだ」

　ラルフに忠告されても、

「ボクの勝手だ。ボクはボクのしたいようにする。誰の指図も受けない」

　ただ秀統に会いたくて、それだけだった。

　一族のなかでのラルフの微妙な立場とか、そんなラルフに仕える秀統の覚悟とか。それから、ふたりと交流を持つことによって、自分にもたらされる評価や苦言の数々とか。そんな、誰かが勝手につけた評価や評判などよりも、自分がこの目で見たもの、感じたもの、そうして価値を見出したもののほうが、何倍も大切に思えた。

　揺るぎないプライドと、蝶よ花よと育てられたがゆえの我が儘と、そして純真さ。

　この当時のカイルには、知らないものがたくさんあって、けれどその分、素直だった。そんなカイルを案じる男の抱く不安など、やっと少年の域に足を踏み入れたばかりのカイルには、知り得ないことだったのだ。

　それは、吹き抜ける風が夏の空気を孕みはじめていたころのこと。

　やはり、薔薇の季節だった。

「今度のパーティ、一緒に行ってよ」

　勉強とラルフの身の回りの世話で忙しい秀統を訪ねて、その腕に無邪気に腕を絡めながら、カイルはパーティの招待状を取り出す。

「パーティ？　もしかしてレスター公のですか？」

　招待状の封ふう蝋ろうに押された紋章を見て気づいたのだろう、わずかに眉を顰め、固い声で問い返してくる。

「そう、それ。いいだろ？」

　カイルにとっては、単純に「遊びに行こう」と誘ったにすぎなかった。

「おやめなさい。こう言ってはなんですが、いい噂を聞きません。レスター公のパーティは……」

「新しい愛人のお披露目パーティ、だろ？　そんなの知ってるよ。みんな言ってる」

　アーノルド・レスター公爵は、快楽主義者で有名だ。数多くの愛人を囲い、芸術を愛で、パーティを主催して享楽の場を提供し、自らも興味の赴くままに振る舞う。カイルが招待されたパーティも、表向きは後援している管弦楽団のヨーロッパツアーを労うものということになっているが、その実体は入れ込んでいる若いピアニストのお披露目パーティだ。公爵は、そんなパーティを年に何度も開いている。しかも主賓──パーティの主役となる公爵の愛人だ──は毎回違うのだから呆れて言葉もない。

「それだけではありません。性た質ちの悪い輩が出入りしていると聞きます。付き合う相手は厳選されるようにと、いつも申し上げているはずです」

　嗜虐趣味で知られ、サド公爵と渾名されるレスター公の周囲には、同じような趣味の人間が集っていると聞く。カイルがそうした性質の悪い輩の餌食になるようなことがあれば家名に泥を塗りかねないと、懸念するのは一族に仕える立場にある者として当然のことだ。

　だが、秀統の懸念の向く先が、自分自身ではなく家名であることに気づいて、カイルは胸にスーッと冷たいものが走るのを感じた。

　悪戯な笑みを浮かべていた相貌から、表情が消える。

　このころカイルは、ラルフに忠誠を誓うあまり、自分に対してもよそよそしい態度をとる秀統を、快く思わなくなっていた。主従関係にあるのだから当然なのだが、秀統が何かにつけ自分よりラルフを優先させることが、気に食わなかった。そしてそれ以上に、自分に対して一歩引いた態度をとる秀統に、不満を抱いていたのだ。

　だから反発した。

　頭ごなしに行動を諌められて。

「じゃあいい。もう秀統には頼まない」

　かたちのいい唇をムッと歪め、クルッと背を向ける。

「カイルさま」

　窘める声にも、応じなかった。

　ダメだと言われたのを無視して、パーティに出席した。

　それが、そもそもの間違いだったのだ。










　ひとりでパーティに出席したカイルを待っていたのは、ひっきりなしの誘いの言葉だった。

　男女間わず、カイルの危うい美貌に惹かれる者は後を絶たない。

　だが、そうした誘いのどれにも、カイルは色好い返事をしたことはなかった。何もかも、秀統とラルフが基準のカイルには、声をかけてくる誰もが物足りなく感じられたのだ。

　女たちは、着飾ることと色事にしか興味を示さない。

　男たちは、世界情勢や政治経済の話題からスポーツや娯楽に至るまで、知識も腕前も、秀統とラルフに敵う者などいないから、結果的にカイルを退屈させてしまう。

　そんな理由で、カイルに邪険にされた者も多い。

　けれど、気にしたことなどなかった。ここは嫉妬と羨望と駆け引きがあたりまえの世界。靡かないとわかったら、ほかを当たればいいだけのこと。

　だから、自分に対してそれほどの執着を抱く者がいるなんて、考えもしなかったのだ。

「今日は騎士ナイトと一緒じゃないんだね」

　声をかけてきたのは、見知った顔だった。パーティで顔を合わせるたびにカイルを口説いてくる、侯爵家の三男坊。退屈な男の筆頭だ。

「君には関係ないだろう？」

「つれないなぁ。そんな高飛車なところもいいんだけど」

　頭の軽さが滲み出た相貌。歳はカイルより片手ほど上で、すでに成人しているはずなのだが、気の利いた話のひとつもできるわけでもなく、親の資産を食い潰して遊んでいるだけのろくでなしのごく潰し。

　相手をするだけ、時間の無駄だと判断して、無視を決め込み踵を返す。だが、靡かないカイルにムッとさせられたのだろう、

「待てよ」

　気安く肩を掴まれて、咄嗟にその手を払い除けていた。

「お呼びじゃないんだよ。つまらない男なんて」

　秀統に冷たくされて、機嫌が悪かった。だから、いつもならもっと軽くかわす場面で、余計なひと言を言ってしまったのだ。

　顔色を変えた男が、まさか給仕を買収してまで何かしようと企むなんて、考えもしなかった。

　パーティ会場に配置された給仕のひとりが、ごく自然な動作で差し出してきたトレーから受け取ったグラスに、細工がされていた。

　ふいに視界が揺らいで、突然のブラックアウト。

　気づいたら、見知らぬ天井を見上げていた。

　差し出されたグラスにクスリを盛られたのだと、思い至ることができたのは、自由にならない身体を捩って必死に巡らせた視線の先に、歪んだ笑みを浮かべた男の顔を見とめてから。

「……下衆野郎っ」

　忌々しく吐き捨てる声は力なく、身体の芯から湧き起こる抗いようのない熱が、いったいどんなクスリを盛られたのかを、否応なくカイルに知らしめる。

「いい表か情おだね。その美しいサファイア色の瞳が情欲に染まるさまは、さぞかし見ものだろう」

　ベッドに歩み寄ってきた男が、下卑た笑みを口許に刻んで、背後に控えていた黒服の男ふたりに、無言で何かを命じた。

　──……っ!?

　そこそこの広さのある部屋は、そもそもそういう目的で使うことを前提に用意されたものだろう。レスター公の悪癖だ。パーティ招待客のために、会場の奥にわざわざ設えられているのだ。

　黒服の男たちが、ベッドの両脇から、カイルの身体に手を伸ばしてくる。

「やめ……っ」

　逃れようと、身体を起こしたつもりだったのに、実際にはほんのわずかシーツの上で身悶えただけ。クスリに犯された身体は自由を失い、全身が瘧おこりのように震えて、指先にすら力が入らない。

「なに…す、……っ!?」

　カイルが本当の恐怖を感じたのは、たぶんこのときだったと思う。

　左右から伸びてきた手が、カイルの華奢な身体を拘束したと思った瞬間、鼓膜に響いた、何かを引き裂く、悲鳴のような音。それが、身につけていたドレスシャツを引き裂かれたために生まれた音だと気づけるまでに、数秒を要した。己の置かれた状況を瞬時に把握できないほど、カイルを侵すクスリは、血流に乗って全身に回りきっていたのだ。

「……くっ」

　屈辱に唇を噛み締め、男を睨み据えた。

　泣き言なんて言わない。

　悲鳴なんて上げない。

　こんな男に、誰がそんなサービスなどしてやるものか……！

　気丈に瞳を上げて、自由にならない身体を弄ぼうとする男たちを威嚇した。

　けれど、身体が震えるのはどうしようもない。

　どれほど気丈に振る舞ってみても、社交界の薔薇と謳われるほどの美貌を振り撒いていたとしても、このときのカイルは、たしかに子どもだった。肉体的にも精神的にも。自分を本気で傷つけようとする存在と、出会ったことなどなかったのだ。

　──いや…だ……っ。

　本当は、泣き叫びたかった。

　その恐怖心と、必死に闘った。

　引き裂かれたシャツを剥ぎ取られ、男たちの手でベッドに押さえつけられた。嗜虐的な笑みを浮かべた男が、タイを引き抜きながら近づいてくる姿が、言いようもなく気持ち悪かった。

　──秀統……っ。

　助けて…と、心のなかで、ただひとり呼んだ名。秀統以外に、縋れる存在など思い当たらなかった。

　──助けて……っ。

　男の手が肌に触れる、寸前。

　部屋に響いたのは、何か硬質なものの破壊音。それが、高い天井近くまである大きな窓に嵌め込まれたガラスが砕け散った音であることに、破片がシャンデリアの光を反射するのを見て気づいた。つづいて、外から加えられた圧力に耐えきれず、ぐにゃりと歪んだ窓枠が、大きな音を立てて床に倒される。

「なんだ!?」

　驚いた男たちが、窓の外に視線を向けた。

　ジャリッと、割れたガラスを踏みしめる足音がして、薄暗いテラスから人の姿が現れる。ダークカラーのスーツに身を包んだ、長身の若い男。ガラスを割るために使ったのだろう、脱いで腕に巻きつけていたジャケットの残骸を床に放り投げ、ゆっくりと室内へ足を踏み入れてきた。

「……ひで、と……っ」

　目にした光景に、誰より驚いたのはカイルだったに違いない。

「な、何者だ、貴様……っ」

　喚く男に一瞥を投げ、秀統はベッドの上に押さえ込まれたカイルに視線を落とす。その目は冴え冴えとしてゾッとするほど仄暗く、そのくせひた隠した激しい感情の存在を如実に知らしめていた。

　ツカツカと歩み寄ってきて、前を塞ごうとした黒服の男のひとりを、殴り倒す。後ろから襲いかかってきたもうひとりに強烈な蹴りをお見舞いして、勝負はアッサリとついてしまった。

「うわ……わ……っ」

　泡を食った男は、ワタワタと壁にあとずさる。

「仮にも侯爵家のご子息相手に、手荒な真似はいたしません。この場は黙ってお引き取りください」

「な、何を……」

「二度目はないと、肝に銘じておかれませ」

　真っ青になった男は、ヘナヘナと頽くずおれ、床に尻餅をついた。

　ガクガクと震える男に一瞥を投げただけで放置し、秀統はベッドの上で震えるカイルに意識を向ける。

「ひで…と？」

　力なく四肢を投げ出し、荒い呼吸に胸を喘がせるカイルの姿に眉根を寄せ、シーツに包んで抱き上げると、ヘタリ込む男の前を悠然と横切り、鍵のかけられていたドアを開けた。

「早いな」

　ドアの横、廊下の壁に背をあずけ腕組みをして、秀統が出てくるのを待っていたのはラルフ。

「長居は無用だ」

　ラルフの言葉に頷いて秀統はカイルを抱いたまま、パーティ会場をあとにした。

　エントランスホールを抜けて、秀統の腕に抱かれたまま車に乗り込んだところまでは記憶があった。

　安堵して気を失い、次に意識を取り戻したときには、ラルフの住む離宮の一角、ゲストルームのベッドの上で、カイルは焼けつくような責め苦に悶えさせられていた。










　──熱い……。

　最初に感じたのは、焔に包まれたかのような熱さだった。

「な…に……」

　定まらない視線を、それでも必死に巡らせる。すると、覆いかぶさるように自分を見下ろす人影に気づいた。

「ひ…で……？」

　間接照明に照らされて、陰影を結んだのは、見慣れた秀統の顔。

「ボク…は……」

「クスリを盛られたのです。解毒剤はありませんので、一晩おつらいでしょうが、我慢していただくよりありません」

「我慢……？」

　いったいなんの我慢なのか。言葉の意味を理解した途端、ズクンッと身体の奥から込み上げるものに気づいた。

「あ……」

「催淫剤です。自分が何をされようとしていたのか、わかりますね？」

　困惑げな瞳を揺らすカイルにかけられる、窘める言葉。自分の言うことを聞かないからこんなことになるのだと、叱られて、カイルはきゅっと唇を噛み締めた。

「ち…く、しょ……」

　いつもなら、そんな汚い言葉を使ってはいけないと、叱られる場面。けれどさすがに今日は、秀統も痛ましげな眼差しを向けるだけだ。

　ズクズクと疼く腰は重く、すぐにでも慰めたい衝動に駆られる。けれど、クスリを盛られ犯されそうになったという事実が、カイルにそれを拒ませた。

　無理やり昂められた肉体を慰めることに、抵抗がある。男の下衆な欲望から救い出されたとはいえ、精神的には屈したも同然だからだ。

「や…だ……」

　ボロボロと、涙が溢れた。

　震える指先でシーツを掻き毟むしり、込み上げる劣情に耐える。

　けれど、若い肉体は快楽に弱く、意図せず腰が揺れてしまう。恥ずかしくて、秀統の視界から逃げるようにシーツに身を伏せると、その場所が擦れて、えもいわれぬ快感が背を突き抜けた。

「や……あぁっ！」

　ビクビクと、細い身体が震えた。

「いや…だ、怖…いっ」

　無垢な肉体は、恐ろしいほどの悦楽に恐怖し、そのくせ素直な反応を示す。

「なん…で……」

　なぜ自分がこんな目に遭わなくてはならないのか。下卑た男の欲望の対象にされて、望んでもいない快楽を与えられて、こんなに苦しまなくてはならないなんて。

　何も知らないくせに、知ったふりで言い寄る男たちをあしらって、そんな子どもっぽい残酷さが男たちを傷つけていたのだと、やっと気づく。しかし、だからといって、こんな暴力を受け入れられるわけがない。男たちのしたことは、カイルを冒涜する行為に違いないのだから。

　ヒクッと喉が鳴った。

　もう、限界だった。

　朦朧とした意識下では、なけなしの理性など、吹けば飛ぶようなものでしかない。しかもカイルの肉体は、何も知らないまっさらな状態で、耐える術など持ち合わせていなかったのだ。

　判断能力を失くした思考が、欲望に屈する瞬間を、カイルはたしかに感じた。

　おずおずと、下肢に手を伸ばした。

　布の上から局部に触れ、震える指で前を寛げようとするのだが、うまくいかない。悔しくて悔しくて、もう死んでしまいたいとさえ思った。そのとき。

「あなたが汚れる必要はありません」

「ひで…と？」

　カイルの手を、秀統が止めた。背を向けたカイルを気遣うように、ずっとベッド脇に佇んでいた秀統が、ベッドに膝を乗り上げ、背中側からカイルの顔を覗き込むように、覆いかぶさっている。

　大きな手が、布の上からギリギリまで昂ったカイルの欲望を握った。

　間近に感じる体温、男の匂い。

　少年でも青年でもない。たしかにこのとき、秀統の身体から、男の匂いを感じ取った。

「秀…統っ、たすけ…て……っ」

　理性を失くした思考が、目の前のたしかな存在に救いを求める。誰よりも何よりも信頼できる、カイルにとっては一番たしかな温もりだった。

「カイルさま……」

　耳朶に落とされた声には、計り知れない温度が潜んでいた。

「熱い…よ、ヘンに…なる……っ」

　カイルの身体に汗で張りついていたパーティスーツ一式を手際よく剥ぎ取って、シーツの上に生まれたままの状態で横たえられた。

　白い身体の中心で浅ましく勃ち上がった欲望は、すでにしとどに濡れて、ピクピクと震えている。胸の上では、淡い色の突起がツンッと尖ってその存在を主張していた。

　濡れた欲望を、握り込まれる。ゆるゆると手を動かされて、カイルは細い身体をくねらせ、腰を揺らした。

「あぁ……っ！」

　ドクンッと、欲望が弾ける。すでにギリギリまで昂められていた身体は限界で、触れられただけで欲望を迸らせてしまったのだ。

「あ…ぁ……」

　真っ赤になって震え、放ったはずなのに収まらない欲望に恐怖する。

「ど…して……？」

「強いクスリのようですね。大丈夫、何度でもイけばいい。ずっとこうしていてさしあげますから」

　やさしい声が、涙を誘った。

「ごめ…なさ……、ごめん…なさ、い……っ」

　自分が言うことを聞かなかったばっかりに、こんなことになってしまった。悔しくて恥ずかしくて不甲斐なくて、秀統に顔向けできない。

　ぎゅうっとしがみつくと、逞しい腕が背にまわされて、広い胸にすっぽりと抱き締められた。

　熱くて、苦しくて、でも幸せだった。

　秀統は一晩中、カイルを抱き締め、業火のような情欲に震える身体を慰めてくれた。手で口で、何度も何度も。

　ときおり戯れのように胸を弄られた。

「あぁ…んっ」

　そこに唇を落とされて強く吸われ、局部を弄られるのとは違う快感に身悶えた。

「ひで…と、秀…統…ぉ」

　甘い声で啼いて、縋って、もっともっとと求めた。幼さの残る肉体を苛む激しい肉欲は、簡単に癒えることはなかったから。

「カイル……」

　意識が途切れる寸前、唇に触れたものの存在を、カイルはたしかめることができなかった。

　──温かい……。

　ただ、温かいと感じた。

　抱き締められて、幸せだった。










　だが、あの夜を境に、カイルのなかにある変化が生じた。

　秀統に対して抱く執着の意味を、肉体が気づいてしまったのだ。それでもこのときはまだ、自身に自覚はなかった。

　秀統に対する、執着心と独占欲。ただそれだけ。

　振り向いてほしい。

　自分だけを見てほしい。

　あの夜、ベッドの上できつく抱き締めてくれたときのように。

「秀統！　お茶にしようよ。姉上がスコーンを焼いてくれたんだ」

　書斎でデスクに向かう秀統を見つけて、背後から忍び寄り、背中から抱きついた。首に腕をまわしてしがみつき、頬を寄せる。

「いただきものの雲南紅茶ユンナンと正山小種ラブサンスーチョンも持ってきたよ。ママが楽しみにしてたけど、九きゅう曲きょく紅こう梅ばいを残してきたからこっちは三人で飲んじゃって平気……」

　いつものことだった。

　カイルが秀統にじゃれついて勉強や仕事の邪魔をするのなんて、幼いころからずっと、毎日のように繰り返されてきた日課のようなもので……。

「……秀統？」

　じゃれついた腕を、払われた。

　何げないそぶりを装っていたけれど、カイルにはわかる。

　いつもなら、どんなに邪魔をしても我が儘を言っても、秀統のほうからカイルを振り払ったりなどしない。

　ある年齢に達したころから、秀統は立場を弁えるようになった。敬語を使い、主であるラルフの親族としてカイルにも敬意を払い、少しだけ距離を置くようになった。だからこそ、秀統がカイルの手を払い除けるなんて、ありえないことなのだ。秀統が引いたラインを忌々しく感じながら、それなら…と逆手にとって甘えていた。立場を弁えるというのなら、こちらも立場を利用して纏わりつけばいい。そう思っていた。

「なに……？」

　なんだろう。この冷たい空気は。突き放すような態度は。

「そろそろ耀一郎さまもお戻りになられますから、そうしたらお茶の時間にしましょう。それまであちらでお待ちください」

　何事もなかったかのような顔で腰を上げ、カイルをリビングへと促す。

　カイルでなければ、いつもと変わりない態度のように見えたかもしれない。けれど、いつもいつもその目に秀統を映しつづけているカイルの目には、それは不自然な態度に見えた。

「怒ってるの？」

　震える声で問う。

　パーティでの失態を、怒っているのだろうか。忠告を聞かず危険な目に遭って、駆けつけた秀統に助けられた。気にかけてくれていたのだと、嬉しかったのに。侯爵家のドラ息子は、あのあとすぐにイギリスから追い出されたと聞いた。秀統かラルフが手をまわしたのだと……立場上あの場で手を出すことがかなわなかったかわりの報復に違いないと、そう思ったのに。

「ダメだって言われたのに勝手なことして、迷惑かけて……呆れた？」

　すると秀統は、ほんの一瞬眉間に刻んだ皺を消し去って、その上にいったい何を言いだしたのかと訝る表情を浮かべ、繕う。

　そう、繕ったのだ。カイルには、それがわかった。

　なのに秀統は、カイルの指摘すらも受け流して、シラを切ろうとする。

「ちょうどよかった。美味しい木苺のジャムをいただいたところです。正山小種はミルクティにするのがいいでしょうね」

　我慢ならなくなったカイルは、リビングのテーブルに置いた包みを投げつけた。秀統に淹れてもらおうと思って、誰が淹れてくれる紅茶より秀統が淹れてくれる紅茶が一番美味しいからと思って、母の目を盗んで持ち出してきた雲南紅茶と正山小種の入った包みだ。

「カイルさま」

　投げつけられた包みをやすやすと受け止めた秀統は、カイルの憤りの理由などわかっているのかいないのか、怒るわけでも窘めるわけでもなく、手にした包みをテーブルに戻した。

「……っ」

　無視された。

　そう思った途端、頭に血が昇った。

「カイルさま？」

　ツカツカと歩み寄って、秀統の腕を引き、その懐に身体を滑り込ませる。タイを引っ張って、長身の青年に身を屈めさせた。

「……っ」

　秀統の身体が、ピクリと小さく戦慄わなないた。それに、してやったりと内心舌を出す。

　男の首に腕をまわして引き寄せ、腹立たしい言葉ばかりを紡ぐ唇に自身のそれを押し当てて、軽く啄んでからペロリと舐める。

　悪戯を成功させた子どもの表情で下から窺うと、秀統はいつものしかつめらしい顔つきを崩しもせず、しかしその瞳に言い知れぬ強い光を宿して、カイルを見下ろしていた。

「……秀…統？」

　──やっぱり怒ってるんだ。

　嫌われたのかもしれない。

　そう思ったら、スーッと胸が冷えるのがわかった。

　その瞬間、カイルのなかで、何かが弾ける。このとき同時に、カイルの体温を間近に感じながら、まだ若かった秀統のなかで何かが音を立てて切れたのだが、その事実はひっそりと秀統の胸に収められ、カイルが知ることはなかった。

「この間のつづき、して」

　パーティ会場から救い出してくれたあと、秀統は、クスリに侵されたカイルの肉体を、指で唇で慰めてくれた。何度も何度も頂へと追い上げられて、甘い声を上げて啼いた自分の姿を、カイルははっきりと覚えている。

「気持ちよかった。秀統ともっと気持ちいいことしたい」

　それは無邪気で性質の悪い、子どもの好奇心だったのかもしれない。けれど秀統以外の人間に、こんなこと言ったりしない。絶対に。

「秀統、ねぇ」

　甘い声で誘う。拙さなど感じさせない自信はあった。サファイアの瞳も蜂蜜色の金髪も、そしてスレンダーな肢体も。蠱惑的な魅力を振り撒くアイテムには事欠かない。

「いいでしょう」

　首にまわしていた腕を外され、二の腕を掴まれる。

「痛……っ」

　少々乱暴にも思える仕種で腕を引かれて、部屋から連れ出された。向かった場所は、秀統のプライベートルーム。あの夜、クスリに昂った身体を慰められた場所とは違う、そこかしこに男の生活の匂いを感じさせる広いベッドの上だった。

　秀統の豹変ぶりに戸惑うあまり、唖然と見上げるしかないカイルにかけられる、重い声。見上げた先に見た紫水晶は、赤みを帯びてかすかに揺れていた。

「私の言葉など、何もお聞きになられていないようだ。男を気安く誘うとどんな目に遭うか、その身体にきっちりと教えてさしあげます」

「……え？　何……、……っ!?」

　両手首をまとめて頭上でシーツに縫いつけられた。

「誘ったのはカイルさま、あなたですよ」

　嫌だもダメだも聞けないと、牽制されて、カイルの負けん気が頭を擡げる。

「はじめてなんだから、やさしくしろよっ」

　青い瞳を眇め、顎を上げて、男を挑発した。声が震えていたのは、気のせいだ。

「御意に」

　低く応じた男の声に滲むものがなんなのかなんて、このときのカイルには知る由もないことだった。落ち着き払ったかに見える男の表情の奥に潜むものに気づけるような余裕など、あるはずもなかったのだから。







「あぁ……っ、あ…ん、ソコ……や…っ」

　秀統の長い指が蕩けた内部を擦るたび、突き上げるような快感が淡く染まった肌を震わせる。

　先端から蜜を滴らせる欲望は秀統の口腔に扱かれて、真っ赤になって打ち震え、すでに痛みさえ訴えはじめていた。

　全裸に剥かれ、白い太腿を大きく開かれて、その間に秀統の肉体がある。カイル同様すべてを脱ぎ捨てて青年期の瑞々しい肉体を惜しげもなく晒して、その中心では猛々しい牡がすでに天を向いていた。

　正直言えば、行為の詳細など、覚えていない。

　ただ熱くて苦しくて、でも痛みよりも快感と幸福感のほうが大きかったことだけはたしかだ。

　クスリを使われたときに感じたのとは違う、ジワジワと広がって、そのくせ一度火が点いたら収まらない、厄介な熱。

　指が引き抜かれて、身体から圧迫感が消える。ホッと息をついて、涙に濡れた瞳を上げると、いつもはきっちりと整えられた前髪を乱し、額に汗を浮かべた男の顔が、目に飛び込んできた。

　アメジストの瞳に、自分が映されている。

　その事実がこんなに幸せなのに、そう感じているのが自分だけだなんて……。




「秀…統……」

　掠れた声で愛しい男の名を呼んだ。

　愛しい…と、このときはじめて自覚した。はっきりと。

　あの薔薇園で温かな手を差し伸べられたあのときからずっと、カイルの世界は秀統を中心に回っていた。その意味を、子どもから大人への階段を上る途中で、はじめて理解する。

「秀統……っ」

　掠れる声で呼ぶと、男はわずかに眉間に皺を刻んで上体を屈めてくる。

　散々指で舌で蕩かされた場所に、ひたりと触れる熱い塊。

「あ……」

　反射的に逃げを打とうとした肉体はのしかかる身体の重さに押さえ込まれ、やわらかい入り口を擦り上げた熱棒が、ぐっと押し入ってきた。

「や……ぁ、ひ……んっ」

　狭い場所を押し広げられる感触が、恐怖とともに未知なる愉悦をもたらす。

「あ……ぁ、あっ」

　か細い声を上げ、白い喉を仰け反らせて、カイルは細い背を撓らせた。折れそうなほど細い腰に腕がまわされ、喉元に熱い唇が落ちてくる。

「カイル……」

　掠れた、熱い声だった。

　隠しきれない欲情に染まった、ひとりの男の声。

　ぐっと最奥まで捩じ込まれた肉棒が、カイルの弱い場所を抉る。途端突き抜けた衝撃に、カイルは縋りついた背に爪を立て、シーツから浮くほどに背を撓らせた。

「や──……っ」

　激しい突き上げがカイルを襲う。はじめての行為に慄く肉体に容赦なく、送り込まれる律動。

　髪を振り乱し、揺さぶりに耐えながら、それでも汗に滑る背を必死に抱き返した。

「あ…ぁっ、ん……ふ、ぁっ」

　喉を震わせる甘い声を、こらえようなどとは思わなかった。何もかもすべて、男から与えられるものを甘受したかった。たとえこの行為が、仕える立場にある男にとって、カイルの我が儘や無知を諌めるためだけのものであったとしても、それでもカイルは嬉しかったのだ。

「秀…統、秀統……っ」

　必死に名を呼ぶ。

　それに呼応するように、埋め込まれた欲望が猛々しさを増す気がした。男の額に浮かぶ汗が、カイルをより昂らせる。普段相そう好ごうを崩すことのない男の見せる乱れた気配が、カイルの情欲を限界まで高めていった。

「あぁっ、あ──……っ！」

　極める瞬間、目にした男の相貌。艶めいた、欲をたたえた牡の顔を、網膜に焼きつけた。

　最初の言葉通り、男の欲望の対象にされるということがどういうことなのか、この身体に教え込もうとしたのだろう、一度極めたあとも、何度も何度も身体を繋がれた。

　はじめての行為に、はじめは戸惑い怯えさえ見せていた肉体は、しだいに快楽に蕩け、肉欲のみを追いはじめる。若い身体は欲望に従順で、体位を変えては何度も貫かれ、一晩の間に奉仕の仕方までも教えられた。それさえも柔軟に受け止め、甘い声を上げるカイルの姿に、秀統は目を細め、言葉もなく見入っていた。

「ひで…と、……っ!?」

　もっと、と。もっと強く抱き締めて、とねだろうとした唇は、塞がれて、喉の奥に甘い蜜が注がれる。

　共に頂を見て、直後に与えられた口づけは、甘い睦み合いを彩る情熱的なもののように感じられて、カイルはひととき至福に酔った。

　淡く深い口づけが、蕩けた思考を霞ませる。

　はじめての行為に体力を消耗させられて、カイルは男の腕のなか、ストンッと眠りに落ちた。

　その額に落とされる淡い口づけ。

　温かなその感触に、涙に濡れた長い睫がふるっと震えて、金色に煌めく光を放つ。高貴すぎるその光の存在に、男はひっそりと唇を引き結んだ。










　──そして数年。

　カイルはパブリックスクールを順調に進級し、秀統とラルフは大学へ。

　在学中からふたりは、今の基盤となる事業を立ち上げ、目的に向かって歩きはじめていた。

　カイルが大学へ進んだころには、ふたりはすでに世界を相手に事業を展開するようになっていた。

　手伝いたいと言ったら、鮸に膠べもなく断られた。ラルフに。理由はわかっているから、無理強いはしなかった。

　そのかわり、常にふたりに付き纏った。秀統がどんな仕事をしているのか、知りたくて。

　その間、お仕置きと称した行為は繰り返された。

　はじめて肌を合わせてから半年ほど経ったころから、今にいたるまで。パターンは同じだ。わざと叱られるようなことをしては、見つかって、お仕置きされる。その繰り返し。

　それでも、カイルにとっては唯一、秀統の熱を感じられる瞬間。

　けれど、それ以外の理由で秀統がカイルを求めてくれることは、一度たりともなかった。








　　　　　　　Ⅳ






　目覚めたとき、隣に天羽の姿はなかった。

　いつものことだ。薄情な男は、カイルひとりを広い広いベッドに残して、さっさと仕事に行ってしまう。

　散々好き勝手しておきながら、この扱い。カイルの肉体は昨夜のお仕置きの名残も色濃く、白い肌には至るところに痕が残っているし、腰はだるくて奥が疼いてたまらない。縛られつづけていた腕は醜い痕こそ残っていないものの、節々が痛くてかなわない。

　天羽が仕事から戻るまでの間、玩具に最奥を嬲られつづけて、思考すら朦朧としはじめていたところへ、やっと戻ってきた男に「抱いて」「いかせて」「貫いて」と泣いて懇願させられた。

　──あ…の、ムッツリ！

　涼しい顔して、やることがえげつないったらない。

　はじめての翌朝だって最悪だった。

　──『これで気が済んだでしょう？　これに懲りたら、気安く男を誘うような真似はなさらないことです。いつまた侯爵の愚息のような輩が現れるやもしれません。あなたの細い腕で防ぎきれないことは、もうおわかりでしょう？』

　いつもの調子で淡々と、説教をしてベッドを出ていった。

　あのときの屈辱といったら……！

　今思い出しても拳がワナワナと震えるほどだ。

　純情を踏み躙られ、開き直ったカイルは、天羽の忠告を受け入れるどころか、ますます反抗的な態度を取るようになった。

　誘ってはかわされ、誘ってはかわされ。二度とカイルに触れようとしない男に焦れて、半年ほど過ぎたころ、パーティで声をかけてきた子爵令息の誘いを受けた。天羽の目の前で。

　男と消えようとしたカイルを、天羽は引き止めてくれた。嬉しかった。肌を合わせるのに〝お仕置き〟という大義名分が必要ならそれでもいいと思った。

　その夜は天羽の自室に連れ帰られ、浅はかな行動に出ようとしたカイルに男の欲望の怖さを教え込もうとしたのだろう、最初の夜以上に激しく貪られた。

　このとき天羽が、この行為に別の理由をつけてくれていたなら、カイルは二度と天羽以外の男に気を許したりはしなかっただろう。

　だのに、情事後、男はやっぱり言ったのだ。カイルを窘める言葉を。言いつけを聞き入れなかったカイルに冷めた眼差しを向けて、カイルひとりをベッドに残し、そのまま踵を返してしまった。

　そっちがその気なら…とぶち切れて、その後は男女間わず遊び歩いた。二度以上同じ相手とベッドを共にしたことがないという、刹那的で投げやりな関係。

　なかにはやさしくて心を動かされそうになった相手もいなかったとは言わないが、どういうわけかその後パッタリ姿を見なくなってしまったり、見かけても逃げるようにカイルに背を向けてしまったりして、関係がつづかないのだ。

　自分はそんなに魅力がないのだろうかと首を傾げて、けれど次々かけられる誘いの言葉に、そんなはずはないと思い直す。関係がつづかないのは、タイミングとか相性とか、いろいろあるのだろう。

「ボクの美貌に惧おそれをなしたのさ」

　別に未練があるわけでなし。天羽の眉をピクリとでも反応させられれば、遊び回る意味もあるのだが、それすら困難で本当に空しい。

　ふんっと吐き捨てて、広いベッドの上、寝返りを打つ。半分空いたベッドには、たしかに人の体重を受け止めた痕跡が残っているのに、シーツはすっかり冷たくなっていた。

「そんなにラルフが大事なのかよっ」

　毒づいて、その空しさに溜息をつき、シーツに突っ伏した。

　こういう日は、凪を苛め倒して遊ぶに限る。あのくりっと大きな黒い瞳が涙に濡れるさまを見ると、それだけで胸が空くのだ。小さな子どもが、猫の尻尾を掴んだり犬の顔にマジックで眉毛を書いたりして遊ぶのと変わらない、少々歪んだ愛情表現。可愛いと思う気持ちを、どう表していいかわからないのだ。

　天羽が出かけたということは、ラルフも仕事に出ているはず。となれば凪は、きっとアトリエでキャンバスに向かっているか、広い敷地内を愛犬のダルメシアンを連れてスケッチして回っているか、どちらかのはずだ。

「天気いいし」

　凪を揶揄って遊んで、それから一緒にブランチにしよう。そう決めて、ベッドを出る。

　ところが。

　シャワーを浴び、天羽の部屋のクローゼットにすでに置きっぱなしになっている洋服のなかから適当に見繕って身につけ、凪のアトリエに足を向けようとしたカイルは、しかし、部屋を出る前に実家からの呼び出しを受けて、朝一番で立てた予定を変更せざるを得なくなった。










　これを青天の霹靂と言わずしてなんと言う!?

　実家に戻ったカイルを出迎えたのは、珍しくふたり揃った両親と、すでに自立して家を出ている兄姉たち。全員が勢揃いしていて、室内に足を踏み入れてまずぎょっとした。

　だが、それ以上にカイルの思考を氷結させたのは、ニコニコと上機嫌な両親の口から告げられた言葉。

「……なんですって？」

　この人たちは今、なんと言った？

「いやぁねぇ、ポーッとしてないでちょうだい」

「ファウラー男爵の姫君だよ。カイルも聞いたことくらいあるだろう？　美しいと評判の三番目の令嬢のことだ」

　誰もそんな説明は求めてない。最初に耳にした言葉のほうに、疑問符を投げかけているのだ。

「婚…約？」

　呆然と、呟く。

　親兄姉が揃いも揃った場で何を言われるかと思いきや、男爵令嬢との婚礼話。驚かないほうがどうかしている。

　いったいいつ、どこで、そんな話が進んでいたというのか。

「何を言っているんだ。生まれたときからそういう約束になっていたぞ」

　父が、のほほんと笑いながら言う。

　ちょっと待て。自分はそんな話、一度も聞いたことがないぞ。

「来春に大学を卒業されるのですって。そしたらすぐに花嫁修業ね」

　一番上の姉が、ニッコリと微笑む。

「おまえは事業の才覚もあるし、独立してますます社交界に名前が知れ渡るだろう。ボクも鼻が高いよ」

　すぐ上の兄が、邪気のない顔で笑った。

「……」

　ローウェル家がなぜ父の代で潰れないのか、カイルはときどき不思議に思うことがある。それほどに、ローウェル一族は揃いも揃って能天気で人が好く、よく言えばおおらか、悪く言えば大雑把。毒にも棘にも反応しない。

　家族を見ていると、なぜ自分が凪につっかかってしまうのかがよくわかる。

　ぽややんとして、苛めても踏みつけても、へこたれないどころか、気づきもしない鈍さが、よく似ているのだ。

　──この人たちは……っ。

　内心毒づきながらも、親兄姉にあまりきついことは言えない。悪気がないだけに余計。彼らはただ、見目麗しい末弟を溺愛しているだけなのだ。

　カイルがどれほど刺々しい態度をとっても、憤りを露わにしても、彼らは笑って受け流す。いつもどんなときでも。よくも悪くも。

　だから、真っ向からやり合っても無駄なのだ。

　聞き入れてもらえないどころか、カイルが怒っていることすら、気づいてもらえないで終わってしまう。

　だが、今回ばかりは、それで引っ込めない。

　なんとかしてわかってもらわなくては、気づいたら勝手に婚約させられて、婚礼パーティの主賓に据えられかねない。

「結婚なんてまだ……」

　自分にそんな気はないと訴える。だが、そんなあたりまえの主張が聞き入れられるとは、自身も思ってはいなかった。ただ、わずかな希望に縋って、口にしてみただけのこと。

「何を言っているの？　あなただってもう、充分いい年ごろよ」

「毎晩毎晩遊び歩いて……そろそろ落ち着きなさい」

　受け入れるのが当然だという態度、口調。

「そんな……っ」

　一同顔を見合わせて、満足げな笑み。こともあろうに、婚約パーティはどこでやろうかだの、料理長はどこのレストランから招こうかだの、好き勝手に話を広げはじめて、それまでは諦めの混じった気持ちで彼らの話を聞いていたカイルは、とうとうぶち切れた。

「嫌です」

　キッパリと、言う。

「カイル？」

「どうしたんだ？」

　まったくわかっていない顔の家族の顔をぐるっと一瞥して、カイルはぐっと拳を握り締めた。

「絶対に嫌です!?」

　怒鳴って、その場に踵を返した。

「カイル!?　待ちなさい……！」

「ボクは結婚なんかしない！　無理強いするんなら、二度と帰ってこないから！」

　怒鳴って、飛び出した。

　向かう先は、ひとつしかない。










　──だが。

「フランシスカ・ファウラー嬢でしたね。今はまだイタリアの大学に留学中のはずですが？」

「……知って…た、のか？」

　何を言いだしたのか…という呆れた視線を向けられて、カイルはカッと頬を染める。

「だって、そんなこと誰も……」

「まぁ、わからなくもないですね。そちらのご家族は、とてもあなたと血の繋がりがあるとは思えないほど……」

「言うな！」

　わざわざ確認させられて、腹が立つだけだ。

「で？」

「で？　とは？」

「何か言うことないのかよ!?」

「特にございませんが？」

　飄々と返されて、カイルは、ただでさえ冷静さを失くしていた頭にさらなる血を昇らせ、真っ赤になって怒鳴った。

「ボクが結婚させられてもいいのか!?」

　カイルは必死なのに、本気で焦っているのに、天羽の表情は変わらない。

「ローウェル家は代々つづいた由緒ある家柄です。家同士の約束で婚約者が決められることも、そのまま婚姻にまで至ることも、当然の成り行きでしょう。少し考えればわかることです」

　とうの本人が自覚していなくてどうする？　と、嘲られた気がした。

　──ボクが女と結婚してもいいっていうのか!?

　何度抱かれても、それはお仕置きであって情交ではないと、わかっていたはずだった。けれどこうもハッキリアッサリ切り捨てられるとも思っていなかった。

「～～～～っ!?　帰らないからな」

　ぐっと拳を握り締め、キッと眉を吊り上げる。

「カイルさま？」

「ボクは家を出てきた。もう戻らない」

　言い張って、天羽の部屋に居候を決め込んだ。

　しょうがない…と溜息をついた天羽に、ゲストルームを使うようにと言われても聞かなかった。帰宅して、天羽から報告を受けるなり渋い顔をしたラルフに追い出されそうになって、主を窘めに割って入ってきた凪に庇われ、ムカムカが沸点に達した。

「遊びに行く！」

　凪の手を掴み、ちょうど招待状をもらっていたパーティに引き摺っていくことに決めた。

「カイル！」

　ラルフが鬼の形相になっていたけれど、そんなの無視だ。

　主の顔とすぐ横のカイルの顔とを交互に窺って、しばしの思案を見せたのち、凪はカイルの腕に白い小さな手を絡めてきた。

「あの……仮装パーティじゃない…です、よね？」

　おずおずと伺いを立ててくる。

　以前、仮装パーティに連れ出そうと、かなりきわどい恰好をさせたことがあったのだが、出かける直前でラルフに見つかり、独占欲の塊のような男に、凪は濃厚なお仕置きをされた経験があるのだ。そのときのことを思い出して、仮装パーティだけはカンベンと、そう思ったのだろう。

　自分も似たような状況だったのだが、同じお仕置きでも、凪がラルフにされるものと、自分が天羽にされるものとでは、そこに込められるものが全然違う。それが腹立たしくて、

「次はネコミミつけさせるからな」

「えぇっ!?」

　ビクリッと首を竦ませる凪の怯えた様子に、思わず口許が緩む。

「レスター公のパーティだ。ジュリアンも帰国してる」

「ホントに？　わぁ、会いたいです」

　知った名を出すと、凪は途端満面の笑みを浮かべて、日々カイルから受けている仕打ちなどすっかり忘れたのか、細い腕でぎゅっとしがみついてきた。

　これくらい可愛げがあったら、自分の置かれた状況も多少は変わっていたのだろうか。昔の自分には、凪ほどではないにせよ、充分な可愛げがあったと思うのだが……。

　──やめやめ。

　考えるだけ無駄だと諦めて、カイルは召使を呼び、パーティ出席の準備をさせた。










「いいのか？　行かせて」

　騒々しく閉められたドアを見つめて、先に口を開いたのは耀一郎だった。

「申し訳ございません。凪さままで巻き込んでしまいました」

　カイルが遊び歩いているのはいつものことだが、凪を連れ出すことは少ない。以前それで凪を危ない目に遭わせてしまった経験から、あれでも気にして自制しているのだ。

　本当は、もっと凪を連れ回したいと思っているのだろう。カイルの凪への執着は、傍若無人がすぎて孤立してしまった元苛めっ子が、自分を畏れない怯えない純真な存在に固執するのと同じ。あれはあれで、凪を可愛がっているのだが、耀一郎にその理屈は通じない。

　天羽の主は非常に懐の広い人物だが、こと凪に関することとなると一転、幼稚園児並みの独占欲を振り回しはじめる。天羽も当初は驚いたが、愛情というのはこうも人を変えるものなのかと納得もした。

　ただ、固執する存在に対して容赦のないところや、その存在を手にするために手段を選ばないところなどは、さすがは我が主と感嘆し、また共感もした。

　天羽自身も、耀一郎と似たところがある。ただそれを表に出すか出さないかの違いだけ。さらには背負ったものの違いが、天羽と耀一郎の言動に差を生じさせている。貴族社会には、歴然とした身分の差が存在する。二十一世紀の今なお。

「城を出る前に止めさせます」

　出かける準備の真っ最中だろうふたりを止めることは、容易い。だが耀一郎は、珍しく寛容な反応を見せた。

「放っておけ」

「よろしいのですか？」

　どのみち、ふたりにはわからないように、常に人護衛をつけてあるし、アクセサリー類には発信機も仕込んである。

　以前日本にいたときに凪が襲われる事件があって、以来ふたりが今どこで何をしているのか、すべて把握できるようにと、耀一郎がシステムを組ませた。凪だけのつもりでいたのだが、耀一郎の希望でカイルにも同じシステムが組まれている。

　技術の進歩は素晴らしい。昔は人を何人も雇わなくてはできなかったことが、今ではいくらかの投資で可能なのだから。

「構わん。たまにはいいだろう。レスター公には釘を刺してある」

　ここはイギリス。伯爵家の力を使えば、不可能なことはない。そこに実業家としての耀一郎の基盤が加われば、鬼に金棒だ。たとえ相手が公爵家だろうが、怯む必要はない。

「かしこまりました」

　年下の主に忠誠を誓い、その威光を利用することに、微塵の躊躇ためらいもない。名より実を重んじる。求めた結果が得られるのであれば、手段は選ばない。己のプライドなど、ドブに捨てても惜しくはない。ない力は借りればいい。そんな天羽の眼鏡に適った人物は、あとにも先にも耀一郎ただひとりなのだ。










　レスター公の今一番のお気に入り、ヴァイオリニストのジュリアン・マクオニールの演奏は、華やかかつ繊細で、卓越した技術と成熟した表現力が、聴衆はもちろん評論家からも絶賛を浴びている。

　亜麻色の髪と翡翠の瞳、フレスコ画から抜け出てきた天使のごときその美貌をも武器に、今現在世界で最も注目を浴びる若手演奏家のひとりだ。

「どうだった？　ボクの演奏は」

　不満などあるはずがないと言い切る、この自信。

　字面は問いかけだが、尋ねる口調ではない。

　気紛れなレスター公の寵姫の座を、過去、例を見ないほど長く維持しつづけている美青年もまた、凪がお気に入りだ。そして凪もジュリアンに懐いている。カイルより歳が近いから余計話しやすいのだろう。

「とても素敵だったよ。二曲目に演奏したの、なんていうの？　中学校のとき、音楽の授業で聴いたことがある気がする」

「Schön Rsmarinのこと？」

「……？　え？　Schön……？」

「原題じゃわからないだろ？　日本では『美しきロスマリン』と呼ばれているはずだ。フリッツ・クライスラーの代表曲のひとつだぞ」

　ヒアリングできずにつかえてしまった凪に、カイルが助け船を出す。ただ助けてやるだけでいいのに、ついつい嫌みを混ぜてしまうのは、性分だからしょうがない。

「曲は聴いたことあるんですけど、でもタイトルまではわからなくて……」

　ラルフに連れられて、観劇やオペラ観賞や、イギリスに来てからというもの、上流階級の生活に馴染むべく凪なりに勉強をしているようなのだが、生まれたときからそれがあたりまえに身の回りに存在していた人間には、どうやったって敵わない。

「勉強しなくちゃ。伯爵に恥をかかせることになりかねないよ」

　肩を落とした凪に、ジュリアンが微笑みかける。

「そ、そう…だね」

「じゃあ、今度ＣＤとかＤＶＤ持って遊びに行くよ」

「本当？　嬉しい」

　ジュリアンに懐く凪が面白くなくて、その細い首に後ろから腕をまわして、ぐっと自分の胸に引き寄せる。

「わ…ぁっ、カイルさん……っ!?」

「ほんっと、誰にでも懐く仔うさぎだな。ラルフに告げ口してやる」

「そ、そんな……っ」

　真っ赤になってワタワタと慌てる凪を見て、ジュリアンが笑いを零す。

　そのとき、美青年三人の見目麗しい交流を遠目に眺めるしかできないでいた招待客たちの輪がふいに乱れて、ひとりの長身の男性が姿を現した。

「公爵さま！」

　パァッと顔を綻ばせたジュリアンが駆け寄って、その胸に抱きつき、頬にキスをする。

　そのジュリアンの腰を抱いたまま、凪と凪にじゃれつくカイルに歩み寄ってきたのは、今日のパーティを主催した、アーノルド・レスター公爵だった。

「ご機嫌麗しく、His.Grace公爵閣下」

「やあ、カイル、よく来てくれたね。凪くんも、よく伯爵のお許しが出たものだ」

「ボクが連れ出したんです。別にラルフの許しがなきゃ何もできないわけじゃないですからね。そうだろ？　凪？」

「え？　は、はぁ……」

「これはこれは……ずいぶんとご機嫌斜めなようだ。……何かあったのかな？」

　嗜虐趣味で快楽主義者のレスター公は、常に何か愉快なことを探して歩いているようなところがある。妙に敏いところがあって、厄介な人物だ。味方になれば非常に心強いのだが、敵にはしたくない。適当な距離感を持って関係を維持するのがちょうどいい、そんなタイプの人物だ。彼に真っ向から対峙できるような存在を、カイルはラルフくらいしか知らない。

　カイルの抱えた苛々に鋭く気づき、どうやら興味のアンテナを擽られた様子。レスター公は口角をわずかに上げてニヤリと笑みを刻むと、抱き寄せていたジュリアンをその腕から解放した。

「ジュリアン。凪くんと一緒に食事をとってきなさい。今日はまだ何も食べていないだろう？」

　もっと公爵と一緒にいたいと、ジュリアンの顔に書いてある。だが彼は、公爵の言葉に逆らうことなどできない立場だ。少し寂しげな笑みを浮かべてきゅっと唇を引き結び、凪を促すと、黙って背を向けた。

「可哀相に。ジュリアンはあなたに夢中なのに。あなたは不実ばかりを働く。彼以外にいったい何人の愛人を囲ってらっしゃるんですか？」

「今日はやけにつっかかるねぇ。ますます興味深い」

　レスター公の真の狙いはラルフなのだが、そのための駒としてカイルを使うことくらい、平気でする人物だ。

　いつもなら、警戒を解いたりはしない。誘い文句をフワリフワリとかわして、言葉の駆け引きを楽しむだけ楽しんで、それだけ。

　けれど今日のカイルは、特別苛々していた。溜めに溜めた鬱憤は、今にも爆発しそうなほど。だから、いつもならサラリとかわすはずの言葉に、ついつい頷いてしまったのだ。

「たまには私の誘いを受けてみる気にならないかい？」

「そうですね……」

　少し考えて、カイルは口許に笑みを刻んだ。

「欲しいものがあるんですけど……聞いてもらえます？」

　おねだりを聞いてくれるなら、誘いに乗ってもいい。サファイアの瞳を眇め、白い手を公爵のタキシードの襟元にそっと滑らせる。

「君のためなら、なんでも手に入れてあげよう」

「本当に？　難しいと思いますけど」

「君にも私にも入手困難なものがこの世に存在するというのかい？　それは興味深い」

　簡単に手に入るものなら、こんなに苛々していない。

　天羽の相好を少しでも崩すことができるのなら、加虐趣味で性質の悪いレスター公に、一晩くらい付き合ってやってもいい。自分が散らした痕の上から、痣や傷が山ほどつけられているのを見たら、あの鉄面皮も少しくらいは動揺を浮かべるだろうか。

　考えたのは、そんなこと。

　だが、カイルの浅はかな思惑は、達成されるはるか手前で阻まれ、ますますレスター公の興味を引く結果となってしまった。

「お待ちください」

　パーティ会場の奥、招待客の休憩用にと用意されている小部屋に連れ込まれる寸前、背後からかけられた声。硬質なそれが、カイルの足を固まらせた。

「主の使いでまいりました。少々お時間をいただきたいのですが？」

　慇懃な口調にも、レスター公は眉を顰める。この場面で邪魔をされれば当然だ。

「無粋だね。グランデール伯爵の従者がその程度では、主の評判にもかかわるよ？　そんなことをしている間に、彼の気が変わってしまうかもしれないじゃないか」

　主の評価を下げると言われても、天羽は引かない。だがカイルには、聞き流すことなどできない言葉だった。それはつまり、仕える立場にある天羽が至らないからだと、言われていることになる。天羽の評価を下げるようなことは、カイルの望むところではないのだ。

「それもまた、駆け引きのうち、なのでは？」

　だが、天羽は気にする様子もなく、落ち着き払った顔でレスター公を見据え、それこそ無粋なのではないか？　と切り返す。

「それはそうだが……」

　逆手に取って切り返されて、公爵はやれやれと肩を竦めた。

「ふむ。よかろう。ここは引くことにするよ。本当に怒らせて怖いのは、どうやら主のほうではなさそうだ」

　引き際のスマートさも、公爵がモテる理由のひとつ。無理強いや浅ましい言動は、公爵の美学に反するのだろう。それでもやられたままというわけにはいかないのか、

「伯爵にくれぐれもよろしく、と伝えてくれたまえ」

　去り際、一瞥とともに意味深な言葉を残していった。










「痛い！　放せよっ！　秀統!!」

　二の腕を掴まれ、ホールの外へと連れ出される。

　エントランスホールには、見慣れた車。運転手はいない。ということは、天羽が自分で運転してきたということだ。

　後部座席に押し込まれて、鼻先でドアを閉められる。

　これ以上文句を言える雰囲気ではなくなって、カイルは不服げに口を歪め、腕を組み、足を組んで、シートにどっかりと背を沈み込ませた。

「凪は？」

「耀一郎さまがお連れになられました」

「ふぅん。過保護なことだな。ひとり遊びも許さないって？　そんなに心配なら首輪つけてリードで繋いでおけばいいだろ」

　カイルの刺々しい言葉に、返される言葉はない。

　いつものことだと聞き流される。カイルが癇癪を起こそうが顔を真っ赤にして怒ろうが、天羽にとってはたいした問題でもないのだ。

　自分ばかりが空回りしている。

　本当に腹立たしい。

「ご実家から連絡がありました」

「連絡？」

「婚約発表の日取りについてご相談を、と」

「……っ!?」

　性急な家族の行動力に驚いたわけではない。そんな事実を、淡々と告げてくる男の落ち着きぶりにサーッと冷めるような気持ちにさせられたのだ。

「次の週末に、また皆さまお揃いになられるそうです。それまでに屋敷にお帰りください」

「なんで……」

　バックミラーに映り込む男の顔を、愕然と見やる。

「それで……いいのか？」

　男は、チラリと視線を寄越すことすらしない。

「おまえは本当に、ボクが結婚してもいいのかっ!?」

「構いません」

　即答だった。

「な……っ」

　ドクンッと、心臓が大きな音を立てて、けれどそれは一度きり、そのあとは何事もなかったかのように規則的な鼓動が、白い肌の下に響く。

「……そう」

　顔から表情が消えていくのが、自分にもわかった。

「わかった。今日は自宅へ戻る。本邸へ車をやってくれ」

「……かしこまりました」

　屋敷に着くそのときまで、バックミラーに映り込んだ天羽の目がチラリとでもカイルに向けられることはなかった。

　ドアを開け、傅く男に一瞥を投げる。

「帰るがいい。おまえの主のもとへ」

　どうせ自分には、天羽に命じる資格などない。天羽を自由にする力などない。

　ならば、無理やりにでも我がものにするまでだ。

　主従関係など、この手で断ち切ってくれる。

　世界にふたりきりなら、天羽はカイルだけのものだ。
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「これはいったいなんの真似でしょうか？」

　両手首を胸の前で拘束され、目隠しをされて、車に押し込められた。

　襲いかかってきたのは、黒尽くめの男たちが十人。そこそこの手練てだれだったが、たいしたことはなかった。

　カイルの様子がおかしいことにもすぐに気づいた。

　拳銃を突きつけられているというのに、余裕がある。その程度で腰を抜かすような器でないことは承知しているが、だからこそ、これが本物の危険だったとしたら、もっと気丈な態度に出ているはずだ。余計なことを言って実行犯をブチ切れさせるくらいのことをしてもおかしくない。

　だのに、

「放せよっ！　嫌だ……っ！　秀統、助けて……っー」

　瞳を潤ませて、助けを求めてくる。

　演技力は充分だが、いかんせんいつもとのギャップがありすぎた。何も知らない人間相手なら騙せるかもしれないが、相手が誰より……親兄姉より自分のことを知っている男だということを忘れないでもらいたい。

「おまえも一緒に来るんだ！」

　こめかみに銃口を突きつけられて、しょうがないかと諦めた。茶番に付き合うのはいいが、仕事が残っているのだが……。

　しかたなくホールドアップした。

　走りだした車のなかで、カイルはずっと天羽の腕に縋りついていた。それなりに不安には感じているらしい。

　降ろされたと思ったら、今度はヘリに乗せられた。

　車に乗っている間は、カーブを曲がる動きなどからだいたいの居場所を頭に入れていた天羽だったが、空に飛び立たれてしまっては、さすがにどうにもならない。

　一時間ほどフライトしただろうか。かなりの距離を飛んだことになる。

　──一時間圏内……か。

　思い当たる場所はいくつかある。焦る必要はないだろう。そう思っていた。

　目隠しを解かれたら、目の前にはサファイア色の瞳。

　悪戯を成功させた子どもと同じ光を宿した瞳をキラキラと煌めかせ、ワクワクと口許を緩めている。それを目にして、内心やれやれと嘆息した。本当に困った王子さまだ。










「なんの真似って？」

　広い部屋の中央に置かれた布張りのソファの上、カイルは込み上げる笑いをこらえこらえ、天羽の問いかけに首を傾げてみせる。

　天羽は両腕を胸の前で拘束された恰好のまま、その膝にカイルを乗せて（実際にはカイルが乗っかっているのだが）少々疲れを滲ませた眼差しを向けている。何を考えているのだと、呆れているのだろう。それでもいい。とりあえず第一段階は成功だ。

「ここはどこですか？」

「どこだと思う？」

「ずいぶん古いようですが、手入れは行き届いていますね。長く使用していなかった別荘か離宮といったところですか？」

「さすが。でもおまえは知らない場所だ。逃げられないよ」

　ふたりがここにいることを知っているのは、手はずを整えたレスター公と彼の息のかかった者だけ。カイルですらその存在を知らなかった古い別荘だから、そう簡単に見つかることはない。

「それで？」

「何？」

「私の最初の質問には答えていただけないのですか？」

　この状況を画策したのがカイルであることなどすぐに気づいただろうに、余裕の表情。慌てもしなければ憤りもしない。

　そんな天羽の反応にムッとさせられて、カイルはふんっと顔を背け、口を尖らせた。

「おまえがつれないからだろっ」

「婚約はあなたが生まれたときから両家の間で決まっていたことですし、貴族に生まれたからにはしかたのないことではありませんか？　ローウェル家に仕える身でもない私にどうしろと？」

「……っ!?　そんなこと、自分で考えろっ！」

　カッとして、吐き捨てる。

　だが、乗り上げた天羽の身体が、今は自分の支配下にあることを思い出して、クスッと笑みを浮かべた。

「カイルさま？」

「ここには誰も来ない。ふたりきりだ。──楽しもうか？」

　拘束を解かないままの天羽の腕のなかに身体を潜り込ませ、背に腕をまわさせる。囲いのなかに自ら入り込んで、男の胸元に擦り寄ると、カイルはスーツの上から逞しい身体をなぞり、男の中心に手を添えた。

　なんの兆しも見せていないその場所を、布越しにやわやわと揉む。刺激に反応して芯を持ちはじめたのを確認して、カイルは男の着衣を乱した。

　男の身体に体重をあずけながら、取り出した男の欲望に両手で愛撫を加える。冷めた眼差しを向ける男の唇に唇を寄せて、情熱的なキスを仕掛けた。

　手のなかの欲望が、熱く滾ってくる。

　いったん身体を離して着ていたものを脱ぎ捨てると、カイルは天羽の足元に膝をつき、そそり立つ欲望に顔を寄せた。

「おやめください。床に膝をつくなど……」

「ボクの好きにさせろっ」

　男はいつも、好き勝手カイルを翻弄して、カイルばかり乱されて、それがずっと不満だった。

　刺激に反応しただけの欲望を、濡れた舌で蕩かせていく。逞しくそそり立つ肉棒を根元から舐め上げ、舌先で括れを擽って、カイルの口には余る剛直を口腔全体を使って扱く。

　先端から滲みはじめた苦い体液を啜って、ときおりはぐらかすように解放しては、また舌を絡める。やがて上質な布地の下、男の太腿の筋肉が震え、腹筋が戦慄きはじめて、カイルは淫猥な行為に耽る自分をじっと見下ろしている男を、欲情に濡れた瞳で見上げた。

「どこまでする気ですか？」

「秀統はどうしたい？　飲ませたい？　それともかけたい？」

「そうですね、なかなか魅力的なお言葉ですが、できればあなたのなかで」

　天羽の欲望に奉仕を施しているうちに、カイル自身はすっかり勃ち上がって、先端から溢れ出した蜜でしとどに濡れそぼっていた。震える下肢を叱咤して立ち上がり、浅ましい反応を見せる肉体を男の視界に晒す。男の腰をまたいで、懐に潜り込む。

「これを解いてはいただけないのですか？」

「ダメ。今日はボクのしたいようにするんだから」

　手首の拘束を解いてはくれないのかと問われて、鮸膠もなく切り捨てる。高飛車な口調で言い放ちながらも、その実いつも以上に興奮している自分に気づいていた。

　男の首に腕をまわし、身体を支えて、そそり立つ剛直の上に腰を落としていく。

「……んっ、あ、くっ」

　両手首をまとめて拘束されたままの状態でも、天羽はその腕でカイルの身体を支えてくれる。

　膝で身体を支えながら根元までを受け入れて、ホッと安堵の息をついた。すでに身体に馴染んだ熱が、今日は新鮮に感じられる。

「キス、して」

　すぐ間近にある顔に、囁く。ほんの少し、顔を寄せればいいだけのことなのだけれど、男のほうから、与えてほしかった。

　はじめ窺うように触れてきた唇を、深く誘い込み、首にまわした腕に力を込める。

「……んっ、は…ぁっ」

　身体が馴染むのを待ってゆっくりと腰を揺すろうとして、しかし突如下から襲った突き上げに、カイルはしなやかな背を撓らせた。

「ああぁ……っ！」

　拘束されたままの腕でカイルの身体を支えて、天羽が腰を揺すり上げてきたのだ。たまらず嬌声を溢れさす唇を啄みながら、余裕を失わない声が伺いを立ててくる。

「もういいでしょう？　いいかげんに解いてくれませんか？」

「ヤ…だ、あ、ぁ……んっ」

　男がまだ冷静なことを感じ取って、悔しくて首を横に振る。

「こんなものじゃ足りないのでしょう？　でも手が使えなくては、さすがの私にも限界があります」

　もっと激しい快感が欲しいのだろう？　と、耳朶に愛撫を落とされた。突き上げに翻弄され、カイルの弱い場所を知り尽くした唇に唆されて、それでも必死に頭かぶりを振った。

「秀…統っ、ダ…メ、あぁっ！」

「強情ですね」

　耳朶に苦笑とともに落とされた、呆れと何か熱いものが混じった声。

　途端、視界が揺らいで、天地が入れ替わる。

「え？　あ……あぁっ！　や…んっ、い…つの、間に……」

　天羽の膝に乗り上げていたはずの身体がソファに倒され、大きな手に腰を掴まれた。

　拘束されていたはずの男の手が、カイルの細い腰に指を食い込ませている。その感触に、ゾクリと背が震えた。

　見れば、天羽の手首を拘束していたはずの拘束具が、床に落とされている。

「ど…して……」

「あんなものでは、私は縛れませんよ」

　悔しさと抗い難い喜悦とに、カイルは唇を噛み締め、サファイアの瞳に涙を滲ませる。震える白い瞼にキスが落とされて、カイルは黄金に輝く長い睫を揺らした。

「秀…統？」

「何をお望みですか？」

　こんなことまでして、自分に何をさせたいのかと尋ねてくる。

「一緒に……」

　言いかけて、一瞬躊躇う。

　けれど、呆れられても笑われても、絶対に引かない覚悟でカイルは希望を口にした。

「一緒に逃げて」

　きつい瞳を上げて、男を見据える。

　曇りのない、コーンフラワーブルーが、ストイックな相貌を映し出す。乱れた蜂蜜色のブロンドをやさしく掻き上げながら、天羽は小さく息をついて、苦笑を零した。

「今さら言うことですか？　すでに私は拉致されているのですよ？」

　余裕の声で返されるのを、

「いいから！　おまえは『ＹＥＳ』と言えばいいんだ！」

　いつもの調子で切り返す。

　しばしの沈黙。アメジスト色の瞳がわずかに眇められて……、

「いいでしょう」

「……え？」

　望んだ返答のはずなのに、にわかには信じられなかった。

「それがあなたの望みとあらば」

　まっすぐに見つめる瞳には、揶揄の色もなければ、打算や計算も窺えない。

「秀統……っ」

　ひしっと縋りついて、行為のつづきをねだる。

「ベッドじゃなくていいのですか？」

「このまま……ここでいいっ」

　与えられた口づけは温かくて、送り込まれる快楽はただひたすらやさしく、ゆっくりとカイルを追い上げていく。

　ソファの上で二度果てたあと、ベッドに場所を移し、生まれたままの姿になって、欲望のままに互いを貪り合った。

　欲しいと言えば、望むだけ与えられた。

　求めれば、求めた以上の濃密さで貪欲さで、男は返してきた。

「ここでほとぼりが冷めるのを待って、そしたら海を越えよう。ヨーロッパを回って、また日本に行くのもいいな」

　資金なら、事欠かない。カイルには、ローウェル家とは無関係に成した財が、使いきれないほどあるのだ。

「そうだ！　ドバイに行こう」

「ドバイ、ですか？　もしかして……」

「そ。〝ザ・パーム〟と〝ザ・ワールド〟。脱オイルマネーを狙った、政府主導の巨大開発事業さ」

　アラビア半島の東部、ドバイ沖のペルシア湾で展開されている開発事業。海を埋め立てて島をつくり、そこに一大高級リゾートを建設する。はるか上空、宇宙から見下ろせば、その埋立地は椰子の木のかたちに見えたり、果てには地球儀を模っていたり……想像を絶する規模で行われている開発事業だ。一戸の値段は最低でも九千万円台からで、最初に売り出された区画は、億単位の物件がまたたく間に完売したという。中東への投資熱が高まっている昨今、世界規模で最も注目されている投資先のひとつだ。

「購入してらっしゃったんですか？」

「いいだろう？　青い空と青い海に囲まれて、誰にも邪魔されず、ふたりきりだ。綺麗だろうな、コバルトブルーの海もスカイブルーの空も……」

　うっとりと語るカイルの頬に伸ばされる、大きな手。綺麗な指先が、乱れて頬にかかった金色の髪を梳いて整えてくれる。頬に触れる指先の心地好さに、カイルは長い睫を伏せ、男の胸に擦り寄った。

　くたくたになるまで抱き合って、男の腕に抱かれて、ただ静かな時間を過ごす。

　世界にふたりきり。満ち足りた空間だ。

「秀統……？」

　カイルの金髪を梳き上げて、そのまま動かない男に訝る眼差しを向けると、男はフッと微笑んで、

「あなたのサファイアブルーの瞳のほうがずっと綺麗ですよ」

　いつもなら、絶対に言わないだろう言葉を口にした。

「幼いころは本当に、大粒の宝石が零れ落ちんばかりでしたが……」

　出会ったあの日、秀統はその温かな手を差し伸べて、カイルを救ってくれた。カイルのことを「天使」だと笑って言ってくれた。

「秀統……」

　腕を伸ばして、もっと抱き締めてほしいとねだる。

　言葉のかわりに口づけで返される「ＹＥＳ」の返答。覆いかぶさってきた男の背に腕をまわして、カイルはうっとりと瞼を閉じる。

　肌を這う大きな手は熱くて、身体中、余すところなく落とされる愛撫は執拗なほどに。そうして、濃密な時間はあっという間に過ぎていく。

　陽が落ち、太陽が昇っても、ふたりはベッドの上で、ずっと抱き合っていた。かたときも離れず、互いの体温を共有し合った。

　シャワーを浴びて、面倒だからと別のベッドルームに移動して、そこでまた抱き合う。ベッドサイドのテーブルには、地下の貯蔵庫から持ち出してきた数本のワインと、チーズにサラミ、冷凍パン。

　一日が過ぎ、二日が過ぎ、三日が過ぎても、ふたりの上に流れる時間は、ゆったりと変わることはなかった。

　だが、当然、このままでいられるわけがない。

　明日になったら、先のことを考えよう。

　航空券を取って、数日のうちに海を越えよう。

　父上、母上、兄姉たちに見つかる前に、逃げてしまおう。

　もう二度と、ラルフに天羽は渡さない。

　天羽の腕のなか、カイルは幸せな夢を見つづける。










「困りましたね。勝手な行動に出られては、予定が狂ってしまうではありませんか」

　腕のなか、疲れた顔で寝入るカイルを見つめる男が、ポツリと零す。

「傅かれる立場の人間に無駄な行動力は不要だということを、学んでいただかなくてはいけませんね」

　指先に、月明かりに照らし出される金髪をひと房取り、そっと唇を寄せる。

「我が君は、ただひとりきりなのですよ。──ずっと以前から」

　あと数時間で、四日目の朝が明ける。

　でも、今はまだ。

　高く昇った月が西の空に消えるまでは、茶番劇の登場人物でいるのも悪くない。










　外から届いた騒音に、目覚めを強要された。

　──なん…だ……？

　バラバラと煩いこれは……、

　──ヘリ……!?

　ハッと瞼を開けると、途端朝の陽射しが目に飛び込んできて、思わずぎゅっと瞑ってしまう。

「な…に……？　秀統……？」

　隣を探って、人の体温がないことを確認した。

「秀統？」

　ゆっくりと瞼を開けて、視線を巡らせる。

　室内の景色が昨夜までと違って見えるのは、朝陽に照らされているからではない。

　気配が……いや、空気が違う。

　ドアがノックされて、きっちりとスーツを着込んだ男が姿を現す。ふたりきりの場所で、ノックなど必要ないはず。事実、昨夜までは、そんなことしなかった。

「秀統……？」

　天羽の態度は、ここへ来る前と変わらないものに戻ってしまっている。カイルの我が儘を聞き入れ、求めるままに与えてくれた男の姿は、今はどこにもない。

「お召し物のご用意をさせていただきました。シャワーを浴びてお着替えください」

「……え？」

　何を言われているのか、わからなかった。

　それでも、「いいかげんベッドから出てどこかへ出かけよう」という誘いの言葉でないことだけは、理解できた。

　男は、一緒に逃げてくれると言った。

　カイルが望むのなら、それを叶えてくれると……。

「迎えのヘリがまいりました」

　告げられた言葉の意味を理解して、ゆるゆると目を見開く。

「ひで…と？」

　驚きに見開いた瞳を、つづいて憤りに眇める。だが天羽の表情は変わらない。カイルの視線の先にあるのは、いつもの、冷淡なほどに落ち着き払った相か貌お。

「……どうして？」

　震える声に返される言葉はない。男は黙ってカイルを見据えている。

「秀統!?」

　答えろと、言い訳があるなら言ってみろと、きつい眼差しを送ると、男はゆっくりと口を開いた。

「帰りましょう」

　想像通りの返答に、シーツを握り締めた拳が震える。

「皆さまが心配しておいでです」

「嫌だ！　ボクは帰らない！　結婚なんかしない!!」

　男の声には、落胆もましてや安堵もない。

　策を張り巡らせたつもりで、最初から男によって破られていたのに違いない。わかっていて拉致られて、シナリオの結末部分をカイルが気づかぬうちに書き換えた。

　三日と、決めていたのだ。はじめから。ここに着いたときから。

　限られた時間だったから、男は何もかもすべて、カイルの要求に応えてくれただけ。甘やかしてくれたのも、情熱的に抱いてくれたのも、何もかも。

「なんでだよ！　そんなにボクが嫌いか!?　迷惑なのか!?　だったらなんで……なんで最初のときに拒まなかったんだ!?　あのときに突き放せばよかっただろう？　ラルフのために、そこまでするっていうのか？　あいつの立場を守るためなら、一族の末席にいる程度のボクであっても、ご機嫌をとっておいて損はないとでも!?」

　視界が歪みはじめるのがわかって、唇を噛み締めた。瞼を伏せたら、大きな瞳いっぱいにたたえたものが溢れてしまいそうで、きつく眇めた眼差しを、男から外すこともできない。

　すると、それまでずっとカイルに言われるままになっていた天羽が、ゆっくりとベッド脇に歩み寄ってきて、乱れたシーツのなか、白い肢体を怒りに震わせるカイルに視線を落とした。その瞳が、ほんのわずか、苦しげに細められたように見えたのは、カイルの目の錯覚だろうか？

「あなたに、ローウェル家を捨てることができますか？」

　落とされたのは、低い声。

「秀…統？」

　何を言っているのだ？　自分は端からそのつもりだ。そのために、レスター公を買収して、駆け落ちを計画したのだ。

　だが、いつもの調子で返すことはできなかった。

　見上げた先に見た男の纏う空気が重すぎて。

「貴族の暮らしを捨てることができますか？」

「貴族なんて……今どきなんの意味も……」

　必死に食いさがろうとした言葉は、途中で阻まれる。

「ならばご家族は？」

　天羽の口調が、強くなった。

「愛するご両親や、やさしい兄上さまや姉上さまたちを捨てることができますか？　幼いころからご家族の愛情を一身に受けて育たれたあなたに、できるはずがない」

「……っ!?」

「いくらあなたに甘いお父上さまでも、他家の使用人の、しかも男と逃げたと知れば、穏便に済まされるとは思えません。そのような理由で婚約破棄となれば、ファウラー家も黙ってはいないでしょう。格下の男爵家相手とはいえ、ただでは済まなくなります。ローウェル家の名を、貶めることになりかねません」

　言われて、愕然と目を瞠る。

　否定することなど、できない言葉だった。

　天羽の言う通りだ。

　そして天羽は、誰よりもカイルの置かれた環境を理解している。

「家を捨てるということは、そういうことです。あなたの私財などすぐに差し押さえられるでしょう。口座など即日凍結されます。ご自分が何銀行に口座を開いているのか、お忘れではありますまい？　どうやって逃げおおせますか？　銀のナイフより重いものを持ったことのないあなたに、いったい何ができます？」

　──……っ!?

　力なく、シーツの上にヘタリ込むしかなかった。

「湯浴みの用意はできております。お急ぎください」

　己の甘さを指摘され、その上で、男の冷静さを見せつけられた。

　どんな熱なら、男のクールな相貌を熱く溶かすことができるのだろう。

　どうしたら、男は自分ひとりのものになるのだろう。

「……立てない」

　ボソッと吐き捨てる。

　ギシッとベッドが鳴って、男が片膝を乗り上げてくる。

「ご無礼を」

　ふわりと、身体が浮いた。

　だるさの残る身体を抱き上げるのは、逞しい腕。

　バスルームへ、運ぶだけの行為。

　しがみつきたい衝動に駆られて、けれどカイルは身体を包むシーツをぎゅつと掴み、それに耐えた。

　ヘリが飛び立ったのは、それから二時間後のことだった。
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　向かいのソファに座る凪が、先ほどからもの言いたげな視線をチラチラと向けている。

　口を開きかけては閉じ、どうしようかと悩んで意を決して顔を上げ、切り出すきっかけを見つけられずに紅茶を啜る。その繰り返し。おかげで今日は、やけに紅茶の減りが早い。

　足元では、躰は充分に大きいもののまだ仔犬のダルメシアンが、凪の膝に鼻先を擦りつけて甘えている。愛犬を話のきっかけにしようとけしかけてもみるのだが、彼は凪の傍を離れたくないらしい。

「言いたいことがあるんなら言えよ」

　いいかげん面倒くさくなって、吐き捨てるように言うと、凪は長い睫を瞬かせ、黒々とした大きな瞳を見開いた。

「あ、あの……」

　愛犬の頭を撫で、ビロードの手触りの耳を弄びながら、凪が視線を彷徨さまよわせる。せっかくこっちからきっかけを与えてやったのに、躊躇うとは何事かと呆れた眼差しを向けると、凪は小ぶりな唇をきゅっと噛み締めて、おずおずと言葉を紡いだ。

「こ、婚約……正式に決まったって……」

「あぁ」

　それが？　と、短く返す。

　途端大きな瞳を哀しげに揺らして、凪は身を乗り出してきた。

「で、でもっ、それじゃ天羽さんは……」

「知らないよ、あんなやつ」

「そんな……」

　ボーッとしているように見えて、見ているところは見ているから、凪はカイルがラルフを追いかけて日本にまで行き、凪に突っかかっていた理由くらいわかっているだろう。ラルフが凪を連れてイギリスに戻ってきてからは、このアトリエに毎日のように顔を出す意味も。

「おまえが気に病むことじゃない。貴族の宿命さだめなんだとさ。よかったな、ラルフが型破りな当主で」

　一族の長老たちから何を言われても、爵位とグランデール伯爵家当主という立場を逆手に自由に生きられるように、ラルフはわざと、愛着も何もない爵位を受け継ぎ、忌々しいとしか思っていなかっただろうグランデールの名を継いだ。

　そうして得た力を存分に揮って、彼は事業を大きくし、一方では凪を傍に置くことができる状況をつくり出している。長老たちの誰も納得してはいないのだろうが、表立って苦言を呈することができる人間もいないということだろう。

　だがカイルには、そんなやり方はできない。

　自分の意志とは無関係に、誰かに好きにされるなんて御免だ。だが自分には、ラルフのような力はない。それでも、このまま黙って引き下がれるわけでもない。ただ今は、どうにもならない現実が目の前に横たわっているだけだ。

「あ、あの、ジュリアンから、パーティの招待状もらったんです。仮装パーティですって。楽しそうですよね。この前は結局行けなかったから……」

　白い封筒を取り出して、差し出して見せる。

　健気な様子に微笑ましいのも通り越して、呆れてしまった。毎日毎日あれほど弄くられておきながら……自分のことなど、放っておけばいいのだ。

「あ、あの……」

　上目遣いに窺うその表か情おに嗜虐心を擽られて、カイルはフッと口許に笑みを浮かべた。いつもの、カイルらしい笑みだ。

「今度はどうされたい？」

「どうって……」

　結局行けなかった仮装パーティ。あのときは、黒うさぎのコスチュームを着せてやった。かなりエロティックな、ショーダンサーのような恰好だ。ラルフへのいいプレゼントになったと思っているのだが、どうだろうか。

「ネコミミ…ですか？」

　この前言われたことを思い出したのだろう、頬を引き攣らせながらも、おずおずと伺いを立ててきた。呆れるあまり、思わず吐き捨てる。

「本気にするな、バカっ」

「……すみません」

　招待状を胸に、肩を落とす。同時にホッと安堵の息をつくのを見て、カイルは意地悪く言葉を付け加えた。

「やりたいんなら、付き合ってやってもいいけど？　そのかわり、あとのフォローは自分でしろよ」

「そ、それは……」

　途端、白い頬をカァッと赤く染める。なるほど、思った通り、前回のプレゼントはかなりラルフのお気に召したようだ。相当可愛がられたに違いない。

　そこヘノックの音がしてドアが開き、使用人が来客を告げる。

　現れたのは、亜麻色の髪に翡翠の瞳の美青年、ヴァイオリニストでレスター公の愛人でもあるジュリアンだった。

「やあ、凪」

「ジュリアン！　いらっしゃい」

「やぁ、カイル。ここへ来れば君にも会えると思っていたよ」

　かけられた言葉には、肩を竦めることで返す。

「パーティ、来られそう？」

　凪が手にした招待状を見て、ジュリアンが、今度こそはすっぽかさないで来られるのかと尋ねてくる。

「う…ん、それが……」

　言葉を濁した凪を見て、状況を察したのだろう、ジュリアンの視線がカイルに向けられた。

「どっちでもいいけど、今度はボクもここで一緒に仕度することにするよ。そしたら伯爵さまに邪魔されても、とりあえず凪の可愛い恰好だけは見られるしね」

「ジュリアン!?」

「伯爵さまが、辛抱たまらなくなるくらい、可愛かったって聞いてるよ？」

　ますます茹で蛸になって、凪は顔を伏せてしまう。

　ふたりの他愛ないやりとりを聞きながら、カイルは口許に薄い笑みを浮かべて、けれど心はここになかった。

「相変わらずなようだね、伯爵さまは」

　自分ばかりが幸せだと責められたように感じたのかもしれない。凪は瞳を曇らせて、ジュリアンの横顔を窺う。それに気づいたジュリアンが、凪の黒髪をくしゃっと撫でた。

「ボクはいいの！　負けないもの。誰にも」

　強い言葉を、眩しいものを見るような気持ちで聞く。繊細な容貌が印象的なジュリアンだが、あのレスター公の愛人のひとりなのだ、それこそ天使のような容貌で、その実かなりしたたかな本性を持ち合わせていることは間違いない。カイルはともかく、凪など想像もできないだろう修羅場も、数多く経験しているはずだ。

「そういえば、アーノルドがつまらなそうにしてたよ」

「ジュ、ジュリアンっ」

　カイルに視線を向けたジュリアンが、意味深な言葉をかけてくる。慌てた凪を視線で制して、カイルはひょいっと肩を竦め、少々投げやりな仕種で髪を掻き上げた。

「いいさ」

「でも……」

　ふたりの間で、凪がオロオロしている。

「公爵閣下には、そのうち埋め合わせをさせてもらうよ。君に呪われない方法でね」

　レスター公に執着するジュリアンとは対照的に、公爵にとってジュリアンは数いる愛人のひとりにすぎない。たとえ今は寵姫でも、いつ飽きられ、パトロンを降りると言いだすやもしれないのだ。

　それでもジュリアンは、公爵を一途に思いつづける。そこに共感とともに決して真似できない何かを感じて、カイルはふいっと視線を逸らした。それとなく。

　ノック音。

　三人が揃っていて、さらに凪のアトリエに顔を出す人物といったら、あとふたりしかいない。

　ドアを開けたのは天羽。先に部屋に足を踏み入れてきたのはラルフだった。

「耀一郎さまっ」

　凪が、パッと顔を綻ばせる。

　それを見たラルフの表情も、あれでも抑えているつもりなのだろうが、長い付き合いのカイルの目には、充分に脂下がったものに見えた。

　駆け寄ってきた凪を抱きとめて、三人の目があることなどお構いなしに抱き寄せ、情熱的に口づける。

　思わず眉間に皺が寄ってしまった自分とは対照的に、ジュリアンは呆れた顔で肩を竦め、相手などしていられないとばかり、テーブルの上に置かれた籠に山と盛られた焼き菓子に手を伸ばした。

　そんなふたりの脇を擦り抜けて、一歩進み出た天羽が、カイルに視線を向ける。

「迎えの者が待ちくたびれております。今日はこのあと、当日のお召し物のフィッティングがあるとお聞きしておりますが？」

「……そうだったっけ？」

　視線を逸らし、シラを切る。

「仕える者の手を煩わせるようなことはおやめください。ご自身の評判にかかわりますよ」

　厳しい指摘にカッとして、けれどカイルは、見上げた先に見た冷めた相貌を睨みつけるにとどめた。この男に何を言ったところで無駄なことは、もう嫌というほどわかってる。

「……カイルさん？」

　腰を上げたカイルを、凪が不安げな声で呼び止めた。

「帰る」

　そのあとにつづこうとした男の足を、鋭い声で止めさせる。

「見送りなら不要だ。ひとりで帰れる」

　事務的な見送りなどいらない。

　名残惜しいと思っているわけでもないくせに。

「ネコミミ、用意しておいてやるよ」

　ドアを閉める寸前、不安げな顔の凪が目に入ってきて、ウインクとともに言葉をかけた。










　バッタンッ！　と、激しい音とともにドアが閉められて、天井の高いアトリエに騒音が響く。

　四人がドアを見つめて、しばしの沈黙。しかし……、

「天羽さん!?」

　一瞬の静寂を破ったのは、凪らしくない天羽を責める厳しい声だった。大きな目には涙さえ滲み、長い睫が憤りに震えている。

「どうしてですか？」

「凪さま」

「カイルさんの気持ち、わかってるはずなのに……っ」

　酷い…と呟いて、唇を噛む。

　なぜ平然としていられるのか？　と、その目にはあたりまえの疑問。だがそれに返せる端的な言葉を、天羽は持ち合わせていない。

　だから、凪の責める眼差しを黙って受け止めて、返すことも受け流すこともしなかった。その反応が、凪の不満をより大きくしてしまうとわかっていて。

「耀一郎さまっ」

　天羽に訴えても無駄だと思ったのか、凪は抱き込まれた腕のなかから耀一郎を見上げて、スーツの襟元にひしっと縋る。だが耀一郎は、口許にかすかな苦笑を浮かべるだけ。

「私に言っても無駄だ」

「そんな……っ」

　キュッと唇を引き結んだ凪は、耀一郎の腕を振り払い、抱き寄せられていた広い胸から身体を離す。そして、キッときつい眼差しで交互にふたりを見やって、

「おふたりとも嫌いですっ」

　ダッと駆けだしてしまった。

「凪！」

　耀一郎の呼び止める声にも振り返らない。

「おいで、デュフィ！」

「ワンッ！」

　どうしようかとオロオロしていた愛犬のダルメシアンが、凪のあとを追っていく。

「──ったく、ボクは客なんだけどな」

　ひとりと一匹の背を追うべく、やれやれといった様子でジュリアンが腰を上げる。

　ふたりの脇を行き過ぎるとき、チラリと冷ややかな眼差しを向けて、彼もまた部屋から駆け出して行った。

　静寂が戻ったアトリエで、予定を狂わされた耀一郎が、やれやれと息をつく。

「私までとばっちりじゃないか」

　怒っているわけではない。どこか愉快そうな色が滲む声。

「申し訳ございません」

「おまえのことだから考えがあるのだろうが……まぁいい」

　主にすら本心を晒さない男を、耀一郎は黙認する。

　昔からそうだ。ふたりを結びつけるものは、表向きの主従関係と、うらはらの打算。

　だが、そうやってふたりは闘ってきた。今まで。

　──まだ、そのときではないのですよ、カイルさま。

　内心の呟きは、本人以外に知られることもない。
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　著名人の滞在先として、また名作映画のロケ地としても有名な、イギリスを代表する高級ホテル。格式高いそのホテルのレストランを借り切って、パーティは行われていた。

　ピンク色の大理石に豪華なシャンデリア、時代を感じさせる壁画と調度品の数々。

　着飾った紳士淑女と管弦楽団の生演奏。

　貴族の婚約発表パーティにしては、これでも地味なほうだ。家督を継ぐ立場にある兄の婚約のときには、もっと盛大に行われた。それでも、中産階級の人間の目で見れば、十二分に派手で豪勢なパーティだ。映画の撮影かと思ってしまうほどに。

　ローウェル家とファウラー家の婚約パーティ。どちらも代々つづいた貴族の家柄であるがゆえに、集う人々も貴族や政財界の大物とその関係者たちに限られ、天井から降り注ぐシャンデリアの光に、会場全体が光り輝いているように見える。

　晴れやかな場で、一番憂鬱な顔をしているのは、主役の自分に違いない。

　胸には華やかな薔薇のブートニア。

「あなたの愛を受け入れます」という意味を込めて、花婿が贈った花のなかから花嫁が一輪をとり、将来の伴侶となる人の胸元に挿したのが由来だと言われる。

　受け入れるも何もない。

　信じられないことに、カイルは自分の婚約者と、今日はじめて顔を合わせるのだ。

　言葉すら交わしていない。

　──冗談じゃない。

　情を移したくなくて、カイルが拒んだためなのだが、いざとなるとなんとも言えない理不尽さがあった。

　ゴージャスな薔薇をあしらったブートニア。カイルに似合うように誂あつらえられたそれは、若い婚約者を飾るには、いささか浮いている。

　ブラウンの髪にグリーンアイ。評判になるのもわかる、瑞々しい美しさだが、カイルに比べれば地味さは否めない。だがそれは、カイルが特別派手な容貌をしているがゆえ、と付け加えるべきだろう。彼女の名誉のためにも。

　壇上に上げられて、招待客の視線を一身に浴びる。

　司会者の大仰な紹介と同時に降り注ぐ、取材を許可されたマスコミのカメラのフラッシュ。テレビカメラまで入っていて、世間の注目度の高さが窺える。これなら、裏から画策する必要もなかったかと思わせられるほど、どうやらローウェル家の名もファウラー家の名も、まだまだ捨てたものではないらしい。

　自身の冷めた心を映し出すように、本来非常に華やかで興奮と歓喜に満ち溢れているはずのパーティ会場が、妙に寒々しく感じられた。

　だが、感傷に浸っていられる暇はない。カイルには、やらねばならないことがあるのだ。

　狙いを定めるべく、会場内に視線を巡らせる。

　さすがに逃げることはかなわなかったようで、会場のほぼ中央に、煌めくプラチナブロンドを見つけた。そして、その背後に影のように付き従う、ブルネットの髪の主にも。

　場の進行など無視して、カイルは壇上から降りる。

　最初に驚いた顔を向けたのは、隣にいた令嬢。それから、司会者が台本を読むのを忘れて言葉を途切れさせ、それが招待客たちの視線を前へと集めさせる。

　何事かと訝る視線を向ける招待客のなかを悠然と進み、カイルはラルフの前に立つ。

「次はネコミミつけた凪をプレゼントしてやるから、それで大目に見てよ」

　口許には笑み。ウインクを送ってやると、ラルフはあからさまに嫌そうな顔をして、眉を吊り上げた。それを無視して、カイルは、ラルフの背後に立つ長身に視線を向ける。

　目的への一歩。見つめるのは、男の紫水晶の瞳のみ。

　瞬間、場が凍りついた。

　息を呑んだ人々が、呼吸を取り戻すことすら忘れて、目の前に突如突きつけられた光景に見入っているのがわかる。

　思い出したように瞬きはじめたカメラのフラッシュが、湯水のように浴びせられはじめてやっと、周囲がざわめきを取り戻した。

　招待客の視線という視線を一身に浴びて、たっぷりと時間をかけて、周囲に見せつけるようにとった行動。

　ラルフの背後に立つ天羽に歩み寄って、その首にしなやかな腕をまわして後頭部を引き寄せ、衆人環視のなか、カイルはその唇を天羽のそれに押しつけたのだ。

　突然のラヴシーン。

　舞台の主役は一変し、婚約発表パーティの主役の片割れと招待客のひとり、しかも男。その男が、グランデール伯爵に付き従っていた、伯爵家に仕える立場にある者であることは、囲んでいた招待客たちの目には明らかだろう。

　男は、驚いているのか呆れているのか。なんの反応も返してこない。

　それでもいい。

　今は、計画を最後まで実行し切ることが、何より優先事項だ。

　チュッと、濡れた音を立てて、唇を離す。

　男の首に腕をまわし、しなだれかかった恰好で、カイルは妖艶にサファイアブルーの瞳を細めて見せた。

「やっぱりダメ」

　シナをつくって、わざと周囲に聞こえる声で。

「忘れられないんだ、キミのこと」

　少し掠れた声色は、一定距離を保って周りを囲んでいる招待客の下半身をも直撃の艶っぽさ。

「こんな気持ちのまま、結婚なんてできないよ」

　言葉を返さない男に、一瞬たりとも口を挟む隙を与えないように、あることないことでっち上げ、ふたりの関係性を周囲に印象づける。そして、最後のとどめとばかり、下世話な内容を持ち出した。

「ボクにいけないこと、たくさん教えてくれただろう？　あれはいくつのときのことだっけ？」

　途端、周囲がザワッとどよめいて、近場にいた貴婦人がポッと頬を赤らめた。そんな反応をするような年齢でもなかろうが。

　男は、眉間を寄せた厳しい表情で、じっとカイルを見下ろしている。

　アメジストの瞳の奥に揺らめく焔の色は、憤りだろうか、それとも……。

　すると、卒倒寸前といった様子で兄たちに身体を支えられてワタワタと駆け寄ってきた父が、唾を飛ばしかねない勢いで問いただしはじめた。

「カ、カイル!?　これはいったい……っ!?」

　仮にも貴族の端くれ、もう少し余裕というものが欲しい。グランデール一門と姻戚を結ばざるを得なかった、これがローウェル家の器なのかもしれない。

「ごめんね、父上、母上、お兄さまたち、お姉さまたち。ボクは彼を愛してるんだ」

　カイルの堂々たる告白に、兄たちは目を瞠り、姉たちは青い顔で、それぞれ夫や若い愛人の腕に崩れ落ちる。

　クワッと目を剥いた父が、泡を吹きそうな勢いで今度はラルフにその矛先を向けた。

「伯爵！　これはどういうことだね!?　説明したまえ！」

　それに便乗するように、一門の長老たちや、日ごろラルフの存在を快く思っていない重鎮たちが、次々に口を開く。

「これだから反対したんだ！　東洋の小島の血の混じった庶子に伯爵家を継がせるなんて……！」

「稚児遊び好きな主の教えだろう？　使用人風情がローウェルの息子に手を出すなどと！」

「親族会議だ！　恥晒しめ！」

　周囲の目のあるところで煩く喚くほうが、よっぽど恥晒しだと思うが。

　使用人の使用者責任を求められて、ラルフが矢面に立たされる。だがとうのラルフ本人はもちろん、自分のせいで主の顔に泥を塗る結果となってしまった天羽すらも涼しい顔。長老たちの口汚い罵りに、眉ひとつ動かさない。

　自分が仕掛けたこととはいえ、こんなふうにふたりを罵倒されるのは本意ではない。さすがに我慢しきれなくなったカイルが口を開こうとしたとき、

「行け」

　凛とした低い声が、短い言葉を紡いだ。

「耀一郎さま？」

「面倒だ。諸悪の根源をさっさとこの場から連れ出せ」

　アイスブルーの瞳に一瞥されて、カイルがムッと唇を歪める。

「ラルフ……っ」

　咄嗟に食ってかかろうとしたら、後ろからまわされた大きな手に口を塞がれた。

「……っ」

　片手でカイルの口を塞ぎ、もう片手で身体を拘束して、天羽が主に黙礼する。

「ありがとうございます」

「この貸しは高くつくぞ」

　主に促されて、天羽が踵を返す。

「秀統……っ」

「ひとまず逃げます。ついてきてください」

　強い力で肩を抱かれ、パーティ会場から連れ出される。

　見守る人々は圧倒されるばかりで、招待客のなかの誰ひとり、警備員すらも、ふたりを止めようとはしなかった。










　ふたりの姿が見えなくなった途端、会場中が悲鳴と怒号に包まれた。

　憤る者、大笑いする者、興味津々といった様子で好き勝手な憶測を喚く者。

　上に残された令嬢の顔が妙に落ち着いていることに、耀一郎は気づく。

　──なるほど。

　さすがは天羽。耀一郎がただひとり、人生においてもビジネスにおいても、パートナーと認めた男なだけのことはある。

「何か手伝えることはあるかな？」

　背後からかけられた声には、愉快そうな色。

　レスター公が口許をニヤニヤさせて、横から耀一郎の表情を窺ってくる。

「素敵じゃないか。身分を越えた愛なんて。浮気も不倫も愛人もあたりまえ、恋の駆け引きをゲームのように楽しむ上流社会において、まさに奇跡だ」

　他人の趣味に口を挟む気はないが、自分を巻き込むのも、わざわざ巻き込まれに来るのもカンベンしてもらいたい。

「あんたは引っ込んでいろ。余計ややこしくなる」

　一瞥を投げると、

「そうかなぁ？　公爵の称号は、結構役に立つと思うよ」

　ふふっと笑う、厄介な横顔。耀一郎に意味深な視線を投げて、レスター公は一歩進み出る。

「私は何も頼んでいないからな」

　勝手にしろと吐き捨てて、耀一郎も踵を返す。会場の端で壁の花になって事の一部始終を見守っていた凪の肩を抱き寄せ、

「耀一郎さま？」

「心配することはない。天羽は私などよりよほど、したたかで冷酷で計算高い男だ」

　騒ぎに巻き込まれるのは御免だとばかり、早々にパーティ会場を抜け出した。

　とりあえず明日の執務は、休みにすることに決めて。








　　　　　　　Ⅷ






　車に押し込められ、辿り着いたのは、見覚えのある場所だった。

「ここ……」

　咲き誇る薔薇園と離宮の前に建てられた温室。

　久しく足を運んでいなかった。ラルフが伯爵家を継いでからは特に。

　温室のなかは、あのころと少しも変わっていない。アジアンテイストな調度品も、生い茂る南国の植物たちも。ただ少し、記憶のなかより全体が小さく見えて、それが、自分が成長した証なのだと気づいた。

　もう、子どもではない。

「まったく、あなたという方は」

　一歩先に入って長椅子とテーブルを照らし出す灯りを点した天羽が、肩を竦めて呟く。やれやれと、少し疲れた声で。

「明日にはイギリス中に知れ渡っていることでしょうね。私は逃げられません」

　あたりまえだ。そうなるように、わざわざパパラッチを呼び寄せたのだ。あの場所に立ち入ることを公に許可されていた一流紙など、簡単に買収されてしまう。

「心配ない。父上も母上も、結局はボクに甘いんだから。怒ってたっていっときのことだ。ボクが首を縦に振らないとわかれば、そのうち折れるさ」

　逃亡先で甘いと揶揄されて、それなら…とカイルが仕組んだのは、その甘さを逆手に取る手法。とことん我が儘に傍若無人に身勝手に、両親に泡を吹かせ、兄姉の顔に泥を塗って、それでも通したい我なのだからと、要求を突きつけることにしたのだ。

　複雑な策略を練ったところで、天羽の手にかかれば簡単に阻まれる。この身ひとつで実行可能な手段をとる以外に、できることはないだろう。

「やってくれますね。おとなしくしてらっしゃればいいものを」

　振り返った天羽の口許には、笑み。だがそれはすぐに消されて、かわりに厳しい眼差しが、カイルを貫いた。

「ですが、今回のことでよくおわかりになられたでしょう？」

　階級制度の名残が純然と存在している事実。二十一世紀の今、制度としての階級は当然残っていない。だが生活のなかには依然として、根強く存在しているのだ。

　カイルと天羽の間に存在する、見えない壁。

　本人たちの感情や価値観などとは無関係に、そこには社会的溝が横たわっている。

　十八世紀ごろまで、「イギリスにはふたつの国民がいる」と言われていた。ふたつとは、「王室と貴族」と「それ以外」のことだ。産業革命ののち、それが「三つの階級」──上流階級アッパークラス・中流階級ミドルクラス・労働者階級ロウワークラスの三つだ──にかわり、今に至る。

　王室と貴族、そして郷紳ジェントリィ──爵位を持たない土地所有者のことだ──によって構成される上流階級。生活のために働く必要のない人々。

　世襲貴族に割り当てられていた上院の議席が、貴族院改革によって一部を残して廃止され、多くの世襲貴族議員が議席を失った。だが、それ以外の権利や貴族であるがゆえに享受可能な社会的特典は依然として残されている。他の先進国の貴族の実態がほぼ名誉称号にしかすぎないことを考えれば、イギリス貴族という存在がかなり特異なものであることは間違いない。だがそれが、イギリス社会なのだ。

　ラルフは、庶子ではあるが先代の子として正式に認知され、グランデールの姓を持っている。彼が一族から疎まれるのは、愛人の子、しかも異国の血が半分混じっているという事実以上に、嫡子の急逝という、一族の長老たちにとっては不測の事態によって爵位を継ぐことになった経緯と、伯爵家に対してまったくの執着を見せないラルフの態度が気に食わないというだけのこと。その身体に流れるのは、伯爵家の正当な血筋だ。それは誰もが認めるものだ。

　だが天羽は違う。日本の血が混じっていることでその意識が薄らいでいるように思われがちだが、身体に流れる日本人の血はたかだか四分の一。残りの四分の三を占めるイギリス人としての血は、労働者階級を出自とするものなのだ。

　今現在、グランデール家の執事職にあるのも、実業家としてのラルフ……いや、諏訪耀一郎の筆頭秘書としての立場も、すべてはラルフが伯爵家を継いだときに、唯一の味方として天羽を手元に置くために与えられたもの。でなければ、今でも天羽は、一使用人の子でしかない存在だった。

　愛人の子として領地の端の離宮に追いやられていたラルフの遊び相手として、グランデール家の使用人であった母親亡きあとも、屋敷に残ることを許された。

「私が耀一郎さまの遊び相手になる年齢でなかったら、母が亡くなったときに、私は屋敷を去ることを余儀なくされていたことでしょう。貴族の屋敷で一流の教育を受けられたのは、すべて先代のお目零しです。でなければ、私には教育を受けることすらかなわなかった」

　ラルフのために整えられた環境で、ラルフとともにあるがゆえに享受できたさまざまなもの。それを貪欲に利用し、吸収し、今の天羽がある。

　この場にいるために努力を要する者と、生まれながらにしてこの場にいることが許された者とでは、そもそも生きる世界が違うのだ。

「関係ない」

　即答すると、天羽はほんのわずか目を見開いて、厳しく引き結んでいた口許を緩める。

「そう、本心からおっしゃってくださるのは、耀一郎さまとあなただけです」

「秀統……」

　言う声が今まで聞いたことのない色を宿していて、思わず顔を上げた。

　自分には見えないものを見て、育ってきた天羽。

　同じ空間に在りながら、ふたりの……いや三人の見ていた世界は、全然違う色をしていた。それでも、天羽とラルフは、自分の目に映るものとは違う色をした世界があることを知っていた。自分の見ている世界しか知らなかったのは、知ろうとしなかったのは、カイルだけ。

　はじめて知る、世間の厳しさ。生粋の貴族に生まれたカイルには、実感するチャンスもなければ、本来なら実感する必要もないイギリス社会の真実が、ここにある。

「おまえが、どうしても嫌だって言うんなら、ここにボクを置いていけ」

　どうしても男が欲しかったけれど、それによって男が苦しむことになるのなら、もう諦めるよりないだろう。

　自分は知らなかった。知っているつもりで知らなかった。

　依然として残る階級制度。その最上階にいる者のみが甘受できるさまざまなものを、あたりまえだと思って育ってきたカイルには、それ以外の世界などテレビや新聞で見聞きするものであって、実感の伴わないものだった。

　投資の世界で動かす金も、また同じ。紙の上、もしくはコンピュータ画面上に映る数字でしかない。この手に、本当の意味での生きる糧を掴んだことなどない。

　甘ちゃんだと嘲われても、何も言い返せない。

　天羽が逃げる理由など、深く考えたこともなかった。ただ奔放に己の欲求を追いかけていただけだ。

　でも、それでも……それでも……っ！

「あなたは、それでいいのです」

「秀統……？」

「知る必要などなかったのです。社会構造の裏など」

　生まれ持ったものを甘受して生きればよかったのだと、それが許される立場にある者は、それに甘んじて生きればいいのだと、窘められる。揶揄ではない、男の本心の言葉で。

「今ならまだ、戻れますよ？」

　静かな声に問われて、

「嫌だ……っ」

　必死に頭かぶりを振った。

　やっぱり嫌だ。男が欲しい。自分だけを見てほしい。幼いころからずっと、ただひとりだけをこの目に映して生きてきたのだ。

「秀統がいればいい。なんでラルフなんだよっ、ボクのほうが何倍も……っ」

　天羽が貴族社会で生きるために、ラルフの存在が必要不可欠であることは理解している。それでも、男が自分以外の誰かを常にその目に映し、自分以外の誰かのために傅くのが、我慢ならないのだ。

　本当は、ずっとずっと不満だった。

　なぜ自分は、ラルフより早く、天羽と出会わなかったのだろうか、と。

　そしたら、主従でも、ラルフが凪にそうしたように借金の形でも、なんでもいい、自分に縛りつけて放さないのに、と。

「私は耀一郎さまにお仕えする身ですが、この心は昔からただおひとりのものです」

「……秀統？」

　当惑げな表情を浮かべるカイルを長椅子に促し、その足元に男は跪く。

　そしてカイルの手を取り、その掌にそっと唇を寄せた。

「……っ」

　それは、忠誠の証のキス。

　本来、主の立場にある者だけに、与えられるはずの……。

「私にすべてお任せいただけますか？」

　驚きに目を瞠るカイルを見上げる、アメジストの瞳。

「悪いようにはいたしません。すべては、あなたのために。──My Lord愛しい人」

「……っ!?」

　Ｌｏｒｄ……それは、主君を指す言葉。

　現実の主従の関係は、ラルフとの間に結ばれている。けれど、幼い日、はじめてこの場所で出会ったときからずっと、心はここにあったのだと……。

「秀統……っ」

　ひしっと縋りついて、男の体温をたしかめる。

　下から掬い取るような口づけがもたらされて、カイルは甘く喉を鳴らした。

　男に促されるまま、長椅子に背中をあずける。

　荒々しく貪るような口づけに興じながら、男が体重を乗せてくる。心地好い重み。それにうっとりと瞼を閉じて、カイルは深く激しい喜悦に身を沈めた。










　──そして。

　パーティでの顛末は、イギリス上流階級の間を瞬く間に駆け巡り、ローウェル家の末息子とグランデール伯爵家執事のラヴロマンスは、周知の事実となる。

　後日、両家の婚約は白紙に戻されることになり、ふたりの前には、最大の壁────親族と、貴族社会という名の障壁が立ち塞がる。

　だが当然のことながら、このまま逃げおおせようなどという甘い考えは男にはなく、カイルの暴走のためにスケジュールの前倒しを余儀なくされたものの、数年がかりの計画はその後も水面下で着々と進められて、男の策謀は今まさに、白日の下に晒されようとしていた。
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　親族会議とは名ばかりの、家族の集まり。

　それでも、口煩い一族の長老たちにでしゃばられるのを阻止できただけ、ましだとも言える。

　ファウラー家にひとまずの謝罪を入れたあと、父は正式にカイルを呼び出した。

　だが今現在、口を開いているのは主に姉たちで、その隙間に兄たちがなんとか口を挟むだけ。父も母も子どもたちの発言に目を丸くして、唖然と聞き入るばかりだ。

「ねぇカイル、愛人ではダメなの？」

「いいじゃないの。妻と愛人は別でしょう？　男の愛人のひとりやふたり、黙っていればよかったのよ！」

「恋の駆け引きなんて、上流階級じゃあたりまえのことだもの」

「浮気も不倫も愛人も珍しいことじゃない。パートナーに愛人がいることくらい……」

「そうよ！　みんなやってることなんだから。あんな騒ぎを起こしちゃって！　何も言わなければ黙認できたのにっ」

　父母が泡を食うのは、今このときではないのか？　と同情させられる。倫理観を疑いたくなる言葉が次々かけられて、カイルはブチ切れた。

「兄上、姉上、これ以上ボクを怒らせたくなかったら、今すぐ出てってください」

　父母と話をつけなければ、わざわざ出頭してきた意味がない。

「まあ！　カイルったら、いつからそんな反抗的な子に!?」

「あんなに素直で可愛くて、天使のようだったのに！」

「あいつの影響か？　愛人にしたって、もう少し相手を選ばなくては！」

　ああ、煩い。

　本気で耳を塞ぎたくなって、カイルはやれやれと腕を組み、顔を背ける。すると、それまで子どもたちに押されて口を挟めないでいた父が、やっと気を取り直したのか、重い声をかけてきた。

「気持ちは変わらないのだな？」

「あそこまでしておいて、冗談でした、じゃ済まないでしょう？」

「カイル！　だったらなぜ最初にそう言わんのだ。ファウラーには無駄な融資を迫られるし、公爵には釘を刺されるし。踏んだり蹴ったりだ」

「言えるような雰囲気でしたか!?　ボクは一度だって、結婚するなんて言ってないし、そもそも婚約者の存在だって、あのときまで聞かされていませんでしたよ!?」

　それには父がウッと詰まる。

　決まっていた……なんて平然と言っていたけれど、どうせはるか昔に交わした約束をすっかり失念していて、あの直前に向こうから言われてはじめて思い出した程度のことに違いない。

　父にとってはその程度の話かもしれないが、こちらにとっては大ごとなのだ。そんな簡単に言わないでもらいたい。

　正面から断って角が立つなら、末の愚息ひとりの責任だということにすればいいだろうとカイルは思ったのだ。

「どうぞ、勘当でもなんでもしてください」

　それくらいしなくては体面が保てないだろう？　と吐き捨てる。

「カイル……」

　力なく顔を横に振り、まったくどうしたものかと弱り果てた表情を浮かべる父を見れば胸も痛むけれど、何ものとも引きかえになどできない、こちらには強い気持ちがあるのだ。

　すると父は、溜息をひとつついて、

「彼を呼びなさい」

　ドアの前に控える執事に、つづきの間に待たせてある者を呼び入れるように命じる。

　開けられた扉の向こうから現れたのは、天羽。

　隙のないスーツに身を包み、正々堂々とした態度で、カイルの座る椅子の脇に歩み寄る。そして、腰を折った。

「お呼びでございますか」

「何を言われるかはわかっておろう？」

　人の好い父の浮かべる、忌々しげな表情。それに胸を締めつけられながらも、カイルはキッときつい眼差しを向けた。

「秀統！　何もしゃべる必要なんてない」

　だが、

「おまえは黙っていなさい」

　父の威厳の前に、口を噤まざるを得なくなる。

「私は逃げも隠れもいたしません」

「なに？」

「幼い時分のカイルさまに不埒を働いたことを言い逃れる気もありませんし、今現在の関係を切る気もございません」

「貴様……っ！」

　憤りを露わにする父と騒然とする兄姉たちの前で、天羽は堂々とカイルに歩み寄り、二の腕を掴んで抱き寄せた。

「秀統……っ？」

　細い腰に巻きつく腕は力強く、広い胸がカイルの痩身を受け止める。

　この場に集ったローウェル一族を眇めた眼差しで見据え、天羽は、おとなしくこの場に出頭してきた本題を切り出した。

「薔薇の蕾を手折ってしまった代償は、お支払いしましょう」

　口許に浮かべた薄い笑みが、男の凄みを増す。

　温かな腕に抱かれたカイルでさえも、息を詰めてしまうほどに。

「……代償だと？」

「えぇ。とてもいい話だと思いますよ」

　溺愛する末息子との引きかえに応じざるを得なくなるほどに。

「何をバカな……」

　一蹴しようとした父の声は、即座に遮られた。

「ローウェル銀行株暴落の阻止。いい話ではありませんか？」

　一瞬唖然として、しかしすぐに呆れた笑いに肩を揺らして見せる。

「株の暴落だと？　何を言っておるのだ。うちの銀行株は安定していて……」

　だがその笑いも、冷気を纏った男が態度を崩さないのを見て、瞬く間に凍りついた。

「……どういう、意味だ？」

　恐々口を開いたのは、すぐ上の兄。

「ハッタリだ！」

　二番目の兄が喚いた。

「そうだ、ハッタリに決まっている！」

「使用人の分際で謀たばかろうとは……！」

　何を言われても、天羽の態度は変わらない。落ち着いた顔で、じっと一同を見据えたまま。その眼差しに射竦められ、喚いていた一同は徐々に口を噤みはじめる。そして、いつしか水を打ったように静かになった。

「私が一本電話をかけたその直後、何が起きるか……試してみられますか？」

「なん……」

「貴様！　いったい何をした……!?」

　今現在銀行頭取の立場にある長兄が、青い顔で食ってかかる。それを、天羽は冷ややかな態度で受け流した。

「さぁ？」

　薄ら笑いを浮かべたまま、胸ポケットから携帯電話を取り出す。そしてある番号を表示させ、通話ボタンの上に指を添えた。

「いかがなさいますか？」

「う……く……っ」

　返す言葉を失くした父が、低く唸る。

　ラルフの持つ人並み外れた事業の才覚。それを影で支える天羽の背後に潜む底知れぬ闇。ラルフを隠れ蓑に天羽がいったいどんな力を蓄えていたのか……細部まではわからなくても、想像することはできたらしい。

「私も、できれば手荒な手段は避けたいと考えますが……」

　そこで言葉を切って、天羽はそれまでとは一変、穏やかな表情を浮かべ、腕のなかのカイルに視線を落とした。

「カイルさま、あなたの望みは？」

「……え？」

　突然何を問いかけられたのかわからなくて、聞き返してしまう。

「あなたは何を望まれます？　私に叶えることが可能ならば、悪魔に魂を売ってでも、叶えてさしあげましょう」

「秀…統……？」

　男の言葉の意味を理解して、カイルは驚きに目を瞠った。こんな、一族が集ったこんな場所で、こんな言葉を聞けるなんて、思ってもみなかったのだ。

　ジワリ…と、サファイアの瞳に涙が滲む。ハニーブロンドが揺れて、カイルはひしっと天羽の胸に縋りついた。

「秀統と、一緒にいたい。ずっと……一緒に……っ」

　白い頬を擦り寄せ、言葉を絞り出す。

「秀統がいればいいっ、ほかに何もいらないっ、おまえさえボクのものになってくれるのなら、何も……っ」

　その言葉に応えるように、抱き寄せる腕にさらなる力が込められる。

「あなたを、私のものにします。よろしいですか？」

　はっきりと鼓膜に届いた言葉には、コクコクと必死に頷いた。

「そういうわけですので。カイルさまはいただいていきます」

　余裕の顔で踵を返す。男の背を、父が必死の形相で呼び止めた。

「ま、待て……っ」

　その声にいったん足を止め、あぁ、と何か思いついた様子で振り返る。

「私が切り札を握っていることを、お忘れなく。それから……」

　唖然呆然と見守るしかない一同にかけられる、手痛い揶揄の言葉。

「現代のイギリスでは、爵位など金で買うことも可能なのですよ」

　それは、貴族社会の歪みを指摘するものであり、そして、そんなものに振り回され、囚われつづけていた自分自身をも嘲るセリフ。

　生まれながらに与えられなかったものは、この手で掴み取ればいい。

　どうしても叶わないものならば、同等のものを。

　男はそれを成し得た。

　それは、ずっと長く男の胸の内にだけ秘められていた真実。

　抱き寄せられた腕のなかから窺い見た天羽の横顔は、いつにも増して晴れ晴れとして見えた。
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　愛の逃避行……のわりに前回も同じ場所に来た気がするのだが、ローウェルの屋敷から拉致されたカイルは、あの薔薇園のある離宮に連れ込まれていた。

　だが今度は、あの温室ではなく、離宮のなかへ促され、室内に一歩足を踏み入れたカイルは、そこに見たものに思わず感嘆の声を上げてしまった。

「これ……」

「ずいぶん痛んでおりましたので、耀一郎さまの許可をいただいて、修繕させていただきました」

　出会ったころの……いや、それ以上に美しい装飾の施された邸内。

　優雅な曲線を描く手摺りに彫刻の施された階段をゆっくりと上って、辿り着いたのは、館の端、一等広い部屋だった。

「こちらへ」

　天羽に促され、言われるままテラスへ出る。するとそこには、予期せぬ光景が広がっていた。

「すごい……」

　眼下一面に広がる薔薇園。

　広大な敷地に迷路のように植えられ、手入れを施された色とりどりの薔薇たちが、今を盛りに咲き誇っている。

「あなたが膝を抱えて蹲っていらっしゃったのは、あのあたりです」

　天羽の指差す先に視線を向けると、そこはパーティの行われていた館からそれほど遠くない場所だった。

「あんなに近かったのか……」

　つい唖然と呟いてしまう。すると天羽は小さく笑って、

「まだお小さかったですから。背丈よりも高い薔薇の木々に囲まれて、不安だったのでしょう」

　テラスの手摺りに身体をあずけるカイルをその腕のなかに閉じ込めるように、身体の脇、後ろから手摺りに手をついた。

　背に感じる男の体温に導かれて、おずおずと顔を上げる。すると、背後から覆いかぶさるように男が顔を寄せてきて、唇がやさしく重ねられた。

　温かな陽射しが降り注ぎ、爽やかな風が吹き抜けるなか、はじめて交わす恋人としてのキス。

　やさしくて、嬉しくて、その心地好さに酔っていたカイルは、しかし、背後からまわされた腕に絶対に逃れられないほどの力で身体を拘束されて息苦しさに呻き、何事かと瞼を開けた。

　そこに見たのは、甘さを払拭した、いつもの、男の、クールな相貌。

「秀…統？」

「では、お仕置きの時間とまいりましょうか」

「……は？」

　思わず聞き返してしまい、男の眉がピクリと反応するのを見て、ビクリと背を震わせる。

「ご自分がなさったことの責任は、とらなくてはなりません」

「だ、だって、それは……」

「あなたが暴走してくださったおかげで、私は長期の超過労働の末に、さらに三日徹夜を強いられました」

「そ…だった、のか」

　ハハッと笑って見せても、男の表情は変わらない。

「穏便にコトを運べる手はずだったのです。それを……」

「だったら……！」

　我慢しきれなくなって、キッと噛みつく。だがカイルのごくあたりまえの主張は、天羽の信じられない言葉によって、一刀両断されてしまった。

「だったら、おまえ、ボクがあのまま婚約してもよかったって言うのかよ！」

「構いませんと、何度も申し上げたはずですが？」

「な…ん……」

　言葉を失くし、口をパクパクさせるカイルの唇を軽く啄んで落ち着かせ、天羽はニヤリと艶めいた笑みを口許に刻む。

「戸籍上の奥さまなど、いてもいなくても同じことです。それであなたの貴族としての体面が保てるのなら、いいことではありませんか。もちろん、奥さまの寝室に行かせるような無粋なことなどいたしませんよ、私は」

「な……っ」

　あまりといえば、あまりな切り返し。

　はじめからそのつもりでいたから、男はカイルの婚約話に顔色を変えもしなかったのだ。でも、だったら、そう言ってくれればよかったではないか！

「あなたに共犯は無理です。婚約者に同情してボロを出すのがオチですからね」

　パーティでの決意を胸に秘め、令嬢と顔を合わせることさえ拒んでいたようなカイルでは、何も知らない彼女を騙すことなどできるはずがないと突っ込まれる。

「うぅ……っ」

「目的達成のためなら手段は選びません。たとえそれが、モラルに背く行為だとしても」

　飄々と返されて、言葉を失う。強い執着の存在を知らしめる言葉に、胸の奥が熱くなって、カイルはきゅっと唇を噛み締めた。

　あんな態度をとっておきながら、よくもそんなことが言えたものだ。

　毒づくと、揺れる眼差しからカイルの言いたいことを察したのだろう、天羽はクッと口角を上げて、不敵な笑みを口許に刻んだ。

「使用人の子風情が、貴族のご子息、それも未成年者に手を出すなんて所業、それなりの覚悟がなくてできますか？」

「だっておまえ、今までボクが散々浮気したって何も……っ」

　カイルにばかり追いかけさせて、浮気したって、ヤキモチひとつ焼くでもなく、男は平然としていた。そんな態度をとられて、どうしたら想われているなんて、思い上がることができるだろう。いくらカイルが高慢ちきでも、そこまで傲慢じゃない。

「そのわりに、凝りもせず、こちらの都合などお構いなしだったように記憶していますが……」

「わ、悪かったなっ」

　こっちだって、必死だったのだから、しょうがないではないか。

　ムッと口を尖らせると、やっぱり淡く啄むだけのキスに窘められる。

「最初の浮気を防ぎきれなかったのは失敗でした。私も若かったですから。ですが、すべてはあなたを輝かせるための栄養だと思えば、たいした問題でもありません。経験を積むことは決してマイナスにはなりませんからね。貪欲に吸収して、もっと豪奢に咲き誇ればいいのです。ですが……」

　いったん言葉を切って、大きな手でカイルの顎を掴み、くいっと顔を上げさせる。満足げにカイルの相貌を見つめて、

「そろそろそれも不要だとは思いますが」

「勝手に決めるなっ」

　勝手な言い草が気に食わなくて、男の手を払い落とし、キッと噛みつく。悔しくて、誰がおまえひとりのものになどなってやるものかと吐き捨てた。

　親兄姉の前で言った言葉は、とりあえずなかったことにした。が、そんなささやかな抵抗が、通じる相手ではない。

「もう充分でしょう？　私以上にあなたを満足させられる者がおりましたか？」

「……っ!?」

　真顔で恥ずかしいセリフを告げられて、カッと白い頬に血が昇る。

　自分以外に抱かれて、満足できているはずがないと言い切る、余裕の表情。けれど、事実だから反論のしようもない。

　──これが素かよっ！

　気づいてしまった。

　カイルを突き放すためにキチクで冷たい男を演じていたわけではない。

　クールなのはある程度演技だったのかもしれないが、キチクなのは思いっきり素だ。これが男の本性なのだ。

「放せっ」

　囲われた腕のなか、冗談じゃないと暴れる。

　すると、細い身体をやすやすと拘束されて、ズルズルと室内に連れ戻された。部屋を突っ切り、奥の扉を開けて、中央に置かれていた広い広いベッドに放り出される。

「……っ!?　もっと丁寧に扱え！」

　怒鳴っても、無視された。

　かわりに、ジャケットを脱ぎ捨てた男に襲いかかられて、ぎょっと目を剥く。

「は、放せっ、おまえみたいな勝手なやつなんて……っ」

　数時間前の自分に、思いとどまれと言いたくなった。なんであんなバカ正直に、男を増長させるだけのセリフを口にしてしまったのだろう。

「やめ……っ」

　暴れる腕を掴まれて、顔の横、シーツに縫いつけられる。

　キッと見上げると、口角を上げ、アメジストの瞳の奥に情欲の焔を点した男の顔があった。

「……っ」

「私のものになってくださると、そうおっしゃったではありませんか」

　言われて、ハッとした。

　カイルは、天羽さえいればいいと言った。天羽の全部を自分のものにしたいと訴えた。だがそれに返された言葉は……。

　──『あなたを、私のものにします』

　あれは……。

「嵌めたな!?」

「人聞きの悪い」

「ボクはおまえのものになんてなった覚えはない！」

　天羽が自分のものになるのであって、自分が、ではない。男に傅かれるのが当然と思って生きてきたカイルにとって、このふたつは似て否なるもの。大きな違いだ。全然まったく別ものだ！

「たしかにこの耳で聞きましたし、ＩＣレコーダに記録も残っているはずです」

　なんだって!?

「秀統……!?」

「観念していただきます」

「や……っ」

　暴れても罵っても、当然のことながら無駄だった。

　鎖を解かれたケダモノを、止める術などない。紳士の仮面をかぶって、よくも今まで自分を騙してくれたものだ。

　けれど、クールな仮面の奥に隠された表情に、自分への執着を見る。

　ともすれば危険なほどの束縛と執着は、どんな愛の言葉より、甘くカイルを拘束した。










　男の膝に乗せられて、広い胸に背をあずけ、後ろからまわされた手に弱い場所を嬲られる。

　後孔に埋め込まれた指は容赦なく内部を抉り、しとどに濡れそぼつ欲望を扱く手はカイルの感じる場所を知り尽くした動きで、カイルは開かされた白い内腿をピクピクと痙攣させた。

　男の肩に後頭部をあずける恰好で、むずかるように首を振る。やわらかな金髪が男の頬を擽っても、男はほだされてくれなかった。

　グチュッと濡れた音を立てて、指が根元まで埋め込まれる。

「や…ぁ、も……い、かげん…に……っ」

　はじめに一度口でイかされたっきり、この体勢に持ち込まれてからずっと、内部を弄る指は意地悪く、決定的な刺激を与えてくれない。

　欲望を嬲る手も、ギリギリまで追い上げるくせに、あと一歩というところではぐらかされて、身悶えるような焦燥感ばかりが募っていく。

「秀…統っ」

　荒い呼吸の狭間に呼んでも、耳朶に落とされるのは揶揄を含んだ笑みだけ。欲望を嬲っていた手が離れて、寂しさを覚えたのも束の間、濡れた指先にツンッと尖った胸の突起を摘ままれて、白い喉から悲鳴に似た声が迸った。

「は…ぁ、あぁっ！」

　痛みの奥から、ジワジワと快感が湧き起こってくる。

　後孔を弄っていた指も引き抜かれて、ホッと息をつく間も与えられず、その手はもう片方の胸に伸ばされた。きゅっと摘ままれて、手で指で、感じる場所を直接弄られていたとき以上にもどかしい熱が、腰の奥に溜まりはじめた。

「や……だっ」

　ふるふると頭かぶりを振っても、男は許してくれない。

　抓られ、捏ねられ、真っ赤になって痛みを訴えるその場所は、そのくせ男の舌に舐られることを待ち望んでいる。

「ひで…とっ、そこば…っか、や……っ」

　潤んだ瞳を背後に投げる。

　すると、耳朶に唇が寄せられて、そこを擽るように吐息が吹きかけられ、やわらかな肉にやんわりと歯を立てられた。

「あぁ…んっ」

　意図せず、腰が揺れてしまう。男の足に爪を立てて、必死にその欲望と闘っていたカイルだったが、胸全体を揉むように刺激されて、とうとう我慢ができなくなってしまった。

　そろそろと、自身の手を己の欲望に伸ばす。

　あと少し、擦ったら、イける。このもどかしい熱から解放される。

　だが、欲望に触れる寸前、震える手は男の大きな手に掴まれ、それを阻まれてしまった。

「や…ぁっ」

「いけませんね。許しもなくそんなことを」

「酷……っ、秀…と、も……っ」

　もう限界だと訴える。

　だのに男は、掴んだ手を放してくれず、それどころかもう一方の手首とひとまとめにして片手で拘束すると、膝に乗せていたカイルの身体を、ベッドに引き倒してしまった。





















　頭上に手首を縫いつけられた恰好で、再び胸を弄られる。

　そそり立つ欲望にも、その奥で男の来訪を待ち侘びる淫らな場所にも、触れてくれない。

「胸を弄っただけで、イけるようにしてさしあげましょうか？」

　恐ろしい提案をされて、ふるふると首を横に振った。

「も……ヤ、だっ」

　ボロボロと涙が零れて、悔しさに顔を背ける。すると長い指に顎を取られて、背けたはずの顔を上げさせられた。

「イきたいですか？」

　問われて、コクコクと首を振る。

「いいでしょう。触ってごらんなさい。──ご自分のなかを」

「……え？　や、あ、ぁっ」

　片手だけ拘束を解かれて、その手を強引に後孔へと導かれる。前を擦らせてくれれば、すぐにイけるのに、抗う間もなく大きく開かれた局部へと、白い指を導かれた。

「いや……っ」

　ツプッと、濡れた音を立てて自身のなかへ指が吸い込まれる。ドロドロに蕩けた内部は熱くてやわらかくて、ヒクヒクと蠕動を繰り返していた。

　埋め込んだ自身の指を、きゅっと締めつけてしまう。その淫らすぎる反応に、恥ずかしさとともに込み上げる、喜悦。気づけばカイルは、指を増やし、蕩けた内部を掻き回していた。

　男の指を思い出して、感じる場所を探し、擦る。根元まで埋め込んでいるはずなのに、奥に届かなくて、それがもどかしくてたまらない。

「あ……なん、で……」

　欲情に濡れた瞳を上げて、男に救いを求める。だが男は、フッと目を細めて、それだけ。

「あ……」

　絶望に駆られて、カイルは必死に身を捩り、身悶えた。シーツに押さえ込まれた片手を振り解こうとがむしゃらにもがく。だが、力の差は歴然としていて、敵うわけもない。

「いや…ぁ、あぁっ」

　狂ったように泣き叫んで、埋め込んだ指を激しく蠢かす。それでもイけなくて、カイルはとうとう、恥ずかしい要望を口走ってしまった。

「はや…くっ」

　早くイかせてくれと、訴える。皆まで言わずともカイルの訴えたいことなどわかっているはずなのに、男は動かない。かわりに胸の突起を捏ねられて、細い腰がシーツから浮くほどに撥ねた。

「ひ……っ」

　まともな思考力さえ奪われて、視界は霞み、自分が何を口走っているのかもわからなくなる。

「ひで…と、奥……いじ…ってっ」

「奥？　ココですか？」

　カイルの指に添えるように、天羽の長い指がズブズブと内部に差し込まれた。

「は……あぁっ」

　快感が突き抜けて、細い背がビクビクと撓る。けれど、それでも足りない。カイルの欲望は、先端から白濁とした蜜を滴らせはするものの、頂を見ることはできないでいる。

「違……っ、そ…じゃ、な……」

「奥を弄ってほしいのでしょう？　ここを、こうして、擦ってほしいんですよね」

「あ…ふ、う…ぁ、あっ」

　長い指に感じる場所を淡く擦られて、爪先がシーツを掻く。

「はっきりと言わなければわかりませんよ。どこに何をどうされたいのです？」

　意地悪い言葉の応酬に、カイルは涙の上にさらなる涙を溢れさせ、サファイアブルーの瞳は艶やかに濡れて、男の目を愉しませた。

「カイルさま？」

　耳朶に吹き込まれる、甘い誘惑。

　自分の指と男の指とに犯された内部が、もっと熱く激しく猛々しいものが欲しいと訴えている。

「いれ…て」

　震える唇が、男を求める言葉を紡いだ。

　濡れ掠れる声で、淫らな行為を要求する。

「秀統…の、ボク…のなか、に……いれ…てっ」

　ヒクッと白い喉が鳴った。

　男の指が引き抜かれて、寂しさを覚え、けれどこれ以上焦らされたくない一心で、埋め込んだ指で入り口を広げて見せる。

「ここ……に……っ」

　濡れた唇を舐め、吸い込まれそうなサファイアブルーの瞳を涙に濡らして、男を誘う。

　すると男は、やっとほんのわずか、溜飲を下げた。

「素敵な眺めですよ。奥まで真っ赤になって……まるであの日咲いていた真紅の薔薇のようです」

　恥ずかしい賛辞に、涙に濡れた頬が朱に染まる。

「言う…なっ」

　瞳を眇め、気丈に睨み上げると、反抗的な態度を諌めるように、尖った胸を抓られた。

「ひ……ぁっ」

　ビクリと腰が撥ねて、その拍子に指が抜けてしまう。

　慌てて戻そうとすると、その手を払われて、太腿に大きな手が添えられた。膝裏を支えて、下肢を大きく割られる。シーツから腰が浮いて、もどかしく伸縮を繰り返す場所に、熱いものが押しつけられた。

「は…ぁ……」

　安堵と期待の混じった吐息が、白い喉を震わせる。

　やっと与えられる…と思ったのに、さらに焦らすように固い切っ先が擦りつけられて、濡れそぼった襞がヒクヒクと戦慄いた。

「ふ……う、くっ」

　悔しいのか切ないのかわからない涙が、ボロボロと溢れ出す。

　カイルの泣き顔を、眩しいものを見るような目でしばし眺めて、男はおもむろに突き上げてきた。

「や──……っ！」

　途端、細い背が撓り、シーツから腰が浮き上がる。

　瞼の裏が真っ白に染まるような衝撃が突き抜けて、カイルは白い腹に情欲の証を迸らせた。

「あ……」

　貫かれただけでイってしまうなんて、とんでもない淫乱になったような気がして、ジワリと涙が滲む。そんな表情に口許を緩めて、天羽は溢れた涙を吸い取るように、目元に口づけを落としてきた。

「恥ずかしがることはありません。淫らで……とても美しいですよ」

　褒め言葉になどならない、揶揄の言葉。カッと頬が焼きついて、言葉に煽られた肉体が、瞬く間に燃え上がる。

「ひ……っ、あぁ…んっ、ん、ふ、ぁっ」

　荒々しく突き上げられて、視界が揺れる。

　鼓膜に届く濡れた音は、繋がった場所がいかに厭らしく蕩けているかを知らしめて、カイルをたまらない気持ちにさせる。

　それでも、揺れる視界のなか、眉間に皺を刻んだ男の額を流れ落ちる汗の存在に、冷静に見える男も決して余裕があるわけではないのだと教えられ、ますます情欲を煽られた。

「ひで…とっ、秀統……っ」

　広い背にひしっと縋りついて、荒々しい揺さぶりに必死についていく。

　求めるものが与えられる悦びに酔いながら……一方で、ハッキリとした言葉をくれない男に一抹の不安を残しながらも。

「秀…統、好き……大好き……っ」

　悦楽に犯され、判断力を失くした思考が、いつも素直に口にできない言葉を、迸らせた。

　拙い告白の言葉に、男が苦しげに眉を顰める。

　瞳の奥に揺らめく焔は赫々と燃え、アメジストの瞳を赤く変色チェンジさせる。

　カイルの内部に埋め込まれた欲望が、ドクッと震えて硬度を増し、さらに深い場所を抉った。

「や…ぁ、あ──……っ!?」

　広い背にガリッと爪を立てて、カイルは細い背を撓らせる。

　白い太腿を男の腰に絡みつかせて、より深い悦楽を貪り、奔放に嬌声を迸らせた。

　三度目の放出は、追い上げられるままに許された。解放の瞬間の締めつけに、内部の牡も戦慄き、同時にカイルの奥を汚す。灼熱の欲望が余韻にドクドクと震えて、カイルのなかに男の痕跡を残した。

　我慢を強いられた放埒が、カイルの肉体から力を奪っていく。

「あ……ぁ……っ」

　仰け反らせた喉から掠れた声を零して、細い身体がパタリとシーツに沈み込んだ。

　繋がりを解いた男は、半ば意識を飛ばした肉体をその腕に抱き上げて、涙に濡れた頬を指先でそっと拭う。

　長い睫が戦慄いて、焦点を結ばないサファイアの瞳が、それでも間近から見つめる男の顔を映した。

「ひ…で、と……」

「すみません。少し、無茶をしました」

　あれのどこが「少し」なんだ？　とか、涼しい顔をしてとんでもないムッツリだとか、言ってやりたいことは山ほどあるのに、もはや唇は力なく戦慄くばかり。

　広い胸にそっと抱き締められて、カイルは襲いくる睡魔に身を任せた。安堵と疲労が、一挙に押し寄せてくる。

　カクンッと身体から力が抜けて、カイルは男の腕のなか、意識を失った。

「こんな男に捕まった、ご自分の不運を嘆きなさい」

　白い相貌に注がれる瞳には、温かな色。

　乱れたハニーブロンドをやさしく梳いて、露わになった額にそっと唇を押し当てる。

「あの日、私の手に堕ちてきたのは、あなたのほうなのですから」

　薔薇園で見つけた天使。

　羽根のない、堕ちた天使を拾ったのは自分。

　汚よごして汚けがして、自分の色に染め上げて、空に帰れなくした。

「あなたは、私の腕のなかにいればよいのです」

　この腕のなかでなら、どんな我が儘も傍若無人な振る舞いも、望みのままに。

　薄く開かれた唇に、自身のそれをそっと重ねる。甘い吐息を絡め取って、徐々に徐々に、深く求めた。








　　　　　　　epilogue






　長閑のどかな平日の午後。

　集う場所は、あいも変わらず凪のアトリエ。

　これだけ邪魔されて、いったいいつ創作活動に勤しんでいるのかと心配になるが、どうやら隙間隙間にキャンバスに向かっているようで、近いうちに個展も予定されているらしい。

「あの……目の下の隈は……」

　ティーカップを差し出しながら、凪が恐る恐るといった様子で尋ねてくる。だいたいの察しはついているだろうに、いつからそんな怖いもの知らずになったのか、次の機会にはとことんその身体にわからせてやらなければならないだろう。

　そんな物騒な思考に囚われながらも、カイルはかたちのいい眉をピクリと反応させることで凪の問いかけに返す。すると凪は、途端白い頬を赤らめて、サッと顔を伏せてしまった。

　いったい何を想像したんだか……呆れて怒る気力も失せる。

「で？　留学先でできた恋人と愛の逃避行に及んだ元婚約者は、結局逃げおおせたわけ？」

　凪では埒が明かないと判断したのだろう、凪の隣でケーキを口に運んでいたジュリアンが、直球で尋ねてきた。概要についてはレスター公あたりから聞かされたのだろう。

　だが、訊かれたところで、画策した張本人が口を噤んでいるから、詳細まではカイルにだってわからないのだ。

「知らないよ。ボクは何も聞いてなかったんだからっ」

　忌々しく、吐き捨てる。

　たぶん傷つけることになるだろう令嬢のことを、気に病まないほどキチクになりきれなかったカイルは、彼女との接触を避けていた。それゆえより画策しやすかったのだろう。カイルの暴走は、彼女の決意を固めさせる後押しをしてしまったらしい。彼女に手を貸したのは……いや、甘い言葉で唆したのは、当然天羽だ。

「令嬢に恋人がいることまで調べ上げて、向こうにとっても不本意な婚約であることもわかってて、なんでボクに黙ってるんだよ！」

　それがわかっていたら、もっとほかのやり方だって考えたのに。

「穏便に済まそうとしてくれたのを、わざわざ大ごとにしちゃったのは自分だろう？　今さらしょうがないじゃない」

　ジュリアンの手厳しい突っ込みに、カイルがムッと口を歪める。ふたりの間の剣呑な空気を感じ取って、慌てた凪がワタワタと言葉を紡いだ。

「で、でも、さすが天羽さんですね。あの短い期間にそんなことまでしちゃうなんて」

　天羽の名を出しただけでも、カイルの地雷ど真ん中だ。

　だが、凪はそれに気づかない。

　隣のジユリアンが、何かを察してソファから腰を上げ、凪から少し離れた場所に再び腰を下ろす。

「でもよかったです。おふたりが幸せになれて」

　ニコニコと、それはそれは嬉しそうに言葉を紡ぎつづける。カイルとジュリアンの間に流れた険悪な空気を払拭しようと思って、いつもは口数の少ない凪なりに必死だったのだろうが、いかんせん逆効果だった。

「天羽さん何もおっしゃらないけど、でも、カイルさんのことをいつも大切に見守ってらっしゃるんですね。とっても素敵……、……っ!?」

　我慢しきれなくなって、ティーポットの横にあったミルクピッチャーを掴み、凪の頭の上でそれを逆さにした。

「煩いよ、仔うさぎのくせに」

　艶やかな黒髪をミルクが伝い落ちていくさまは、なんだか妙に淫靡だ。凪の相貌が幼く見えるから余計、イケナイことをしている気にさせられる。

「ラルフが帰ってきたら、バスに入れてもらうといいよ。それとも全身、舐めて綺麗にしてもらう？」

　フフンッと笑ってやると、凪は反論もせず、やっぱりカッと頬に血を昇らせた。

　再び怒りの感情を削がれる結果になって、カイルは手にしたミルクピッチャーを、ダンッとテーブルに戻す。そして、やってられないとばかりアトリエを出ていこうとして、いつの間に戻ってきたのか、扉の前に佇むラルフと、その背後で眉間を押さえる天羽の姿に、うっと詰まって足を止めた。

「カイル」

　ラルフの怒りの形相など、怖くもなんともない。

「せっかくだ。自分の手で洗ってやったら？　いい口実ができたじゃない？」

　いつもどんな手で凪を啼かせているのかは知らないが、一見ストイックに見える伯爵のこと、こんなプレイを強要することはさすがに憚られるだろう。

　そう挑発してやると、

「気遣いは無用だ。私なりに欲望には忠実に生きているからな」

「……っ」

　アイスブルーの瞳に浮かぶのが、余裕の笑みだとわかって、カイルはカッと頬を染めた。その上、ふたりの間に割って入ってきた冷静な声に、さらなる憤りを焚きつけられる。

「こちらの書類だけ、急ぎでお願いします。これを処理していただけましたら、急ぎのものはございませんので、残りは明日以降で構いません」

　カイルの姿などまったく目に入っていないかに見える天羽の態度に、カイルが噛みついた。

「秀統……！」

　だが天羽は、肩を怒らせるカイルに視線を向けもしない。

「明日は昼前に出なくてはなりませんので、それだけお忘れにならないでください」

「わかっている。おまえも、連絡だけは取れるようにしておけ」

「かしこまりました」

　ビジネス上の会話（？）に割って入っていくこともかなわず、ワナワナと拳を震わせたまま、カイルは天羽を睨み据える。手にした書類にラルフのサインをもらい、それをファイルに挟み込んでやっと、天羽は主に腰を折った。

　ラルフはソファの上に蹲ったままの凪に大股に歩み寄ると、その華奢な身体を軽々と抱え上げる。

「耀一郎さま!?」

「汚れてしまったな。私が洗ってやろう」

「そんな……」

　真っ赤になって俯きながらも、凪はラルフの首にきゅっとしがみついて、逞しい首筋に頬を擦り寄せる。仔うさぎが甘えるようなその仕種には、冷徹の呼び声も高い美貌の青年実業家も、どうやら形なしのようだ。

　ふたりがアトリエを出ていくのを見送って、今度はジュリアンが腰を上げる。

「ボクもアーノルドと約束してるんだよね。じゃ、ケーキ美味しかったよ」

　カイルに助け船も出さず、そそくさと背を向けた。

　──あいつら……っ。

　凪については自業自得なのだが、誰も自分に同情してくれていないのが腹立たしい。

「まったく、よくも飽きないものですね。毎日毎日凪さまを苛めて……」

「煩いな！　凪が余計なこと言うからだろっ」

　怒りの向け先がなくて喚くと、いかにも「煩い」と言わんばかりの仕種で返されて、カイルはますます眉を吊り上げた。

「ボクの知らないところであれこれ画策して！」

「フランシスカ嬢のことは、彼女の望みでもあったわけですから、責められる謂れはないと思いますが？」

「彼女のことだけじゃない！　おまえ、ボクに声をかけてきたやつらに何をした!?」

　カイルの歴代の浮気相手たち。どうにもこうにもつづかないと思っていたら、天羽が裏で手を打っていた。報復を恐れて、彼らは二度とカイルに手を出したりしない。それでもカイルの美貌の前に、後先考えない行動に出そうになる者もいる。そういった危険分子に関しては……、

「全員、イギリス社交界から消えていただきました。当然の報いです」

「あのなぁ……っ」

　何もかもすべて、自分は男の掌の上で踊らされていただけということか!?

「こ…の、ストーカー野郎!?」

「そのような言葉遣いを、いったいどこで覚えられたのです？　どうやら再教育が必要なようですね」

「……っ!?」

　ガッと二の腕を掴まれて、アトリエから連れ出される。

「お、おいっ」

　ズルズルと引き摺られて、連れ込まれたのは、天羽の自室の隣につくられた、広いバスルーム。

「わかっていますよ。あなたが凪さまを苛めるのは、彼が羨ましいからだとね」

「な……っ、だ、誰がそんな……っ」

　喚く唇は、傲慢なキスに塞がれて、甘く喉の奥へと押し込められる。

　カイルの腰を引き寄せた男が、手を伸ばし、シャワーのコックを捻ると、途端ふたりの頭上から、湯が降り注いだ。

　大きなガラス窓から差し込む温かな陽射しは、まだまだ高い。

　明るいバスルームで、裸に剥かれ、男の手に翻弄される。

「秀統……っ！」

　怒鳴る声も濡れていて、男の手を止めることはできない。

「何もかも、自業自得です」

「ひで…と……？」

「私の執着を甘く見ていた、あなたが悪いのですよ」

　男の口許に浮かぶ笑みに、ゾクリと突き抜けるのは、果たして悪寒なのか快感なのか。

「言…って、ろ……っ」

　反抗的な態度で、可愛げのない口調で、男を挑発する自分もまた、深い執着心に囚われつづけているのだと、カイルは眇めた瞳の奥、諦めにも似た気持ちでサファイアの瞳を揺らした。








＊これも愛、それも愛






　一番はじめは、「日本語を教えて」だった。

　その次は、護身術としての空手の指南。それから、書道や日本茶の淹れ方、和室での作法。箸の正しい持ち方、なんて基本中の基本を訊かれたこともある。

　カイルの好奇心は、すべて天羽あもうをより深く理解したいという気持ちからきている。

　日本文化に関することだけではない。

　経済を勉強したのも、ＭＢＡを取得したのも、全部天羽との繋がりを持ちつづけたいと願うがゆえの行動だ。

　実に微笑ましい。

　その高慢な口調も高飛車な態度も、天羽に見せる意地っ張りな表情も。

　昔からそうだった。

　ワガママで傍若無人で、そのくせ純真で裏表がない。

　カイル自身は、凪なぎの素直さを羨ましく思っているようだが、天羽の目には、カイルのほうがよほど単純で純粋で微笑ましいと映る。

　だがすべては、己の胸の内、ひっそりと噛み締めるだけの真実。

　誰に告げる気もない言葉だ。もちろん本人にも。

「何考えてる？」

　腕のなかの細い身体がもぞっと動いて、胸元からどこか不満げな声。思考を断ち切られて、天羽は視線を落とした。

「どうなさいました？」

　何を不機嫌になることがあるのかと、問いかける。するとカイルは、天羽の胸元から顔を上げて、かたちのいい唇を、ムッと歪めてみせた。

　情事後の、ベッドの上。

　気絶するように腕のなかに倒れ込んできた細い身体を抱きとめて、頬に触れる豪奢な金髪を眺めているうちに、つい物思いに耽ってしまった。天羽の眼差しが空くうに向けられていることに気づいて、カイルは天羽が自分を見ていないと誤解したらしい。

　考えていたのはカイルのことなのだから責められる謂れはないのだが、その事実を告げられなければ、否定の意味もなければ言い訳にもならない。そしてそれができないのが、天羽という男なのだ。

　計算の上でなら、どんなセリフも意のままだ。本心ではない言葉にも本心を匂わせることができる。もちろんその逆も。

　だが、その必要のない場面では、なかなか素のままの言葉を口にすることができない。最近では、自分の発している言葉が、計算の上のものなのか、果たして本心からのものなのかさえ、わからなくなることがある。

　それでも、ただひとつだけ、たしかなことがある。

　腕のなかの温もりが、愛しいということ。

　だがそれも、ときに常軌を逸した感情へと姿を変えて、手に負えなくなる。

　カイルに「ストーカー野郎!!」と罵られても、あながち否定しきれない自分がいるのも、困ったことに事実なのだ。

「また仕事のことか？　明日は休みだって言ってたじゃないかっ」

「ですからこうして、お相手しているではありませんか」

　義務的な口調で返すと、カイルはますます不満げに眉間の皺を深くする。そして、むっくりと起き上がると、拗ねた顔でベッドを出てしまった。

「カイルさま？」

　また耀よう一いち郎ろうと凪の邪魔でもしに行こうというのだろうか。

　しかたなくガウンを羽織って細い背を追いかけ、つづきの間でシャツを手にしようとしているところで引き止める。

「こんな時間にどちらへ行かれるおつもりです？」

「今日はゲストルームで休む。おまえは仕事に戻ればいい」

　ふんっと顎をしゃくって、かたちのいい唇をツンと尖らせて見せる。肩を掴んだ天羽の手をピシャリと叩き落として、背を向けてしまった。

　誤解して、完全に拗ねてしまったらしい。

　明日が休みなのは本当だし、今晩はずっとカイルに付き合うつもりで仕事は入れていない。こんな中途半端に放り出されても、こちらも困ってしまう。

　しょうがないな…と嘆息して、天羽はガウンの腰紐を縛ると、シャツに袖を通しはじめたカイルをやおら抱き上げた。

「わ…ぁっ」

　驚いたカイルが、ぎゅっとしがみついてくる。

　シャツに片袖を通しただけの恰好で横抱きにされて、心許ないのだろう、慌てた様子でシャツを掻き合わせる姿に、密かに口許を緩める。

「ひ、秀ひで統と……っ!?」

　いったい何をするつもりだと、睨み上げてくるサファイアの瞳。白い頬を羞恥に染めつつも、唇は相変わらず尖らせたままだ。

「な、何する気……」

「お静かに。起き出してきた召使に、見られてもいいのですか？」

「……っ」

　潜めた声で忠告すると、カイルは不服げに口を噤んで、かわりに白い腕を天羽の首にぎゅっと巻きつけてくる。

　広い城のなかを進んで、辿り着いたのは、いつもはあまり足を向けない一角。普段ほとんど使われることのないサロンなのだが、実は少し前に耀一郎の許可を得て改装を行っていた。

「……これ……」

　室内に足を踏み入れた途端、カイルは拗ねていたのも忘れて、サファイアの瞳を見開く。

　屋内であるはずの場所に、ジャングル────いや、熱帯植物園。

　広いテラスにつづく窓という窓はすべて一枚ガラスに変えられ、一見して温室を思わせるつくりだ。そう、まるで、あの離宮にある、想い出の温室のような……。

「……秀統？」

　昼間なら、燦さん々さんと太陽光の降り注ぐ場所に、大きなジャグジー。もう少し深さがあったら泳げそうな広さがある。その周りはアジアンリゾート風の調度品の数々で飾られ、南の島のコテージの雰囲気。部屋の奥には、やはり南国リゾート風のバーカウンターがあり、その気になれば、ここでパーティだってできる。

「城を改修したときに、一緒につくらせた施設のうちのひとつです」

　デッキチェアにカイルを下ろし、いつでも使えるように管理されているジャグジーの湯加減をみる。少し温めの湯はバスソルトとエッセンシャルオイルにうっすらと色づき、生い茂る植物を映し込んでいた。

「一緒に……？」

　反応に困っているのだろう、デッキチェアの上で膝を抱えたまま動かないカイルからシャツを剥ぎ取り、今一度抱き上げて、今度は湯のなかにゆっくりと下ろす。

　バーカウンターでドリンクを用意して戻ってくると、カイルはジャグジーの縁に身体を寄せ、腕に頭をあずけて、瞼を閉じていた。

　湯に紅潮した頬に、冷えたグラスをそっと当てると、驚いて顔を上げる。

「秀統？」

　手にしていたグラスを、カイルが身体をあずけていたジャグジーの縁に置いて、天羽もガウンを脱ぎ捨て、カイルの横に身体を滑らせた。

「これ……」

「この部屋は年中常夏の気温に設定されていますから。喉が渇いているのではありませんか？」

　天羽が用意したのは、オレンジアイスティ。大きなグラスにクラッシュアイス、その上から通常より濃く淹れたアールグレーを注いで、最後にオレンジジュースとガムシロップ。グラスの縁には輪切りのオレンジが飾られ、ミントの葉が浮いている。

　黙ってストローに口をつけたカイルは、半分ほど呑み干して、再びジャグジーの縁に身体をあずけ、湯に身体を投げ出してしまう。グラスの水滴を指先で弄んで、それからポツリと眩いた。

「同じ味だ」

　出会いの日、天羽がまだ幼かったカイルのために淹れたアイスティ。

　イギリスで紅茶といえばミルクティが一般的だが、喉が渇いているだろうと思ったのと、不安げな表情を浮かべた幼子の気持ちを少しでも解してやりたいと考えて、見た目にも美しいオレンジアイスティを淹れてやった。

　あのとき、カイルの手は、まだ本当に小さかった。

　けれど、大きな目に涙をたたえながらも、気丈に泣くのを我慢していたプライドの高さに、揺るぎない貴族の血を見た。幼くても、彼はたしかに貴族だった。物怖じすることなく天羽の好意を受け入れながら、感謝の言葉で仕える者を労うことも、すでに知っていた。

「ここ……」

　天羽が、「この城を改修したときに一緒につくった」と言ったから、カイルは問うのを躊躇っているのだろう。

　だが、カイルの考えていることは、実のところ真実だ。

　凪を呼び寄せるときに、耀一郎はこの城を凪のために、凪が気持ちよく暮らせるように、改修した。

　だが、この部屋は違う。

　凪がこの城にアトリエを構えているために、耀一郎もここを居城と決め、その結果、天羽もここで過ごす時間が長くなった。その天羽と一緒にいようとするために、ローウェル家を出てきたカイルも必然的にこの城に居座ることになり……あの離宮を修繕したものの、結局ほとんど足を運べない状況になっている。

　ひとりでいるのが退屈で、凪の邪魔をしがちなのであれば、ひとりでいられる空間をつくってやればいい。そう考えたとき、天羽の脳裏に浮かんだのは、やはりあの温室だった。

　そう、ここは、天羽がカイルのためだけに、設計からデザイン、調度品のひとつひとつにまで拘ってつくらせた、特別な空間なのだ。

「つづきの間を、あなた専用の書斎として使えるようにしてあります。必要なものがあれば、手配させます」

　言うと、カイルはゆるゆると瞳を見開き、視線を上げた。

「……ここに、いていいのか？」

　らしくない、気弱なセリフ。耀一郎がそれを許すわけがないと思っているのだろう。

　自分は、押しかけてきているだけであって、結局は客人扱いなのだと、傍若無人な言動の裏でカイルが寂しく思っていることくらい、見抜けない天羽ではない。

　耀一郎には、あの離宮を好きに使えばいいと言われた。だが、仕事のことを考えれば、天羽には男の傍を離れることはできない。

「あまり凪さまを苛めないように。仲良くされるのもいいですが、耀一郎さまの不興を買わない程度になされませ」

　窘められて、カイルの唇がへの字になる。そっと手を伸ばして、白い頬に指先を滑らせ、親指の腹でツンと尖らされた唇をなぞった。

「私もここへ帰ってくるのですよ。不満ですか？」

　湯気に湿った金髪を梳き上げ耳朶を擽ると、カイルは目を細めて、天羽の手に白い掌を重ねてくる。その手をぐっと引かれて、抗わずカイルの身体に覆いかぶさると、しなやかな腕がスルリと首にまわされた。

「のぼせますよ？」

「平気だ。あとでまた、アイスティ、つくってくれるだろ？」

　体勢を入れ替え、膝の上にカイルを抱き上げて、腰をまたがせる。

「お望みとあらば、いくらでも」

　目の前にある、薔薇色の唇をそっと啄む。

　やがて深く重なってきたそれを情熱的に貪りながら、湯のなか、滑らかな肌を撫で、まだやわらかい秘孔を弄って、細い身体が情欲に染まっていくさまを見つめる。

　高貴なサファイアブルーが、開放的で淫らな南国の海を思わせる色へと変化する。

　愛しい者の艶めいた表情を窺いながら、男も情欲に溺れていく。

　あまり変わらぬ表情の下、深く激しい欲望が渦巻くのを、知るのはただ、当人のみ……。










　必要なものは即日届けられ、カイルの書斎は、以前ローウェルの屋敷に構えていたのと同じ……いや、それ以上のスペックで機能しはじめた。

　ぐるっと並べられたディスプレイには、相場を示すグラフが表示され、手元のキーとタッチパネルですべての操作が可能だ。

　数字を読む能力に長けたカイルの頭脳が、世界市場を秒単位で分析する。

　ゲームのようなものだ。

　カイルにとっては、億単位の金も、紙切れと変わらない。

　だから、通常ならお抱え相場師にまかせっきりで構わないこんなことにも、カイルは直接手を下す。なぜなら、先述の通り、カイルにとってこれは、仕事ではなくゲームだから。働いているつもりも利益を上げているつもりもないからだ。

　だから、自分の興味の赴くままに刻々と変わる数字を眺めているのは楽しくても、ああしろこうしろとあれこれ指図されるのは本意じゃない。

　つまり、自分が誰かに使われるなんて、冗談ではないのだ。

「前に手伝いたいって言ったら、ダメだって取り合わなかったじゃないか！」

　食ってかかったのは今朝のこと。

　ずっと以前、自分もラルフと天羽の仕事を手伝いたいと言ったときには、相手にもしてもらえなかった。なのに今になって、好きに使おうだなんて、虫がよすぎる！

「あのときはあのとき、今は今。──お嫌なんですか？」

　なんでもないことのようにサラッと返されて、口籠ってしまう。別に嫌なわけではないのだ。ただ、どうにも釈然としないだけで……。

「……別に……」

「なら、言われた通りの働きをしてください」

　やって当然という口調で言われて、カイルはカッと頭に血を昇らせる。

「～～～～～っ、鬼っ！」

　だが、カイルの悪態など聞き飽きたとばかりに、天羽は平然と切り返してきた。

「まだお仕置きが足りないようですね」

「な……っ」

　徐々に徐々にエスカレートする、天羽のお仕置き。

　いや、お仕置きと称した、濃厚なセックスだ。もうダメと言って泣いても、喚いても、その気になったが最後、男を止めることはかなわない。

「～～～～～っ」

　唸って、ム～ッと唇を歪める。すると天羽は、への字に曲げられたカイルの唇を指先でそっと撫でて、耳朶に甘い声を落としてきた。

「そのかわり、うまく運んだ暁あかつきには、ご褒美をさしあげますよ」

　いらん！　そんなもの！

「どうせ、ロクでもないこと考えてるんだろっ！」

　男の甘い顔に、二度と騙されてなんかやるものか！

「人聞きの悪い。すべてはあなたのためなんですよ」

　ローウェル家に背を向けて、一族の重鎮たちの反感を買うのを承知で、天羽の手を取った。それはつまり、カイルがラルフ側についたと正式に表明したことにもなる。そんなカイルの足場を固めるためには、それなりの才覚を見せるしかない。

　そんなことはわかってる。

　わかってはいるのだが、どうにもこうにも嵌められた感が拭えなくて、カイルは納得がいかないのだ。

「これじゃあ、凪を苛めて遊ぶ暇もないじゃないか！」

「そんな暇、なくて構いません」

　はじめからこのつもりだったのだ。

　やさしい言葉で油断させて。カイルに居場所を与えて。ラルフが言いだしたのか、天羽が悪知恵を働かせたのかはわからないけれど、ふたりは端からカイルを利用するつもりだったのだ。

　あの甘い空気は、いったいなんだったのだろう。

　あの温室に似せたジャグジーを見たときには、冷たい態度をとりながらも、心の底では、男は深く自分のことを思ってくれているのだと、切なく胸を震わせたのに……！

　──ほんっとーにムカツクっ！

　男の掌の上で、コロコロコロコロ。

　いったいどれだけ転がされたらいいのだろう。自分が気づいていなかっただけで、きっと幼いころからずっと、自分は男の掌の上だったのだ。

「私が戻るまで、ここでおとなしくしていてください。言っておきますが、余計なことは考えないことです。すぐにバレますからね」

　カイルが悪知恵を働かせたところでたかが知れていると、釘を刺される。握った拳をワナワナと震わせて、カイルは悠然と部屋を出ていく男の背に向かって喚いた。

「秀統のバカ……っ！」

　いつものセリフ。

　重厚なドアが閉まる寸前、それはたしかに男の鼓膜に届いていた。

　閉まったドアの向こう、誰の目もない場所で、男が愉しげに口許を緩める。

「しかと聞きました。簡単に許されるとは思わないでください」

　男が口にした、やはりいつものセリフは、幸か不幸か、カイルの耳には届かなかった。





ＥＮＤ









あとがき




　こんにちは、妃ひめ川かわ螢ほたるです。

　この度は拙作をお手にとっていただき、ありがとうございます。

　こんなに古い作品に、今また陽の目をあてていただき、電子書籍化していただけることになりました。お声をおかけくださった担当さま、手にとってくださった読者の皆様、本当にありがとうございます。




　このお話は、既刊『疼あ愛い、うらはら』のスピンオフ作品となります。

　最近でも、このパターンでお話を書く（主人公カップルの脇で茶々入れ役などをしていたキャラを次作の主人公カップルにする）ことが多いのですが、そういうパターンが定着しはじめたお話だったかもしれません。

　前作のキチク攻め×健気受けか、今作のちょっとタイプの違うキチク攻め×素直になれない高飛車受けか……どちらがお好みかは、ご意見の分かれるところではないかと思います。私も、どっちも好きです（笑）




　イラストを担当していただきました緒お田だ涼りょう歌か先生、今回はお忙しいなか新規にイラストを描き下ろしていただき、本当にありがとうございました。

　まさか今になって新たなふたりに出会える機会をいただけるなんて考えてもみなかったので、本当に嬉しいです。

　もう何年も御無沙汰しておりますが、機会がありましたら、またぜひご一緒させてください。どうぞよろしくお願いいたします。




　妃川の今後の活動情報に関しては、ブログをご参照ください。

　http://himekawa.sblo.jp/

　ツイッターアカウントもあるにはあるのですが、システムがまったく理解できないまま、ブログ記事が自動で連動投稿されるだけで放置されております。ブログの更新はチェックできると思いますので、それでもよろしければフォローしてやってください。

　@HimekawaHotaru

　皆様のお声だけが執筆の糧です。ご意見ご感想等、気軽にお聞かせいただけると嬉しいです。

　それでは、また。どこかでお会いしましょう。


二〇一四年十一月吉日　　　　　




妃川 螢










ジュリアンノベルス

同時配信二〇一四年十二月五日配信予定























お・と・なの絵本【書下ろし】




著者：森本あき

イラスト：三栗チコ




俺が好きだって認めろよ

ホント、意地っ張りで、かわいいやつだ




笑顔がかわいい大学生の吉よし住ずみ七なな斗とと人気児童文学作家の大おお葉ば龍たつ和よしは、いい友達関係が続いていた。ある日、七斗は龍和にＢＬ小説の原稿を読まされ、作品の資料にと裸エプロンにさせられてしまう。こ、こんなの恥ずかしすぎるよ～！





















禁断の秘密クラブ【書下ろし】




著者：かのえなぎさ

イラスト：天野　瑰




悪い男が教える悪いことを覚えるのは楽しいか？




弁護士の加か賀が亜あ紀き人ひとは、楠くす芳よし時ときからある「クラブ」創設の書類作成を依頼される。芳時と食事をして酔った亜紀人は芳時に抱かれてしまう。男達との淫らな経験を重ね、亜紀人は自分でも気づかなかった本性を知ることになり……。





















執こ恋い、うらはら【特別版イラスト入り】




著者：妃川　螢

イラスト：緒田涼歌




──私のすべては、貴方のために

──この執こ恋いは甘美なまでに、狂おしい




類稀なる美貌を誇る青年貴族・カイル。傲慢なまでに気高い彼がたったひとつ、思い通りにならないもの──それは、従兄弟であるグランデール伯爵の執事・天羽あもうの存在だった。身体だけの関係が続いていたある日、二人の関係を覆す大事件がおこり…!?





















服従すべき男【特別版イラスト入り】




著者：宮川ゆうこ

イラスト：タカツキノボル




この身体に教え込んでやる、たっぷりとな




危険な香りを漂わせる傲慢な男に刑事の悠ゆう紀きは拳銃密売事件の情報を得るため抱かれてしまう。ヤクザの組へ潜入することになった悠紀の前に再びあの夜の男が現れ、三百万で悠紀を買うと言いだして!?





















我儘はエリートの常識【特別版イラスト入り】




著者：宮川ゆうこ

イラスト：天城れの




それでは、気持ちいいことをしましょうか

──あなたが、可愛いからいけないのですよ




貧乏で平凡な遠とお矢やは地道で毎日を送っていたのに、突然事件に巻き込まれ、拉致されかけたところを外務省の情報官・松坂に助けられる。彼は身辺警護と称し家に上がり込んできて、このお礼は身体で…といきなり襲いかかってくる!?








ジュリアンノベルス

近日配信二〇一五年一月九日配信予定























淫らで甘い恋愛録Ⅱ　～せつない恋のキス～【書下ろし】




著者：御木宏美

イラスト：有馬かつみ




これ以上、お前が泣くのをみたくない




雨漏りで寝具が濡れたユキトは大好きなマサヤの部屋に泊めてもらう。告白してキスまでしたのにマサヤったら冷たいんだ。いったいどうやったら彼を落とせるの？　カフェ・ジュリアンの末っ子とクールなマサヤの恋物語。





















禁断の館に囚われてⅡ　～執事・岩崎の秘密～【書下ろし】




著者：藤村裕香

イラスト：青海信濃




僕の恥ずかしい姿……、全部見てください




美貌の従兄弟、バートランドの館で暮らす日ひ置おき由ゆ弦ずる。ある日黒髪の執事、岩崎奏が元恋人のアランにさらわれた。助けにいく由弦を待ち受けていたのは、奏、アラン、そして、バートランドだった！　淫らすぎる罠とは？





















愛を誓え【特別版イラスト入り】




著者：宮川ゆうこ

イラスト：水貴はすの




なあ、しようぜ──おまえとしたいんだよ




クールな超エリート検事・布ふ施せの担当事務官を務める恵けい。小さい頃憧れていた剛と偶然再会するが、剛はヤクザの組長になっていた！　その上、布施とは双子の兄弟だと言ってきて!?　二人に恵は翻弄されるばかり。





















抱かれてもいい【特別版イラスト入り】




著者：妃川　螢

イラスト：藤河るり




お前の腕の中は温かくて……お前を抱いて俺は眠りたいんだ




美人だが野心家の高たか瀬せは、入社四年目の広告ディレクター。出世が絡んだ大きなプレゼンに勝つため、自分が心底惚れ込んだ写真家リュウ・シガを捜していた。ところが、ようやく見つけた相手は、最低のヤツだった。





















シークレット・ドール【特別版イラスト入り】




著者：水月真兎

イラスト：海老原由里




熟れ滴る花芯を穿つ、直截な欲望──




全てを失った涼りょう次じが拾ったのは「京きょう夜や」と名乗る、闇を透かす双眸の美青年。圧倒的な快感に搦めとられ、次第に京夜を手放せなくなっていく涼次は、いつしか彼が関わる策略に否応なく巻き込まれていき……。








この作品は、（株）リーフより『執恋、うらはら』として二〇〇六年八月四日に発行されたものを、アイデジタルパブリッシングが電子書籍として配信しております。









ジュリアンノベルス
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